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カ ラーイ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ



は じ めに

こ のたびは、 カ ラーイ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ 「JV5-130S/160S」 をお買い上げいただき、

誠にあ り が と う ご ざいます。

「JV5-130S/160S」 は、 ソルベン ト イ ン ク （4/6/7 色） または水性イ ン ク （4/6/7 色） で作

図する高画質に対応し たカ ラーイ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ です。

マニュアルの種類と使い方

本装置には、 以下の説明書が付属し ています。

取扱説明書 ( 本書 )
本装置の操作や メ ンテナンスなど の取 り 扱いについて説明し ています。
本書を よ く お読みにな り 、 本装置を安全に、 かつ効果的にお使いいただけますよ う お
願い申し上げます。

日常のお手入れのお願い ( 別冊 )
本装置の、 日常行 う お手入れ方法について説明し ています。



本書の内容を無断で転載する こ と は禁止されています。

株式会社 ミ マキエン ジニア リ ング

All Rights Reserved. Copyright 2016.11 MIMAKI ENGINEERING Co., Ltd.

ご注意

株式会社 ミ マキエン ジニア リ ングの保証規定に定める も のを除き、 本製品の

使用または使用不能から生ずるいかなる損害 ( 逸失利益、 間接損害、 特別損

害またはその他の金銭的損害を含み、 これら に限定し ない ) に関し て一切の

責任を負わない も の と し ます。

また、 株式会社 ミ マキエン ジニア リ ングに損害の可能性について知ら されて

いた場合も同様と し ます。

一例と し て、 本製品を使用し て メ デ ィ ア ( ワーク ) 等の損失や メ デ ィ アを使

用し て作成された物に よ っ て生じ た間接的な損失等の責任負担も し ない も の

と し ます。

本装置を使用し た こ と によ る金銭上の損害および逸失利益または第三者から

のいかなる請求について も、 当社は一切その責任を負いかねますので、 あ ら

か じ めご了承 く だ さ い。

おねがい

 こ の取扱説明書は、 内容について十分注意し てお り ますが、 万一ご不審な

点などがあ り ま し た ら、 販売店または弊社営業所まで ご連絡 く だ さ い。

 こ の取扱説明書は、 改良のため予告な く 変更する場合があ り ます。

本書は、 本装置をお使いになる担当者のお手元に確実に届 く よ う お取 り は

から い く だ さ い。

本書が紛失 / 破損など の理由に よ り 読めな く なっ た場合は、新し い取扱説

明書を弊社営業所にてお買い求め く だ さ い。

本書記載の名称は、 一般に各社の商標または登録商標です。

取扱説明書の最新版は、 弊社ホームページから も ダ ウ ン ロ ー ド で き ます。

ご注意
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電波障害自主規制
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づくクラスA情
報技術装置です。この装置を家庭で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。こ
の場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。
この装置の接続において、当社指定のケーブルを使用しない場合は、VCCI ルールの限度
を超えることが考えられます。必ず、当社指定のケーブルを使用してください。

テレビ / ラジオの受信障害について
本製品は、使用時に高周波が発生します。このため、この製品が不適切な条件下で設置ま
たは使用された場合、ラジオやテレビの受信障害が発生する可能性があります。したがっ
て、特殊なラジオ / テレビに対しては保証しておりません。
この製品がラジオ / テレビ受信の障害原因と思われましたら、本製品の電源を切り、ご確
認ください。電源を切ることにより受信障害が解消すれば、本製品が原因と考えられま
す。
次の手順のいずれか、あるいはいくつかを組み合わせてお試しください。

テレビやラジオのアンテナの向きを変え、受信障害の発生しない位置をさがしてく
ださい。
この製品から離れた場所にテレビやラジオを設置してください。
この製品とは別の電源供給路にあるコンセントにテレビやラジオを接続してくださ
い。

メディアについて
ご不要になりましたロール紙やメディアは、地域の条例に従って処分してください。
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本書の構成
本書は、本装置の取り扱いを、6 つの章に分けて説明しています。

目次
本書の目次です。

第1章  安全にお使いいただくために
本装置をご使用になる前に、ご理解していただきたいことを説明しています。

第2章  ご使用の前に
本装置の各部の名称、操作パネルの使いかたについて説明します。

第3章  作図のしかた
電源のON から作図を終了するまでの一連の動作、設定について説明します。

第4章  日常のメンテナンスについて
インクが詰まった際の復旧方法や各部の清掃方法について説明します。

第5章  困ったときは
本装置になんらかの異常が発生した場合のトラブル解消方法について説明します。

第6章  各機能の操作方法
よく使われる機能について、操作方法とディスプレイのメッセージ例を紹介しています。

索引
本書の索引です。
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1 安全にお使いいただ くために

1-2

付属品の確認

本装置には、 以下の付属品を同梱し ています。
不足し てい る も のや外観に異常がないかご確認 く だ さ い。 異常があ っ た場合は、 販売店ま
たは弊社営業所まで ご連絡 く だ さ い。

タ イ マ ウ ン ト ： 4 個 結束バン ド ： 4 個

ホースバン ド ： 4 個 結合ダ ク ト ： 1 個

Software CD-ROM 
JV5 用 ： 1 枚

JV5 シ リ ーズ 
取扱説明書 ： 1 冊

保護メ ガネ ： 1 個
日常のお手入れの
お願い ： 1 冊

電源ケーブル (6m)
： 1 本

プ ラス ド ラ イ バ
： 1 本

モンキーレ ンチ
 200 MM ： 1 本

L 型六角レ ンチ
： 1 本

ネジ ： 6 個 ネジ ： 4 個

P4x12SMW ( 黒 )  ( 廃イ ン ク タ ン ク  BKT 用 , 4 本 )
( 廃イ ン ク ト レー 用 , 2 本 )

B4x10 ( タ イ マ ウ ン ト 用 )

廃イ ン ク タ ン ク
4L Assy ： 1 個

廃イ ン ク ト レー
BKT Assy ： 1 個

廃イ ン ク タ ン ク セン
サ ASSY
： 1 個

排気ダ ク ト ： 2 個
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乾燥 FAN 箱

伸縮アル ミ ダ ク ト
： 2 本

ソルベン ト 充填液
カー ト リ ッ ジ
 (200 cc) ： 8 個

SPC-0475 （ソルベン ト イ ン ク仕様のみ同梱）

付属品箱 ： 1 個 ソルベン ト イ ン ク用メ ンテナンス洗浄液 200 ： 1
セ ッ ト

SPC-0369 （ソルベン ト イ ン ク仕様のみ同梱）

ロ ール
ス ク リ ーン  160 
(130) ： 1 個

乾燥 FAN Assy 160 
(130)
： 1 個

開閉カバー Assy 
160 (130) ： 1 個

乾燥 FAN 箱
： 1 個
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本装置のご紹介

本装置の持つ特長を ご紹介し ます。
本書で説明する操作方法と併せて作図のご理解にお役立て く だ さ い。

新世代のプ リ ン ト ヘッ ド と 4 ス タ ガ のヘッ ド 配列で、 高画質な超高速プ リ ン ト

1 ヘッ ド に 1,440 ノ ズル (180 ノ ズル x 8 列 ) を搭載し た新開発のプ リ ン ト ヘッ ド を採用

し、 1 イ ンチヘッ ド を  4 列のス タ ガ ( 互い違い ) に配列する こ と によ り 、 4 イ ンチのプ リ

ン ト ヘッ ド 幅を実現。 バ リ アブル ド ッ ト テ ク ノ ロ ジーを採用する こ と によ り 、 高画質の高
速プ リ ン ト を可能に し ま し た。

ダブルカー ト リ ッ ジ自動切換え機能と、 1760 cc / 色の大容量イ ン ク に よ り イ ン ク
切れの心配を解消

2 カー ト リ ッ ジ  / 1 セ ッ ト の イ ン ク自動切換え機能と  4 色モー ド で最大 1760 cc / 色 (440 
cc x 4) の イ ン ク を搭載可能と し、 イ ン ク切れの心配がない長時間連続プ リ ン ト を実現し ま

す。

においが少な く 、 安全性の高い ES3 イ ン ク / 屋外サイ ン に最適な HS イ ン ク、
SS21 イ ン ク / 環境に優し い Eco-HS1 イ ン ク が使用可能 ( ソルベン ト イ ン ク をお
使いの場合）

ES3 イ ン ク は、 特別な脱臭装置が不要で溶剤特有の刺激臭も ほ と んどな く 、 臭いを気に さ

れるデザイ ナーやオペレーターも安心し て使用で き ます。

HS イ ン ク は、 屋外サイ ンに最適で、 優れた耐擦過性と高濃度を実現し た イ ン ク です。 排

気装置は必須ですが、 有機則非該当のため特別な取 り 扱いや免許は不要です。

SS21 イ ン ク は屋外サイ ンに最適で、 耐水性 ・ 耐候性に優れた イ ン ク です。 有機則非該当

のため、 特別な取 り 扱いや免許は不要です。

Eco-HS1 イ ン ク は、 環境有害物質を含まない、 安全性の高い イ ン ク です。

塩ビ フ ィ ルムへの影響を低減し、 高い発色性と光沢感を実現し ま し た。
また、 ラ イ ト ブ ラ ッ ク の採用で、 印刷階調の表現力が向上し ま し た。

高画質 ・ 高速印字が可能な昇華転写イ ン ク / 水性顔料イ ン ク / エ コ水性顔料イ ン ク
(Eco-PA1 イ ン ク ) が使用可能 ( 水性イ ン ク をお使いの場合）

昇華転写イ ン ク は、 作図し た画像を違 う メ デ ィ アに転写し たい と き に使用し ます。

水性顔料イ ン ク は染料イ ン ク に比べて耐光性、 耐擦性に優れ、 屋内用サイ ンデ ィ スプ レ イ
（看板） など の印刷に適し た イ ン ク です。

エ コ水性顔料イ ン ク は、 高い発色と、 広い色再現領域を実現し ま し た。
また、 ラ イ ト ブ ラ ッ ク の採用で、 印刷階調の表現力が向上し ま し た。

イ ン ク残量を表示

使用中の イ ン ク の残量を表示し て確認で き ます。 イ ン クや メ デ ィ アを無駄な く 使えます。



本装置のご紹介

1-5

高速プ リ ン ト を可能にする大型ア フ ター ヒ ーターの搭載

大型ア フ ター ヒ ーターを搭載し、 高速でプ リ ン ト された メ デ ィ アの乾燥を促進し、 巻き取
り を可能に し ます。
ス タ ンバ イ モー ド 、 自動オフ の イ ンテ リ ジ ェ ン ト 機能を搭載。
使用する メ デ ィ アに最適な加熱温度を設定でき ます。

簡単メ ンテナンス

ヘッ ド の自動キャ ッ ピ ング方式に よ り 、 電源をオフする前のヘッ ド 洗浄が不要です。
イ ン ク詰ま り は、 ク リ ーニング機能を実行する と復旧で き ます。
本装置を使用し ないで放置する と、 一定時間毎に イ ン ク詰ま り を回避する動作を自動的に
行います。 ただ し、 主電源をオン に し てお く 必要があ り ます。
使用し ていない時間を監視し て、 電源をオンに し た と き、 および作図開始時に自動ク リ ー
ニングを実行し、 イ ン ク詰ま り 等を防ぎます。

見やすいデ ィ スプ レ イ

プ リ ン タ の設定メ ニューを表示する 「デ ィ スプ レ イ」 が 2 画面にな り 、 更に見やす く な り

ま し た。
バ ッ ク ラ イ ト も付いて、 暗い場所で も表示を認識でき ます。
英語･スペイ ン語など 7 ヶ国の表示が可能です。

便利なダ イ レ ク ト キー

ダ イ レ ク ト キーを使用する こ と で、 多彩な内蔵機能にすばや く ア ク セスで き ます。

作図情報を確認

作図中のプ リ ン ト 長をデ ィ スプ レ イ に表示し た り 、 作図条件の情報を作図し て確認でき ま
す。

高速イ ン ターフ ェ イ ス

高速イ ン ターフ ェ イ ス 「USB 2.0」 を使用し て、 コ ン ピ ュータから のデータ受信を高速に

行えます。

巻取装置に よ る長尺作図

本装置と連動し た 「巻取装置」 が作図終了し た メ デ ィ アを巻き取るので、 長尺作図が可能
です。

メ デ ィ ア置き用のサポー ト バーが付属

本装置の後ろ側に、 メ デ ィ アセ ッ ト 時のサポー ト バーを設置し ま し た。 幅広の ロ ール メ
デ ィ アなど重量のある メ デ ィ アのセ ッ ト 時に、 サポー ト と し てご使用 く だ さ い。
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メ デ ィ ア送 り 量一定制御機能に よ る メ デ ィ ア搬送で安定し た高画質を実現

メ デ ィ アエン コ ーダーを搭載し、 ロ ール重量に影響される こ と な く 、 設定し た メ デ ィ ア送
り 量で メ デ ィ アを一定し て搬送し、 安定し た高品質のプ リ ン ト を実現し ます。

メ デ ィ アの左右端の浮き を防止

メ デ ィ ア押さ えを使用し て、 幅の広い メ デ ィ アの両端の浮きあが り を防止し ます。 また、
ヘッ ド と の接触を防ぎます。

ノ ズル抜け自動検出機能を搭載し、 プ リ ン ト 不良に よ る ロ スを低減

ク リ ーニング後およびプ リ ン ト 中の ノ ズル抜けを監視、 必要に応じ て再ク リ ーニングまた
はプ リ ン ト の中断を選択する こ と で、 メ デ ィ ア と イ ン ク の無駄を防止し ます。

メ デ ィ ア厚自動検出と自動ヘッ ド 高さ調整機構に よ り 最適なプ リ ン ト を実現

メ デ ィ アの厚みを自動検出し、 指定されたヘッ ド ギャ ッ プへ自動で高さ調整を し ます。 使
用する メ デ ィ アの厚みが変わっ て も、 一定のヘッ ド ギャ ッ プでプ リ ン ト 可能なため、 常に
最適なプ リ ン ト を実現し ます。
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マーク表示について

本書では、 マーク表示によ り 、 操作上の注意内容を説明し ています。
各マーク表示の持つ意味を よ く ご理解の上で、 本装置を安全に正し く お使い く だ さ い。

ア イ コ ン 内容

「危険」 マーク は、 指示を無視し て誤っ た取 り 扱いをする と、 人が死亡または重傷を負
う 差し迫った危険な状況を示し ています。 必ずよ く お読みにな り 、 正し く お使い く だ さ
い。

「警告」 マーク は、 指示を無視し て誤っ た取 り 扱いをする と、 人が死亡または重傷を負
う 可能性が想定される内容を示し ています。 必ずよ く お読みにな り 、 正し く お使い く だ
さ い。

「注意」 マーク は、 指示を無視し て誤っ た取 り 扱いをする と、 人が傷害を負 う 可能性が
想定される内容および物的損害の発生が想定される内容を示し ています。

「重要」 マーク は、 本装置をお使いいただ く 上で、 知っておいていただきたい内容が書
かれています。

「ヒ ン ト 」 マーク は、 知ってお く と便利な こ と が書かれています。

(1-8 参照 ) 関連し た内容の参照ページを示し ています。

 マーク は、 注意 ( 危険 ・ 警告を含む ) を促す内容がある こ と を告げ る も のです。 中

に具体的な注意事項 ( 左図の場合は感電注意 ) が描かれています。

 記号は、 禁止の行為である こ と を告げ る も のです。

図の中や近傍に具体的な禁止内容 ( 左図の場合は分解禁止 ) が描かれています。

 記号は、 行為を強制し た り 、 指示する内容を告げ る も のです。 図の中に具体的な指

示内容 ( 左図の場合は差し込みプ ラグを コ ンセン ト から抜いて く だ さ い ) が描かれてい

ます。
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設置時の注意

設置場所について

本装置を組み立てる前に、 設置するスペースを確保し て く だ さ い。 本体の大き さ と作
図のために必要なスペースを考慮し て設置し ます。

使用環境温度

本装置は安定し たプ リ ン ト を行 う ために、 20 ～ 35 ℃ の環境で ご使用 く だ さ い。 周囲

の温度条件に よ り 、 ヒ ーター温度が設定値まで上昇し ない場合があ り ます。

機種 横幅 奥行 高さ
全体重量

（フ ロ ン ト 排気ユニ ッ ト 装着時）

JV5-130S 2860 mm
900 mm

(1050 mm)
1551 mm 292 kg 以下 (324 kg 以下 )

JV5-160S 3120 mm
900 mm

(1050 mm)
1551 mm 298 kg 以下 (333 kg 以下 )

10
00

 m
m

JV5-130S/A : 3860 mm
JV5-160S/A : 4120 mm

500 mm

1
00

0 
m

m

500 mm
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設置場所の注意

以下の場所には設置し ないで く だ さ い。

キャス タ の ロ ッ ク と レベルフ ッ ト での固定

脚のキャス タ には、 ス ト ッ パ と レベルフ ッ ト が付いています。 電源を投入する前に、 必ず
キャス タ を ロ ッ ク し、 レベルフ ッ ト で本装置が固定されている こ と を確認し て く だ さ い。
レベルフ ッ ト で本装置を固定し ないで作図する と、 装置が動き だす場合があ り ます。

直射日光が当たる場所 温度や湿度の変化が激し い場所
エア コ ンなど の風が

直接当たる場所

次の環境下でお使い く だ さ い。

使用環境 : 20 ～ 35 ℃
: 35 ～ 65 % (Rh)

水平でない場所 振動が発生する場所 火を使 う場所

ロ ッ ク位置

レベルフ ッ ト での固定
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本装置の移動

本装置を、 やむを得ず段差のない同一フ ロ アー内で移動する場合は、 次の こ と を必ず
守って く だ さ い。

移動する前に、 キャス タ の ロ ッ ク を解除し て く だ さ い。

移動する と きは、 大きな振動を与えないで く だ さ い。

移動後は、 必ずキャス タ を再ロ ッ ク し て く だ さ い。

移動方法

本装置を移動する と きは、 複数人で図のよ う に運んで く だ さ い。
カバー ( 図の灰色の部分 ) を押す と割れる可能性があ り ますので ご注意 く だ さ い。

本装置の移設の際は、 弊社営業所または販売店まで ご連絡 く だ さ い。

お客様が本装置の移設を行います と、 故障や破損の原因にな り ます。 本装置
の移設は、 必ず専門の担当者におまかせ く だ さ い。
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電源の接続について

本装置仕様

単相 AC200 ～ 240V、 15A 以下 (100V 系では使用で き ません )

本装置の電源接続は、 「プ ラグ差し込み式 タ イ プ B」 の規定に基づき、 IEC60309 規格

のプ ラグを使用し ています。
本装置の電源ケーブルのプ ラグに合 う ソ ケ ッ ト 工事が必要な場合は、 添付の ソ ケ ッ ト
を ご利用の上、 配電盤または コ ンセン ト と ソ ケ ッ ト の間の工事を行っ て く だ さ い。

本装置の設置は、 お客様が行 う こ と はで き ません。 電気工事業者にお任せ く

だ さ い。

本体への電源供給は、 以下の電気工事が必要と な り ます。 工事は、 電気工事

業者に依頼し て く だ さ い。

 コ ンセン ト は必ず本装置の近 く にあ る よ う に し て く だ さ い。 また、 容易に取

り 外し が可能な場所に置いて く だ さ い。

本装置の電気工事は、 感電事故防止のため、 電気工事士の免許を持っ た人以

外が行 う こ と を禁止し ます。

誤配線を し ないよ う にご注意 く だ さ い。 火災や感電の恐れがあ り ます。

付属の電源ケーブル以外を使用する場合は、 下記の電線相当を使用し、 下図

のよ う に配線し て く だ さ い。
・ VCT-2ｍ ㎡ x3 芯 (600V)
・ UL-AWG14x3C (600V)

本体背面

配電盤 or コ ンセン ト

ソ ケ ッ ト

電線 :
UL AWG14 相当

付属ソ ケ ッ ト

ソ ケ ッ ト 工事

ソ ケ ッ ト 工事
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使用上の警告と注意

 警 告
換気の悪い部屋、 または密閉された部屋で使用する場合は、 必ず換気装置を設けて く だ さ い。 

表示された電源仕様で使用し て く だ さ い。 本装置の電源電圧は、 単相 AC200 ～ 240V 15A 以下で
す。 (100V 系では、 使用できません。 )

電源ケーブルを傷つけた り 、 破損し た り 、 加工し ないで く だ さ い。 また、 重い物をのせた り 、 加熱
し た り 、 引っ張っ た り する と電源ケーブルが破損し、 火災 ・ 感電の原因にな り ます。

湿気の多い場所の使用や、 装置に水をかけないで く だ さ い。 火災や感電、 故障の原因にな り ます。

万一、 煙が出ている、 変な臭いがするなど の異常事態のまま使用する と、 火災 ・ 感電の原因にな り
ます。 す ぐ に、 電源ス イ ッ チをオフ に し て、 その後必ずソ ケ ッ ト を本体から抜いて く だ さ い。 煙が
出な く なるのを確認し てから、 販売店または弊社営業所に修理を ご依頼 く だ さ い。

イ ン ク漏れが発生し た場合は、 主電源を OFF に し て電源ケーブルを抜き、 弊社サービ スまたは販
売店にサービ ス コールし て く だ さ い。

お客様によ る修理は危険ですから絶対に行わないで く だ さ い。

本装置やイ ン ク カー ト リ ッ ジの分解 ・ 改造は、 絶対に し ないで く だ さ い。
感電や故障の原因にな り ます。

プ ラテンの ヒ ーターにホ コ リ やゴ ミ 等が付着し ないよ う に し て く だ さ い。
発火、 火災の原因にな り ます。

本装置で使用する専用イ ン ク は、 危険物第 4 種第 2 石油類、 または危険物第 4 類第 3 石油類に該当
し ます。 よ って、 引火する可能性があるため、 本プ リ ン タ を使用する場所は、 火気厳禁と し て く だ
さ い。 （ソルベン ト イ ン ク をお使いの場合のみ）
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使用上のご注意

 注 意

電源供給について

ブ レーカーは常時 ON に し ておいて く だ さ い。

背面にある主電源ス イ ッ チは OFF に し ないで く だ さ い。

ヒ ーターについて

プ ラテン上に液体をかけないで く だ さ い。 ヒ ーターの故障や発火の原因にな り ます。

プ ラテンの ヒ ーターが熱い う ち に素手で触ら ない く だ さ い。 火傷の原因にな り ます。

本装置を移動する場合は、 ヒ ーターの温度が十分下がった状態で行って く だ さ い。
目安と し て、 ヒ ーターの電源を OFF に し てから 30 分以上お待ち く だ さ い。
なお、 本装置の移動は、 段差のない同一フ ロ アー内と し ます。 移設の場合は、 弊社営業所、 また
は販売店にご連絡 く だ さ い。

イ ン ク の取 り 扱い

万一、 イ ン ク が目に入った場合は、 直ち に大量の清浄な水で 15 分以上洗い流し、 まぶたの裏ま
で完全に洗い流し て く だ さ い。 また、 でき る だけ早 く 医師の診察を受けて く だ さ い。

誤って イ ン ク を飲み込んだ場合は、 安静に し て直ち に医師の診断を受けて く だ さ い。 嘔吐物は、
飲み込ませないで く だ さ い。 その後、 毒物管理セン ターに連絡し て く だ さ い。

蒸気を大量に吸い込んで気分が悪 く なった場合は、 直ち に空気の新鮮な場所に移 り 、 暖か く し て
安静に し て く だ さ い。 また、 直ち に医師の診察を受けて く だ さ い。

 イ ン ク には有機溶剤を使用し ています。 皮膚に付着し た場合は、 直ち に石けん水で洗った後、 水
で十分に洗い流し て く だ さ い。 （ソルベン ト イ ン ク をお使いの場合）

メ ンテナンス上の注意

 イ ン ク ステーシ ョ ンやヘッ ド を清掃する際は、 必ず付属のゴーグル と手袋を着用し て く だ さ い。

レーザセンサー

本装置には、 レーザセンサーが取 り 付けてあ り ます。 レーザセンサーは JIS 規格ク ラス 1 の レー
ザ製品に相当し ます。 レーザ光を レ ンズなど の観察光学系を通し て見る こ と は危険ですので、 避
けて く だ さ い。 目の痛みや視力障害の原因にな り ます。
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ご注意と お願い

 ご注意とお願い

イ ン ク カー ト リ ッ ジの取 り 扱い

JV5 専用イ ン ク をお使い く だ さ い。 専用イ ン ク以外を使用し て故障し た場合の修理は、 お客様の
負担にな り ますのでご了承 く だ さ い。

JV5 専用イ ン ク以外の イ ン ク を使用する と、 装置保護のため、 動作し ません。

JV5 専用の イ ン ク は、 他のプ リ ン タ で使用し ないで く だ さ い。 プ リ ン タ が壊れます。

カー ト リ ッ ジ内の イ ン ク を詰め替えないで く だ さ い。 詰め替えた イ ン ク を使用し て生じ た不具合
について、 弊社はいっ さ いの責任を負いかねます。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジを寒い所から暖かい所に移し た場合は、 3 時間以上室温環境下に放置し てか
ら使用し て く だ さ い。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジは、 取付直前に開封し て く だ さ い。 開封し た状態で長時間放置し てお く と、
正常に作図できない場合があ り ます。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジは、 冷暗所で保存し て く だ さ い。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジや廃イ ン ク タ ン ク は、 子供の手の届かない場所に保管し て く だ さ い。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジは、 開封し てから 3 カ月以内に使い切って く だ さ い。 開封後、 長時間経過し
た も のは、 作図品質が低下し ます。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジを強 く たたいた り 、 激し く 振 り 回さ ないで く だ さ い。 カー ト リ ッ ジから イ ン
ク が漏れる場合があ り ます。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジの基板接点部分は、 手で触れた り 、 汚し た り し ないで く だ さ い。 基板の故障
の原因にな り ます。

空になった イ ン ク カー ト リ ッ ジは、 リ サイ クルセン ターに発送するか、 産業廃棄物処理業者に処
理を依頼し て く だ さ い。 廃イ ン ク は、 産業廃棄物処理業者に処理を依頼し て く だ さ い。

フ ロ ン ト カバー と レバーについて

作図中に フ ロ ン ト カバーを開けた り 、 レバーを上げた り し ないで く だ さ い。 作図が終了し て し ま
います。

メ デ ィ アの取 り 扱い

推奨メ デ ィ アを ご使用 く だ さ い。
安定し た高画質で作図する には、 弊社推奨の メ デ ィ アを ご使用 く だ さ い。

 メ デ ィ アの特性に合わせ、 ヒ ーター温度を設定し て く だ さ い。
メ デ ィ アの種類や特性に合わせて、 プ リ ヒ ーター、 プ リ ン ト ヒ ーターおよびア フ ター ヒ ーターの
温度を設定し て く だ さ い。 また、 専用 RIP から プ ロ フ ァ イル指定によ り 自動温度設定を操作パネ
ルから指定する方法があ り ます。 指定方法は、 お使いの RIP の取扱説明書を参照し て く だ さ い。

 メ デ ィ アの伸縮にご注意 く だ さ い。
包装を開けて間も ない メ デ ィ アは、 使用し ないで く だ さ い。
室内の温度や湿度によ って、 メ デ ィ アが伸縮する場合があ り ます。
包装を開けて、 使用する場所で 30 分以上さ ら し てから装置に取 り 付けて く だ さ い。

カール し た メ デ ィ アは使用し ないで く だ さ い。
紙詰ま り の原因になるだけでな く 、 画質に も影響を及ぼ し ます。
また、 カールのきつい メ デ ィ アは、 カールを取 り 除いてから使用し て く だ さ い。
コーテ ィ ング し た定型サイ ズ紙をま るめて保管する場合は、 コーテ ィ ング面が外側になる よ う に
し て く だ さ い。

メ デ ィ ア と ホ コ リ について

 メ デ ィ アは袋に入れて保管し て く だ さ い。 メ デ ィ アに付着し たホ コ リ を拭き取る と、 静電気によ
り 逆効果にな り ます。

夜帰宅する際は、 メ デ ィ アを ロ ールハンガーに掛け っぱな し に し ないで く だ さ い。 メ デ ィ アの上
にホ コ リ が付着し て し まいます。
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メ ンテナンス上の注意

でき るだけホ コ リ の少ない部屋で利用し て く だ さ い。 悪環境下では、 リ フ レ ッ シュ レベルを 2 ま
たは 3 に設定し て く だ さ い。 ( リ フ レ ッ シ ュ (6-9 ページ ) 参照 )

作図し ない と き も必ずフ ロ ン ト カバーは閉めておいて く だ さ い。 ホ コ リ がヘッ ド ノ ズルに付着す
る原因にな り ます。

作図中に、 突然イ ン ク の雫がヘッ ド から メ デ ィ アに落ち るの も ホ コ リ が原因です。 こ の場合は、
ヘッ ド ク リ ーニングを実行し て く だ さ い。 (オー ト ク リ ーニング (3-43 ページ ) 参照 )

キャ ッ ピ ングステーシ ョ ン、 および ワ イ パーの拭き掃除 ( ホ コ リ 、 紙粉 ) は、 こ まめに行って く だ
さ い。

定期交換部品

本装置には定期的に交換する部品があ り ます。
機材を末永 く ご利用いただ く ために も、 必ず、 年間保守契約にご加入 く だ さ い。

 ご注意とお願い
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使用可能メ デ ィ ア

使用可能メ デ ィ アは、 ロ ール と リ ーフ です。
本装置で使用可能な メ デ ィ アの種類と サイ ズを説明し ます。

推奨メ デ ィ アの種類

使用する イ ン ク に合わせた推奨メ デ ィ アを ご使用 く だ さ い。

使用可能メ デ ィ アサイ ズ

*1 ただ し ロ ールの左右を保持し た際、 ロ ールに タ ワ ミ がない こ と。

ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 水性イ ン ク を ご使用の場合

ターポ リ ン フ ォ ト ペーパー

FF (Flexible Face) PET

耐候塩ビ シー ト 合成紙

転写紙

JV5-130S JV5-160S

ロ ール

最大幅 1375 mm (54.13 inch) 1630 mm (64.17 inch)

最小幅 297 mm 297 mm

最大作図範囲 1365 mm 1620 mm

厚さ 1.0 mm 以下 1.0 mm 以下

ロ ール重量 *1 38 kg 以下 38 kg 以下

ロ ール外形 φ 200 mm 以下

紙管内径 2 イ ンチまたは 3 イ ンチ

作図面 ロ ール外側面

巻終わ り 処理 紙管にテープ止め、 または弱粘着

リ ーフ

最大幅 1375 mm (54.13 inch) 1630 mm (64.17 inch)

最小幅 297 mm 297 mm

最大作図範囲 1365 mm 1620 mm
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警告ラベルについて

本装置には警告ラベルが貼っ てあ り ます。 警告ラベルの内容を十分理解し て く だ さ い。
警告ラベルが汚れて読めな く なっ た り 、 剥がれた場合は、 新し い警告ラベルを販売店
または弊社営業所にてお買い求め く だ さ い。

ラベルの位置

前面

背面

( 注文番号 : M903239)

( 注文番号 : M903405)

( 注文番号 : M903330

ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合のみ )

( 注文番号 : M901549)

( 注文番号 : M903239)

( 注文番号 : M903968)

( 注文番号 : M904130)
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本体仕様

項  目 JV5-130S JV5-160S

作図ヘッ ド 部 方式 オンデマ ン ド ピ エゾヘッ ド
仕様 4 ヘッ ド モデル : 4 ヘッ ド ス タ ガ配列

作図モー ド  ( スキャ ン  x フ ィ ー
ド ）

720 x 540dpi
540or720 x 720dpi
540 x 900dpi
540or720 x 1080dpi
720 x 1440dpi
1440 x 1440dpi

使用可能イ ン ク 専用ソルベン
ト イ ン ク

ES3 イ ン ク、 HS イ ン ク、 SS21 イ ン ク、 エ コ HS1 イ ン ク の いずれか 1 種
ES3 イ ン ク、 HS イ ン ク、 SS21 イ ン ク : 

4 色 （Y,M,C,K） / 6 色 （Y,M,C,K,Lc,Lm）

エ コ HS1 イ ン ク : 
4 色 （Y,M,C,K） / 6 色 （Y,M,C,K,Lc,Lm） / 7 色 (Y,M,C,K,Lk,Lc,Lm)

専用水性
イ ン ク

水性顔料 イ ン ク、 エ コ水性顔料イ ン ク、 昇華転写 イ ン ク の いずれか 1 種
水性顔料イ ン ク ： 4 色 (Y,M,C,K) / 6 色 (Y,M,C,K,Lc,Lm)
エ コ水性顔料イ ン ク ： 4 色 (Y,M,C,K) / 6 色 (Y,M,C,K,Lc,Lm) 
/ 7 色 (Y,M,C,K,Lk,Lc,Lm)
昇華転写イ ン ク ： 4 色 (Y,M,Bl,K) / 6 色 (Y,M,Bl,K,LBl,Lm)

イ ン ク供給 2 カー ト リ ッ ジセ ッ ト によ る、 ト グル切 り 替え供給
イ ン ク容量 専用ソルベン

ト イ ン ク

6 色搭載時 :
440 cc カー ト リ ッ ジ各色 2 本 , 880 cc / 1 色 (M、 C のみ 4 本 1760 cc)
4 色搭載時 :
440 cc カー ト リ ッ ジ各色 4 本 , 1760 cc / 1 色
7 色搭載時 ：
440cc カー ト リ ッ ジ各色 2 本 　 880cc/1 色 (Lk のみ 4 本、 1760cc or 880cc)

専用水性

イ ン ク

6 色搭載時 ：

440cc or 220cc カー ト リ ッ ジ各色 2 本 　 880cc/1 色 or 440cc/1 色
(M,C or M,Bl のみ 4 本、 1760cc or 880cc)
4 色搭載時 ：
440cc or 220cc カー ト リ ッ ジ各色 4 本 　 1760cc/1 色 or 880cc/1 色

7 色搭載時 ：

440cc カー ト リ ッ ジ各色 2 本 　 880cc/1 色 (Lk のみ 4 本、 1760cc or 880cc)
使用可能メ デ ィ ア 専用ソルベン

ト イ ン ク

ターポ リ ン、 FF、 塩ビ フ ィ ルム

専用水性

イ ン ク

フ ォ ト ペーパー、 合成紙、 転写紙

最大作図範囲 1365 mm 1620 mm
ロ ール メ デ ィ ア

サイ ズ

最大幅 1375 mm 1630 mm
最小幅 297 mm 297 mm
厚さ 1.0 mm 以下
ロ ール外径 φ 200 mm 以下

ロ ール重量 
*1

38 kg 以下

紙管内径 2 イ ンチまたは 3 イ ンチ

作図面 ロ ール外側面
巻終わ り 処理 紙管にテープ止め、 または弱粘着

リ ーフ メ デ ィ ア

サイ ズ

最大幅 1375 mm 1630 mm
最小幅 297 mm 297 mm

作図マージ ン リ ーフ

メ デ ィ ア

左右 : 15 ㎜ ( デフ ォル ト 値 )
前 : 150 ㎜
後 : 200 ㎜

ロ ール

メ デ ィ ア

左右 : 15 ㎜ ( デフ ォル ト 値 )
前 : 150 ㎜
後 : 0 ㎜

距離精度 絶対精度 ± 0.3 ㎜ または指定距離の ± 0.3 % の大きい方
再現性 ± 0.2 ㎜ または指定距離の ± 0.1 % の大きい方
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直角度 ± 0.5 ㎜ / 1000 ㎜
メ デ ィ アスキュー 5 ㎜ 以下 / 10 m
ヘッ ド 高さ調整 1.5 mm ～ 7 mm 無段階ユーザー設定 ( メ デ ィ ア厚み自動認識 )
メ デ ィ ア裁断 ヘッ ド 部カ ッ ターに よ る  Y 方向カ ッ ト , 裁断精度 ( 段差 ) 0.5 mm 以下
排紙 ロ ール巻取装置標準 ( 内巻き  / 外巻き  切 り 替え可能 ) 3 イ ンチ専用

廃イ ン ク タ ン ク ボ ト ル式 (4000 cc), センサに よ る  FULL 検出を行う

イ ン ターフ ェ イ ス USB 2.0
コ マ ン ド MRL- Ⅲ

騒音 待機時 58 dB 以下 (FAST-A , 前後左右 1 m)
動作連続音 65 dB 以下
動作不連続音 70 dB 以下

ノ ズルチ ェ ッ クユニ ッ ト レーザー方式 ( ク ラス 1 以下 )
適合規格 VCCI-classA, FCC ClassA, UL 60950, CE マーキング (EMC 指令、 低電圧指令

), CB レポー ト , RoHS 対応 , ク ラス 1 レーザー

電源仕様 AC200V - 240V ±10% , 50/60 Hz ±1 Hz 15A 以下
消費電力 　 *2 3600 W 以下

設置環境 使用可能温度 20 ℃～ 35 ℃
相対湿度 35 ～ 65%Rh ( 結露なき こ と )
精度保証温度 20 ℃～ 25 ℃

温度勾配 ± 10 ℃ / h 以下
粉塵 オフ ィ ス相当

重量 本体 292 kg (324 kg *3 ) 298 kg (333 kg *3)
外形寸法 幅 2860 mm 3120 mm

奥行き 900 mm (1050 mm *3) 900 mm (1050 mm *3)
高さ 1551 mm

*1. ただ し ロ ールの左右を保持し た時、 ロ ールがたわまない こ と
*2. 本体と ヒ ーター含む
*3. フ ロ ン ト 排気ユニ ッ ト 装着時

項  目 JV5-130S JV5-160S
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イ ン ク仕様

項  目 ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 水性イ ン ク を ご使用の場合

形態 専用ソルベン ト イ ン ク カー ト リ ッ ジ
水性顔料イ ン ク カー ト リ ッ ジ
昇華転写イ ン ク カー ト リ ッ ジ

色

ブ ラ ッ ク イ ン ク カー ト リ ッ ジ
シアン イ ン ク カー ト リ ッ ジ
マゼン タ イ ン ク カー ト リ ッ ジ
イ エ ロ ーイ ン ク カー ト リ ッ ジ
ラ イ ト シアン イ ン ク カー ト リ ッ ジ
ラ イ ト マゼン タ イ ン ク カー ト リ ッ ジ
( ラ イ ト ブラ ッ ク イ ン ク カー ト リ ッ ジ*1 )

*1. エ コ HS1 イ ン ク カー ト リ ッ ジ使用時

ブラ ッ ク イ ン ク カー ト リ ッ ジ
シア ン イ ン ク カー ト リ ッ ジ
（ブルーイ ン ク カー ト リ ッ ジ*2）
マゼン タ イ ン ク カー ト リ ッ ジ
イ エ ロ ーイ ン ク カー ト リ ッ ジ
ラ イ ト シア ン イ ン ク カー ト リ ッ ジ
( ラ イ ト ブルーイ ン ク カー ト リ ッ ジ *2）
ラ イ ト マゼン タ イ ン ク カー ト リ ッ ジ
*3）

*2. 昇華転写イ ン ク カー ト リ ッ ジ使用時
*3. エ コ水性顔料イ ン ク カー ト リ ッ ジ使用時

イ ン ク容量 220cc / 440cc カー ト リ ッ ジ

有効期間

 HS イ ン ク
製造日よ り 20 ヶ月 ( 常温 )
 ES3 イ ン ク

製造日よ り 2 年間 ( 常温 )
 エ コ HS1 イ ン ク

製造日よ り 14ヶ月間 ( 常温 )
 SS21 イ ン ク

ブ ラ ッ ク、 シアン、 ラ イ ト シアン
製造日よ り 12ヶ月 ( 常温 )
イ エ ロ ー、 マゼン タ、 ラ イ ト マゼン タ
製造日よ り 18ヶ月 ( 常温 )

開封から 3 カ月以内

水性顔料イ ン ク
製造日よ り 2 年間 ( 常温 )
昇華転写イ ン ク

製造日よ り 1 年間 ( 常温 )
 エ コ水性顔料イ ン ク

製造日よ り 2 年間 ( 常温 )

保存温度

保存時
1 ℃～ 40 ℃
(40 ℃の場合 1 カ月以内 )

輸送時
1 ℃～ 60 ℃
(60 ℃の場合 120 時間以内、 40 ℃の場合 1 カ月以内 )

 イ ン ク カー ト リ ッ ジ を分解し た り 、 イ ン ク を詰め替えないで く だ さ い。

 イ ン ク は、 寒い場所で長時間放置する と凍結する場合があ り ます。 万一イ ン

ク が凍結し た と きは、 室温 (25 ℃ ) で 3 時間以上かけて解凍し てから使用し

て く だ さ い。

水性イ ン ク をお使いの場合、 イ ン ク が凍結する と変質し て使用で きな く
な り ます。 イ ン ク が凍結し ない環境で保管し て く だ さ い。
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Eco-HS1 イ ン ク を よ り 高い印刷品質でお使いいただ く ために

ヘッ ド ギャ ッ プ （メ デ ィ アからヘッ ド ノ ズル面までの高さ） は、 1.5mm 以下を推奨

いた し ます。
ヘッ ド ギャ ッ プ を 2.5mm を超えての設定で ご使用になる と、 イ ン ク滴が飛び散る こ

と があ り 画質の保証はで き ません。

塩ビ シー ト メ デ ィ アで ご使用になる場合の ヒ ーター温度は、 PRE/PRINT40 ℃以下、

AFTER50 ℃以下を推奨し ます。

PRINT ヒ ーター と環境温度の温度差を 30 ℃未満に設定し て く だ さ い。

温度差が 30 ℃以上で ご使用にな られた場合、 ヘッ ド 表面に イ ン ク溶剤成分の結露

が発生し画質の保証はで き ません。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジ を本体に装着後は、 イ ン ク漏れの原因と な り ますので イ ン ク が

終わる までは抜き差し を行わないで く だ さ い。
また、 本体から カー ト リ ッ ジ を取 り 外す場合は、 針の差込口から イ ン ク が垂れる場
合があ り ますので下に向けないよ う に し て く だ さ い。

Eco-PA1 イ ン ク を よ り 高い印刷品質でお使いいただ く ために

ヘッ ド ギャ ッ プ （メ デ ィ アからヘッ ド ノ ズル面までの高さ） は、 2.0mm 以下に設定

する こ と を推奨し ます。
2.0mm を超えての設定で ご使用になる と、 印刷ズ レ が生じ る可能性があ り 画質の保

証はで き ません。

高温の環境下 （30 ℃以上） で印刷する場合、 リ フ レ ッ シ ュ レベルは 3 に設定し て く

だ さ い。

本体の使用可能温度の範囲内 （20 ℃～ 35 ℃） で印刷し て く だ さ い。

範囲外の温度環境で ご使用になる と、 イ ン ク滴が飛び散 り 画質の保証はで き ません。

紙詰ま り が発生し た ら、 す ぐ に紙詰ま り を解消し ク リ ーニングを行っ て く だ さ い。

時間が経つ と、 ノ ズルの復旧が困難になる、 または復旧し な く なる場合があ り ます。

紙詰ま り 防止のため、 無人運転をする時は、 コ ッ ク リ ング （し わ） にな り に く い メ

デ ィ アを使用し た り 、 メ デ ィ アの浮きやズ レ をな く すよ う にセ ッ ト する等の注意を
お願い し ます。

 メ デ ィ アの コ ッ ク リ ング （し わ） に よ り 、 双方向印刷のズ レ が発生し、 画質が悪化

する こ と があ り ます。 その場合は、 単方向印刷を推奨し ます。
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USB 2.0 イ ン ターフ ェ イ スについての注意事項

1 台のパ ソ コ ン に複数の JV5 を接続する場合

1 台のパ ソ コ ンに JV5 を複数台接続する場合、 JV5 を正常に認識で きない場合があ り

ます。
複数の USB ポー ト が付いてい るパ ソ コ ンの場合は、 他の USB ポー ト に接続し て JV5 
を認識で き るか確認し て く だ さ い。 USB ポー ト を変えて も  JV5 を認識し ない場合は、

市販の USB2.0 リ ピ ータ ケーブルを使用し て く だ さ い。

USB ハイ ス ピー ド モー ド の周辺機器について

JV5 と  USB ハイ ス ピ ー ド モー ド で動作する周辺機器 (USB メ モ リ 、 USB-HDD など ) 
を併用し た場合、 USB 機器が認識できない場合があ り ます。

外付けの USB のハー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブなど を接続し たパ ソ コ ン に JV5 を接続し た場

合、 JV5 へのデータ出力速度が遅 く なる場合があ り ます。 よ っ て、 作図中にヘッ ド が

右端または左端でい っ たん停止する原因にな り ます。

USB メ モ リ の抜きかた

JV5 を接続し てあ るパ ソ コ ン に USB メ モ リ を差し てある場合は、 「ハー ド ウ ェ アの安

全な取 り 外し」 によ り 「停止」 させてから抜いて く だ さ い。
[ERROR 10 コ マ ン ド エラー ] 発生の原因にな り ます。

スプールデータ をハー ド デ ィ ス ク に コ ピ ー し た後、 作図出力し て く だ さ い。

ご使用の RIP が、 USB 2.0 に対応し てい る必要があ り ます。

USB2.0 リ ピ ータ ケーブル
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USB メ モ リ から のデータ出力について

USB メ モ リ に保存し てあるスプールデータ を出力する場合、 JV5 へのデータ転送速度

が遅 く な り ます。 よ っ て、 作図中にヘッ ド が右端または左端でい っ たん停止する原因
にな り ます。
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各部の名称と はた ら き

装置前面

111
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14

15

16

17

18

1910
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4

5

6

7

8

9
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名  称 はた ら き

1 イ ン ク ステーシ ョ ン 専用の イ ン ク カー ト リ ッ ジ をセ ッ ト し ます。

2 イ ン ク カー ト リ ッ ジ 各色の イ ン ク が入っています。

3 カー ト リ ッ ジ LED
各ス ロ ッ ト の LED ( 緑、 赤 ) によ り 、 カー ト リ ッ ジ状態を表し ま
す。

4 メ ンテナンスカバー L
メ ンテナンス時に カバーを開けます。 電源ス イ ッ チがオフの場合
で も、 カバーは閉じ ておいて く だ さ い。

5 プ ラテン
プ ラテンに沿って、 メ デ ィ アを出力し ます。 プ ラテン内の 3 カ所
に ヒ ーターが内蔵されています。

6 ア フ ター ヒ ーター 作図後の イ ン ク を乾燥し ます。

7 プ リ ン ト ヒ ーター
作図中の イ ン ク の定着と乾燥を行います。 ( プ ラテンの内側にあ り
ます )

8 フ ロ ン ト 排気ユニ ッ ト
作図中の イ ン ク乾燥を早める乾燥フ ァ ン と、 臭気を排気する排気
フ ァ ン をセ ッ ト に し たユニ ッ ト です。

9 ク ラ ン プ レバー ( 前 ) ピ ンチ ロ ーラ を上下し て、 メ デ ィ アを保持 / 解放し ます。

10 巻取装置 作図終了後の ロ ール メ デ ィ アを自動で巻き取 り ます。

11 フ ロ ン ト カバー
メ デ ィ アのセ ッ ト 、 メ デ ィ ア詰ま り の処置時に開けます。 電源ス
イ ッ チがオフ の場合で も、 カバーは閉じ ておいて く だ さ い。

12 キャ リ ッ ジ 作図を行 う ヘッ ド があ り 、 左右にスキャ ン し ます。

13 操作パネル

本装置に必要な設定を行 う操作キーや、 操作項目を表示するデ ィ
スプ レ イ があるパネルです。
また、 ヒ ーターの操作ス イ ッ チ と、 コ ンデ ィ シ ョ ン を示す LED ラ
ン プがあ り ます。

14 電源ス イ ッ チ
本装置の電源をオン  / オフ し ます。 主電源ス イ ッ チをオンに し てお
く と、 電源ス イ ッ チをオフ に し て も定期的に イ ン ク詰ま り 防止動
作を行います。 ( フ ラ ッ シ ング機能 )

15 メ ンテナンスカバー R
ステーシ ョ ン内部の メ ンテナンス時に カバーを開けます。 電源ス
イ ッ チがオフ の場合で も、 カバーは閉じ ておいて く だ さ い。

16 キャ ッ ピ ングステーシ ョ ン ヘッ ド にキャ ッ ピ ングするキャ ッ プやワ イ パー等があ り ます。

17 USB 2.0 コ ネ ク タ USB 2.0 イ ン ターフ ェ イ スです。

18 脚 本体を支え る部分です。 移動するためのキャス タ が付いています。

19 廃イ ン ク タ ン ク 廃イ ン ク を溜める タ ン ク です。
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装置背面

名  称 はた ら き

1 洗浄用イ ン ク カー ト リ ッ ジ

メ ンテナンス時に使用する、 洗浄用カー ト リ ッ ジです。
ソルベン ト イ ン ク使用時は MILD SOLVENT 洗浄液カー ト リ ッ ジ
(SPC-0294) を、 水性イ ン ク および昇華転写イ ン ク使用時は水性洗
浄液カー ト リ ッ ジ (SPC-0259) をお使い く だ さ い。

2 ク ラ ン プ レバー ( 後 ) 本装置前面にある ク ラ ン プ レバー と連動し ています。

3 メ デ ィ ア置きバー
ロ ール メ デ ィ アのセ ッ ト 時に、 メ デ ィ アをのせてセ ッ ト し やす く
し ます。

4 プ リ ヒ ーター
プ リ ン ト 前の メ デ ィ アに予熱をかけます。
( プ ラテンの内側にあ り ます )

5 ロ ールホルダー
ロ ール メ デ ィ アの紙管の左右に入れて、 メ デ ィ アを保持し ます。
2 イ ンチ と 3 イ ンチの紙管に対応し ています。

6 主電源ス イ ッ チ

本装置の主電源をオン  / オフ し ます。 イ ン ク詰ま り 防止のため、 常
に主電源はオンに し て く だ さ い。
主電源をオフする前に、 必ず前面の電源ス イ ッ チをオフ に し て く
だ さ い。

7 AC イ ン レ ッ ト 電源ケーブルを接続し ます。

1

2

3

4

5

7

6
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フ ロ ン ト カバー と メ ンテナンスカバー

フ ロ ン ト カバー / メ ンテナンスカバーの開閉について

操作手順

1 フ ロ ン ト カバーまたは メ ンテナンスカバーを閉めます。

2 【ENTER】 キーを 1 回押し ます。

3 キャ リ ッ ジが動き始め、 初期動作を行います。

作図中に フ ロ ン ト カバーまたは メ ンテナンスカバーを開けないで く だ さ い。

作図中に カバーを開け る と、 安全のためキャ リ ッ ジが停止し、 画像の作図が
中断され、 継続で きな く な り ます。 こ の場合、 下の画面が表示されますの
で、 次の操作手順で本装置、 および コ ン ピ ュータ を再起動し て く だ さ い。

カバーヲ  シ メ テク ダサイ .

(  カバー オープン   )

<ENT> ヲ オシテク ダサイ

＊ シ ョ キカ チュ ウ  ＊

シバラ ク  オマチク ダサイ
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イ ン ク ステーシ ョ ン と ヘッ ド の関係

キャ リ ッ ジには、 4 つのヘッ ド を搭載し ています。 1 つのヘッ ド には、 8 列の ノ ズルを配

置し ています。 1 列の ノ ズルに対し て 1 色の イ ン ク が対応し ています。

ヘッ ド の ノ ズル詰ま り のチ ェ ッ クや、 イ ン ク エン ド と なっ たカー ト リ ッ ジの交換、 イ ン ク
を充填する場合の対応関係にご使用 く だ さ い。
イ ン ク ステーシ ョ ンのカー ト リ ッ ジは、 初期充填の際に選択し た イ ン ク セ ッ ト  (4 色 /6 色 /
7 色 ) に よ り 異な り ます。

ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合

K ブラ ッ ク

M マゼン タ

C シアン

Y イ エ ロ ー

Lc ラ イ ト シアン

Lm ラ イ ト マゼン タ

Lk ラ イ ト ブラ ッ ク

4 色イ ン ク セ ッ ト イ ン ク カー ト リ ッ ジを各色 4 本ずつ搭載し ます

6 色イ ン ク セ ッ ト K、 Y、 Lc、 Lm は各 2 本ずつ、 M、 C は 4 本ずつ搭載し ます

7 色イ ン ク セ ッ ト M、 C、 K、 Y、 Lc、 Lm は各 2 本ずつ、 Lk は 4 本搭載し ます

Lk Lk

4 色イ ン ク セ ッ ト 時のヘッ ド 6 色イ ン ク セ ッ ト 時のヘッ ド

6 色イ ン ク
セ ッ ト

7 色イ ン ク セ ッ ト 時のヘッ ド

7 色イ ン ク
セ ッ ト

4 色イ ン ク

セ ッ ト
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水性イ ン ク を ご使用の場合

K ブラ ッ ク

M マゼン タ

C または BL シアンまたはブルー

Y イ エ ロ ー

Lc または LBL ラ イ ト シアンまたはラ イ ト ブルー

Lm ラ イ ト マゼン タ

Lk ラ イ ト ブラ ッ ク

4 色イ ン ク セ ッ ト イ ン ク カー ト リ ッ ジを各色 4 本ずつ搭載し ます

6 色イ ン ク セ ッ ト
K、 Y、 Lc （LBL）、 Lm は各 2 本ずつ、
M、 C （BL ） は 4 本ずつ搭載し ます

7 色イ ン ク セ ッ ト
M、 C、 K、 Y、 Lc、 Lm は各 2 本ずつ、
Lk は 4 本搭載し ます

使用する イ ン クの種類によ り 、 使用でき る イ ン ク色が以下の と お り 異な り ます。

専用水性顔料イ ン ク使用時 : シアンおよびラ イ ト シアン

専用エ コ水性顔料イ ン ク使用時 : シアン、 ラ イ ト シアン、 ラ イ ト ブラ ッ ク

専用昇華転写イ ン ク使用時 : ブルーおよびラ イ ト ブルー

C
(BL)(BL)
C

(BL)
C

(BL)(BL)
C

(BL)
C

(BL)(BL)
C

(BL)
C

(BL)(BL)
C

(BL)
Lc
(LBL)

CC LcLk Lk

C
または
BL

C
または
BL

C
または
BL

C
または
BL

C
または
BL

C
または
BL

Lc
または
LBL

Lc
または
LBL

C
または
BL

C
または
BL

C k k k k C CC

6 色イ ン ク
セ ッ ト

4 色イ ン ク セ ッ ト 時のヘッ ド 6 色イ ン ク セ ッ ト 時のヘッ ド

7 色イ ン ク
セ ッ ト

4 色イ ン ク
セ ッ ト

7 色イ ン ク セ ッ ト 時のヘッ ド



2 ご使用の前に

2-8

カー ト リ ッ ジ管理

イ ン ク カー ト リ ッ ジは 1 供給系 (1 ノ ズル列 ) あた り 、 2 本のカー ト リ ッ ジ を使用し、

合計 16 本搭載されます。 供給カー ト リ ッ ジは 1 供給系につき常に 1 本のみです。 ト グ

ル切 り 替えに よ り 交互に カー ト リ ッ ジ を使用し ます。

カー ト リ ッ ジ LED
各ス ロ ッ ト の LED ( 緑、 赤 ) に よ り 、 カー ト リ ッ ジ状態を表し ます。

使用で きないカー ト リ ッ ジ

カー ト リ ッ ジの切 り 替え条件

供給カー ト リ ッ ジの切 り 替えは、 以下の条件で発生し ます。

緑 LED 点灯 供給カー ト リ ッ ジである こ と を示し ます

赤 LED 点滅
[ イ ン ク  エン ド ]、 [ イ ン ク  ニアエン ド ]、 [ イ ン ク  キゲン  (1 カゲツ )]、 [ イ ン
ク  キゲン  ギ レ ] が発生し ている カー ト リ ッ ジである こ と を示し ます

赤 LED 点灯
イ ン ク  IC ワーニングが発生し ている カー ト リ ッ ジ、 または残量 0 カー ト
リ ッ ジ、 カー ト リ ッ ジ無し状態を示し ます

イ ン ク  IC ワーニング
[ ヒ  ジ ュ ンセ イ  イ ン ク ]、 [ イ ン ク  IC イ ジ ョ ウ ]、 [ イ ン ク  シュルイ
]、 [ イ ン ク  カ ラー ]、 [ カー ト リ ッ ジ イ ジ ョ ウ ]、 [ イ ン ク  キゲン (2 
カゲツ )] の イ ン ク  IC に関するエラー

残量 0 カー ト リ ッ ジ
イ ン ク使いき り ク リ ーニング ( [ イ ン ク ニアエン ド ]、 [ イ ン ク エン ド
] が発生し たカー ト リ ッ ジを優先使用し て ク リ ーニングを行 う 機能 ) 
によ り 、 残量 0 と なったカー ト リ ッ ジ

作図中の [ イ ン ク  エン ド ]

充填中の [ イ ン ク  ニアエン ド ]

イ ン ク IC ワーニング

カー ト リ ッ ジが抜かれた場合

イ ン ク使いき り ク リ ーニング

カー ト リ ッ ジ  LED
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ワーニング と動作の関係

1 供給系内での切 り 替えが不可能な場合は、 現在の供給カー ト リ ッ ジについて発生し て

い る ワーニングを表示し ます。

× : 不可

○ : 可能

*1 作図終了毎に ロ ーカルモー ド へ移行し ます。

ロ ーカル / リ モー ト ア イ ド ル

ワーニング表示
( 供給系単位の状態 )

ガ イ ダンス機能
ワーニング詳細表示

( カー ト リ ッ ジ単位の状態 )
ク リ ーニング 充填 作図

ニアエン ド イ ン ク  ニアエン ド × × *1

イ ン ク エン ド イ ン ク  エン ド × × ×

カー ト リ ッ ジ !CAR

カー ト  リ ッ ジ ナシ

× × ×

ヒ  ジ ュ ンセ イ  イ ン ク

イ ン ク  IC イ ジ ョ ウ

イ ン ク  シュルイ

イ ン ク  カ ラー

カー ト リ ッ ジ イ ジ ョ ウ

イ ン ク  キゲン  (2 カゲツ )

ザン リ ョ ウ  0

イ ン ク キゲン
(1M) イ ン ク  キゲン  (1 カゲツ ) ○ ○ ○

イ ン ク キゲン イ ン ク  キゲン  ギ レ ○ ○ ○
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キャ リ ッ ジ

キャ リ ッ ジには、 作図用の イ ン クヘッ ド や、 メ デ ィ ア カ ッ ト 用のカ ッ ターユニ ッ ト な
どが付いています。

キャ ッ ピ ングステーシ ョ ン

キャ ッ ピ ングステーシ ョ ンは、 イ ン ク キャ ッ プやヘッ ド の メ ンテナンスに必要な ワ イ
パーなど で構成されています。
イ ン ク キャ ッ プは、 イ ン クヘッ ド の ノ ズル乾き を防ぎます。
ワ イ パーは、 ヘッ ド の ク リ ーニングに使用し ます。
ワ イ パーは、 消耗品です。 ワ イ パーが変形し た り メ デ ィ アが汚れる場合は、 新し い ワ
イ パーに交換し て く だ さ い。

キャ ッ ピ ングステーシ ョ ン内を ク リ ーニングする と きは、 必ず付属のゴーグ

ルを着用し て く だ さ い。 目に イ ン ク が入る危険があ り ます。

カ ッ ターユニ ッ ト

ワ イ パー

イ ン クキャ ッ プ
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カ ッ ター刃と カ ッ ト ラ イ ン

キャ リ ッ ジには メ デ ィ アを カ ッ ト する カ ッ ターユニ ッ ト が付いています。
プ ラテンのカ ッ ト ラ イ ンに沿って メ デ ィ アを カ ッ ト し ます。
(作図終了後の メ デ ィ ア カ ッ ト  (3-41 ページ ) 参照 )、 (オー ト カ ッ ト  (6-8 ページ ) 参照 )

メ デ ィ アセンサー

メ デ ィ アセンサーは、 メ デ ィ アの有無と メ デ ィ ア長を検出し ます。
プ ラテン上 ( 背面側 ) に メ デ ィ アセンサーが 1 箇所あ り ます。

 メ デ ィ アは、 必ずプ ラテン後部側の メ デ ィ アセンサーを覆い隠すよ う にセ ッ

ト し て く だ さ い。 センサー上に メ デ ィ アがない と、 メ デ ィ ア検出を実行で き
ません。

カ ッ ト ラ イ ン

カ ッ ター刃

カ ッ ターユニ ッ ト

プ ラテン

メ デ ィ アセンサー
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ピ ンチ ロ ーラー と フ ィ ー ド ロ ーラー

本装置は、 「ピ ンチ ロ ーラー」 と 「フ ィ ー ド ロ ーラー」 で メ デ ィ アを保持し、 作図時に
メ デ ィ アを前側に送 り 出し ます。

本装置を使用し ない時は、 ク ラ ン プ レバーを上げ、 ピ ンチ ロ ーラーを上げた

状態に し ておいて く だ さ い。
ピ ンチ ロ ーラーを下げたまま長時間放置し てお く と、 ピ ンチ ロ ーラーが変形
し、 メ デ ィ アを確実に保持できな く なる場合があ り ます。

フ ィ ー ド ロ ーラー

ピ ンチ ロ ーラー

使用し ない時は、 ク ラ ン プ
レバーを上げ、 ピ ンチ ロ ー
ラーを上げておき ます

ク ラ ン プ レバー



各部の名称とはたらき

2-13

ヒ ーター

プ ラテン には、 次の 3 つの ヒ ーターが内蔵されています。

ヒ ーターの電源オン  / オフ、 および各 ヒ ーターの状態を LED ラ ン プで表示し ます。 本

装置の電源ス イ ッ チをオフ にする と、 ヒ ーターの電源もオフ にな り ます。

ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 水性イ ン ク を ご使用の場合

プ リ ヒ ーター
作図中の メ デ ィ アを予熱し、 プ リ
ン ト 部での急激な温度変化を抑え
る

使用し ない

プ リ ン ト ヒ ーター 作図時の画像品質を上げ る 使用し ない

ア フ ター ヒ ーター 作図後、 イ ン ク を乾燥させる

 ヒ ーターの加熱中は、 プ ラテンが高温になっ ています。 フ ロ ン ト カバーを開

け る際や メ デ ィ アを交換する際は、 ヒ ーターの温度を下げ、 プ ラテンの温度
が十分に下がっ てから行っ て く だ さ い。 火傷の原因にな り ます。

薄手の メ デ ィ アに交換する際は、 ヒ ーターの温度を下げてプ ラテンの温度が

十分下がっ てから行っ て く だ さ い。 プ ラテンが高温の状態で行 う と、 メ デ ィ
アがプ ラテン に貼 り 付いた り 、 シ ワやカールの原因にな り ます。

長時間メ デ ィ アを作図せずに ヒ ーターで加熱し続けないで く だ さ い。 メ デ ィ

アの表面が波のよ う に浮き上が り 、 ヘッ ド が メ デ ィ アを擦る原因にな り ま
す。 メ デ ィ アが波のよ う に浮き上がっ てい る場合は、 浮き上が り のない場所
まで 【▼】 キーで メ デ ィ アを送っ てから作図し て く だ さ い。

プ リ ヒ ーター
プ リ ン ト ヒ ーター

ア フ ター ヒ ーター

メ デ ィ ア

前面
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操作パネル

操作パネルは、 作図方法の設定 ・ 各種操作に使用し ます。
操作パネルには、 本装置の状態を知らせる 1 つのラ ン プ (a) 、 2 つのデ ィ スプ レ イ  (b) 、
各種操作に使用する 8 個のキー (c) 、 多彩な機能が簡単に呼び出せる 7 個のダ イ レ ク ト

キー (d) 、 そ し て 3 ヵ所の ヒ ーターを管理する 2 つのキー と 7 つのラ ン プ  (e) があ り ま

す。

(a)

(d)

(b)

(c)

(e)
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デ ィ スプ レ イ

デ ィ スプ レ イ に表示する設定項目や メ ッ セージ を、 本文中では [ タ イ プ 1] や [ シバラ

ク  オマチ ク ダサイ ] の様に [   ] を使用し て説明し ています。

また、 操作キーは 【太いカ ッ コ】 を使用し て説明し ています。
説明記号 【】 は、 ジ ョ グキーの下キーを押すこ と を意味し ています。

その他の操作キーは、 【FUNCTION】 の様に操作キーの名称を 【   】 の中に表記し てい

ます。

デ ィ スプ レ イ の見かた

デ ィ スプ レ イ には状態によ っ て、 次のよ う な内容が表示されます。

作図待機状態

デ ィ スプ レ イ  1 :

本装置の、 各ヒ ーター温度が表示されます。

デ ィ スプ レ イ  2 :

上段左側には、 モー ド 状態が表示されます。 こ の場合は ロ ーカルモー ド です。
( ロ ーカルモー ド  (2-20 ページ ) 参照 )
上段右側には、 現在本装置に割 り 当て られてい る  [ マシ ン名称 ] が表示されます。

下段右側には、 本装置が検出し た メ デ ィ アの幅が表示されます。

機能メ ニュー表示状態

デ ィ スプ レ イ  1 :

メ ニュー階層の最上位、 または [ セ ッ テ イ ] 機能選択時まで、 各 ヒ ーター温度が表

示されます。 選択項目に よ っ ては、 何も表示し ない場合も あ り ますが、 これは故障
ではあ り ません。

デ ィ スプ レ イ  2 :

上段には、 選択項目が表示されます。
下段左側には、 ジ ョ ブ名などが表示されます。
下段右側に、 <ent> など の表示があ る場合は、 ジ ョ ブの選択 / 非選択、 または下の

階層がある こ と を示し ています。
機能メ ニューの操作については、 「メ ニュー階層の概要」 を ご覧 く だ さ い。 (2-24 参

照 )

 デ ィ スプ レ イ  1
P R E P R T A F T
O F F O F F O F F

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
 デ ィ スプ レ イ  2

 デ ィ スプ レ イ  1

メ ンテナンス

ヘッ ド  メ ンテナンス <ent>
 デ ィ スプ レ イ  2
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項目 / 設定値表示状態

選択されたジ ョ ブに対する、 作業内容などが表示されます。

デ ィ スプ レ イ  1 :

選択項目に よ っ ては、 何も表示し ない場合も あ り ますが、 これは故障ではあ り ませ
ん。

デ ィ スプ レ イ  2 :

上段には、 ジ ョ ブ名などが表示されます。
下段左側には、 ジ ョ ブの選択項目などが表示されます。
下段右側には、 項目 / 設定値などが表示されます。 ジ ョ グキーで設定値を入力し ま

す。 こ の場合は [ ヘッ ド  メ ンテナンス ] での [ ヘッ ド 選択 ] です。

機能メ ニューの操作については、 「メ ニュー階層の概要」 (2-24 参照 ) を ご覧 く だ さ

い。

ジ ョ ブ処理状態

デ ィ スプ レ イ  1 :

本装置の動作状態が表示されます。

デ ィ スプ レ イ  2 :

上段には、 ジ ョ ブ名などが表示されます。 こ の場合は [ ヘッ ド  メ ンテナンス ] での [
イ ン ク充填中 ] です。

下段には、 ジ ョ ブの進行状況などが表示されます。

メ ッ セージ表示状態

お客様に よ る作業が必要な場合、 デ ィ スプ レ イ に メ ッ セージが表示されます。
メ ッ セージの内容に従って く だ さ い。

 デ ィ スプ レ イ  1
ジュ ウテン スル ヘッ ド  ヲ

セン タ ク  スル

イ ン ク  ジュ ウテン

ヘッ ド  セン タ ク :12. 34
 デ ィ スプ レ イ  2

 デ ィ スプ レ イ  1
イ ン ク  ジュ ウテン チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

イ ン ク  ジュ ウテン

＊＊＊＊＊ ------------------------------------
 デ ィ スプ レ イ  2

カバーヲ  シ メ テク ダサイ .
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ラ ン プの見かた

ラ ン プ点灯に よ り 、 次の状態が表示されます。

ヒ ーター名 名  称 はた ら き

-- BUSY ラ ン プ
処理中の動作がある場合に点灯し ます。 点灯中は、 本
装置のカバーを開けた り 、 キー操作を し ないで く だ さ
い。 装置異常などの原因にな り ます。

-- HEAT SW ラ ン プ
ヒ ーターの電源を  ON にする と、 オレ ン ジ色に点灯し
ます。

PRE ヒ ーター

HEAT ラ ン プ PRE ヒ ーターの加熱中は、 オレ ン ジ色に点灯し ます。

CONSTANT ラ ン プ
PRE ヒ ーターの温度が設定値まで達する と緑色に点
灯し ます。

PRINT ヒ ーター

HEAT ラ ン プ
PRINT ヒ ーターの加熱中は、 オレ ン ジ色に点灯し ま
す。

CONSTANT ラ ン プ
PRINT ヒ ーターの温度が設定値まで達する と緑色に
点灯し ます。

AFTER ヒ ーター

HEAT ラ ン プ
AFTER ヒ ーターの加熱中は、 オレ ン ジ色に点灯し ま
す。

CONSTANT ラ ン プ
AFTER ヒ ーターの温度が設定値まで達する と緑色に
点灯し ます。

BUSY ラ ン プ

AFTER
ヒ ーター

PRE
ヒ ーター

PRINT
ヒ ーター

HEAT SW 
ラ ン プ
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キーの使いかた

操作パネルの各機能を説明し ます。

10

15

16

8

7

6

9

11

12

13

14

3

1

2

4

5
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ジ ョ グキーのはた ら き

ジ ョ グキーは、 使用する タ イ ミ ングによ り 機能が異な り ます。

名  称 はた ら き

1 ジ ョ グキー
【】 【】 【】 【】

[ ロ ーカルモー ド ] でのヘッ ド や メ デ ィ アの移動、 作図条件の項目
選択に使用し ます。

2 【FUNCTION】 キー 各種機能設定メ ニューに入 り ます。

3 【REMOTE】 キー [ ロ ーカルモー ド ] と  [ リ モー ト モー ド ] を切 り 替えます。

4 【END】 キー
直前に入力し た設定のキャ ンセルや、 設定メ ニューを 1 つ前の階
層に戻す場合に使用し ます。

5 【ENTER】 キー
1 段下の階層メ ニューに移動する場合や、 設定値の確定に使用し
ます。

6 【TEST DRAW】 キー
ノ ズル詰ま り など の作図不良がないかを確認するために、 テス ト
パ ターン を作図し ます。

7 【DATA CLEAR】 キー 本装置が受信し たデータ を消去し ます。

8 【CLEANING】 キー
ク リ ーニング タ イ プ を選択し て、 ヘッ ド ク リ ーニングを実行し ま
す。

9 【USER TYPE】 キー ユーザータ イ プ を変更し ます。

10 【ST.MAINT】 キー
ステーシ ョ ンの メ ンテナンスを行います。
メ ンテナンス機能の [ ステーシ ョ ン メ ンテナンス ] をダ イ レ ク ト に
起動し ます。

11 【INFORMATION】 キー 各種情報の表示、 印刷を行います。

12 【FEED COMP.】 キー
現在設定されている タ イ プに対し て、 セ ッ テ イ機能の [ メ デ ィ アホ
セ イ ] をダ イ レ ク ト に起動し ます。

13 【HEATER】 キー
プ リ ヒ ーター、 プ リ ン ト ヒ ーター、 ア フ ター ヒ ーターの温度を設
定し ます。 現在のプ ラテンの温度も確認でき ます。

14 【HEAT SW】 キー ヒ ーターの電源をオン  / オフ し ます。

15 デ ィ スプ レ イ  1
本装置の状態、 設定項目、 メ ニュー名など を表示し ます。 通常は、
各 ヒ ーターの温度状態を表示し ます。

16 デ ィ スプ レ イ  2
本装置に対し て各種の詳細な設定が必要な と き、 設定値の入力な
ど に使用し ます。

メ デ ィ ア検出前 メ デ ィ ア検出後 機能選択時 設定の選択時

メ デ ィ ア幅を検出し
ます

キャ リ ッ ジを左へ移
動し ます

メ デ ィ ア幅と メ デ ィ
ア長を検出し ます

キャ リ ッ ジを右へ移
動し ます

メ デ ィ アを奥へ移動
し ます

1 つ前の機能に戻 り
ます

1 つ前の値を選択し
ます

メ デ ィ アを手前に移
動し ます

次の機能に移 り ます 次の値を選択し ます
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モー ド と メ ニュー画面

モー ド について

本装置には、 次の 4 つのモー ド があ り ます。

ノ ッ ト レ デ ィ モー ド

メ デ ィ アを検出する前のモー ド です。 【REMOTE】 キー、 および 【TEST DRAW】 キー

以外のキーが有効です。

ロ ーカルモー ド

メ デ ィ ア検出後のモー ド です。
全てのキーが有効です。
コ ン ピ ュータから のデータ を受信で き ます。 ただ し、 作図は行いません。
ロ ーカルモー ド では以下の操作が可能です。

ジ ョ グキーを押し て メ デ ィ ア検出や原点を設定し ます。

【FUNCTION】 キーを押し て、 各種機能を設定し ます。

【REMOTE】 キーを押し て [ ロ ーカルモー ド ] と  [ リ モー ト モー ド ] を切 り 替えます。

【ENTER】 キーを押し て、 イ ン ク残量、 カー ト リ ッ ジエラーの内容、 機種名および
フ ァームウ ェ アバージ ョ ンなど を確認し ます。

【TEST DRAW】 キーを押し て、 作図不良がないかを確認するテス ト パ ターン を作図
し ます。

【DATA CLEAR】 キーを押し て、 受信し た作図データ を消去し ます。

【CLEANING】 キーを押し て、 ヘッ ド ク リ ーニングを行います。

【USER TYPE】 キーを押し て、 ユーザータ イ プ を変更し ます。

【ST.MAINT】キーを押し て、[ メ ンテナンス ] 機能の [ ステーシ ョ ン  メ ンテナンス ] を
ダ イ レ ク ト に起動し ます。

【INFORMATION】キーを押し て、[ マシ ンセ ッ テ イ ] 機能の [ ジ ョ ウホウ ] をダ イ レ ク
ト に起動し ます。

【FEED COMP.】 キーを押し て、 [ メ デ ィ アホセ イ ] をダ イ レ ク ト に起動し ます。

【HEATER】 キーを押し て、 ヒ ーターの温度を設定し ます。

【HEAT SW】 キーを押し て、 ヒ ーターの電源をオン  / オフ し ます。

リ モー ト モー ド

受信し たデータ を作図し ます。
作図中に 【REMOTE】 キーを押す と、 一時停止し ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

フ ァ ン ク シ ョ ンモー ド

ロ ーカルモー ド 時に 【FUNCTION】 キーを押す と、 フ ァ ン ク シ ョ ンモー ド にな り ます。

各フ ァ ン ク シ ョ ン機能を設定し ます。
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機能メ ニューについて

メ ニュー画面の基本操作

本装置には、 さ まざまな機能が内蔵されてお り 、 操作パネルで設定する こ と ができ ま
す。 [ フ ァ ン ク シ ョ ンモー ド ] では、 システムの設定やオプシ ョ ンの設定、 ヘッ ド ク

リ ーニング、 テス ト プ リ ン ト など の機能を操作する こ と ができ ます。 また、 各ダ イ レ
ク ト キーを押すこ と で、 多彩な内蔵機能をすばや く 呼び出せます。

プ リ ン タ機能の優先順位

操作パネルから設定し た項目は、 プ リ ン タ の初期値と し て全ての印刷ジ ョ ブに適用さ
れます。 また、 プ リ ン タ の操作パネルを優先にするか、 コ ン ピ ュータ  ( ホス ト ) を優先

にするかを、 プ リ ン タ の [ セ ッ テ イ ] 機能の [ ユウ セン ジ ュ ン イ ] で選択でき ます。

機能メ ニューの構造

各メ ニューの項目は、 次のよ う に階層化されています。

【FUNCTION】 キーまたは 【】 【】 【】 【】 キーで項目を選択し、 【ENTER】

キーで階層を進んだ り 、 【END】 キーで階層を戻る こ と ができ ます。 また各項目の設定

値は 【ENTER】 キーで実行されます。
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機能メ ニューの設定操作

機能メ ニューを設定する と きは、 ロ ーカルモー ド 時に 【FUNCTION】 キーを押し、

【】 【】 【】 【】、 【ENTER】 キーで操作し ます。 ロ ーカルモー ド になっ ていない

と きは、 【REMOTE】 キーを 1 回押し ます。

設定の し かた

こ こ では、 [ セ ッ テ イ ] → [ オー ト ク リ ーニング ] の設定を例に、 操作手順を説明し ま

す。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【FUNCTION】 キーを押し ます。

以下の画面が表示されますので、 【ENTER】 キーを 2 回押し、 下の階層へ進みます。

3 【】 キーを 13 回押し、 [ オー ト  ク リ ーニング ] を選択し て、 【ENTER】 キーを押
し ます。

メ ニュー画面が、 オー ト  ク リ ーニングの ON / OFF を設定する画面に変わ り ます。

リ モー ト モー ド 時

13 回
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4 【】 【】 キーで、 オー ト  ク リ ーニングの ON / OFF を設定し ます。

5 こ こ で 【FUNCTION】 キーを押す と、 さ ら に [ ク リ ーニング ド ウサ カ ン カ ク ] と  [
ク リ ーニング タ イ プ ] を設定で き ます。

オー ト  ク リ ーニング [ON] 選択時のみ有効です。

6 【FUNCTION】 キーで下の階層へ進み、 【】 【】 キーで、 [ ク リ ーニング ド ウサ 
カ ン カ ク ] を入力し ます。

【】 【】 キーで [ ク リ ーニング タ イ プ ] の設定画面へ切 り 替わ り ますので、 【】 【】
キーで [ ク リ ーニング タ イ プ ] を設定し ます。

7 【ENTER】 キーを 2 回押し、 設定を確定し ます。

【END】 キーを数回押し、 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。
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メ ニュー階層の概要

フ ァ ン ク シ ョ ン メ ニュー

【FUNCTION】 キーを押し て メ ニューを選択し ます。
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ダ イ レ ク ト キー

各ダ イ レ ク ト キーを押すこ と で、 よ く 使 う 機能を簡単に呼び出せます。
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機能メ ニューの設定値一覧

各メ ニューには次の機能があ り ます。

セ ッ テ イ機能

機能名称 サブ機能 設定値 機能概要

メ デ ィ ア ホセ イ  (P. 3-33) -255 ～ 255 メ デ ィ アの送 り 量を補正するた
めのパ ターン を作図し、 補正し

ます。

メ デ ィ アオク リ

セ ッ テ イ
 (P. 6-4)

オク リ ホウ シキ ダ イ レ ク ト 、 ノ ーマル メ デ ィ アの送 り 量検出方式を切

り 替えます。

ソ ク ド キ リ カエ 200% ～ 10% メ デ ィ アを送る速度を設定し ま

す。

ド ウサテス ト メ デ ィ アエン コーダを使用し た

ダ イ レ ク ト 検出方式に適し た メ
デ ィ アかど う か、 テス ト を行い

ます。

ヒ ーター
 (P. 3-21)
 (P. 6-31)

オン ド セ ッ テ

イ

プ リ ヒ ー ト OFF, 20 ～ 60 °C
(OFF, 68 ～ 140 °F)

ヒ ーターの状態を設定し ます。

プ リ ン ト ヒ ー

ト

OFF, 20 ～ 60 °C
(OFF, 68 ～ 140 °F)

ア フ ター ヒ ー
ト

OFF, 20 ～ 70 °C
(OFF, 68 ～ 158 °F)

ジ カ ンセ ッ テ
イ

ス タ ンバ イ ( ナシ , 0 ～ 90 min、 10 min 
単位 )

OFF 時間 ( ナシ , 0 ～ 90 min、 10 min 
単位 )

サク ズ ホウ シキ
 (P. 6-5)

FINE ヒ ン シツ ヒ ョ ウ ジ ュ ン、 キレ イ、 ハ

ヤ イ

作図品質、 作図方向を設定し ま

す。

DRAFT ヒ ン シツ ヒ ョ ウ ジ ュ ン、 キレ イ、 ハ

ヤ イ

スキャ ン  ホウ コ ウ タ ンホウ コ ウ

ソ ウホウ コ ウ

ロ ジ カルシーク ON、 OFF

カサネヌ リ  (P. 6-7) 1 ～ 9 回 イ ン ク の重ね塗 り を行います。

カ ン ソ ウ  ジ カ ン
 (P. 6-7)

スキャ ン 0.0 ～ 19.9 sec. イ ン ク の乾燥時間を設定し ま

す。サク ズエン ド 0 ～ 999 sec.

オー ト  カ ッ ト  (P. 6-8) ON、 OFF 作図後、 自動で メ デ ィ アを カ ッ
ト し ます。

プ リ  フ ィ ー ド  (P. 6-8) ON、 OFF 作図前に メ デ ィ アを前後搬送さ
せます。

マージ ン (P. 6-8) -10 ～ 85 mm メ デ ィ ア左右の余白を設定し ま

す。

カ ラー パ ターン (P. 6-9) ON、 OFF メ デ ィ ア右端に カ ラーパ ターン

を作図し ます。

リ フ レ ッ シュ (P. 6-9) レベル 0 ～ 3 作図中に、 イ ン クヘッ ド の リ フ

レ ッ シュ を行います。
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キュ ウ チャ ク
 (P. 6-9)

ツ ヨ イ、 ヒ ョ

ウ ジ ュ ン、
ヨ ワ イ、

ヤヤ ヨ ワ イ
【FUNCTION】

キーを押す

と、 さ ら に右
の項目を設定

でき ます

テ イ シ タ イ

マー

0 ～ 60 min、 レ ン ゾ ク メ デ ィ アの吸着する力を設定し

ます。
また、 作図終了後に吸着フ ァ ン

を停止する までの時間を設定で
きます。

OFF メ デ ィ アを吸着し ない設定です。

ユウ セン ジ ュ ン イ
 (P. 6-10)

スベテ ホス ト 優先する設定 ( パネル / ホス ト ) 
を決定し ます。

スベテ パネル

コ ベツ  セ ッ テ イ メ デ ィ アホセ イ、 ヒ ーター、

サク ズホウ シキ、 カサネヌ
リ 、 カ ン ソ ウ ジ カ ン、 オー

ト カ ッ ト 、 プ リ フ ィ ー ド 、

マージ ン、 カ ラーパ ターン、
リ フ レ ッ シュ、 キュ ウ チャ

ク、 オク リ ソ ク ド 、 オク リ
ホウ シキ

オー ト  ク リ ーニ
ング (P. 3-43)

ON
【FUNCTION】

キーを押すこ
と に よ って、

さ ら に右の項

目を設定で き
ます

カ ン カ ク 10 ～ 30000 mm 作図ご と、 ヘッ ド を自動的に ク
リ ーニング し ます。

ク リ ーニング
タ イ プ

ソ フ ト 、 ノ ーマル、 ハー ド

OFF

サク ズチュ ウ
メ ンテナンス
 (P. 3-45)

【専用昇華転写イ ン

ク をご使用の場合

のみ】

ク リ ーニング
【FUNCTION】

キーを押すこ

と に よ って、
さ ら に右の項

目を設定で き
ます

カ ン カ ク 0.1 ～ 100.0 m 作図中にヘッ ド を自動的に ク
リ ーニング し ます。

ク リ ーニング

タ イ プ

ソ フ ト 、 ノ ーマル、 ハー ド

ワ イ ピ ング
【FUNCTION】

キーを押すこ

と に よ って、
さ ら に右の項

目を設定で き
ます

スキャ ン
カ イ ス ウ

10 ～ 9990 回 作図中にヘッ ド を自動的に ワ イ
ピ ング し ます。

OFF

ヘッ ド  ギャ ッ プ (P. 3-5) 1.5 ～ 7.0 mm ヘッ ド  ギャ ッ プ  ( メ デ ィ アから

ヘッ ド ノ ズル面までの高さ ) を
設定し ます。

メ デ ィ ア ケン

シ ュツ (P. 6-11)
ケン シュ ツホウホウ セ レ ク ト メ デ ィ アの検出方法を設定し ま

す。
ハバ

カ ッ ト ジケン シ ュツ リ ョ ウ エ ッ ジ、 ヒ ダ リ エ ッ

ジ、 ミ ギエ ッ ジ、 ナシ

セ ッ テ イ  リ セ ッ ト 設定し た作図条件を、 工場出荷
時の設定値に戻し ます。 タ イ プ

ご と に リ セ ッ ト し ます。

機能名称 サブ機能 設定値 機能概要
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メ ンテナンス機能

機能名称 サブ機能 設定値 機能概要

ステーシ ョ ン メ ン

テナンス

キャ リ ッ ジア ウ ト  (P. 4-7)
【ST.MAINT】 キーに よ り 、
ダ イ レ ク ト 選択が可能です

ステーシ ョ ン内部の清掃や、 消

耗品の交換など を行 う 際にキャ
リ ッ ジ を移動し ます。 キャ リ ッ

ジは、 手でキャ ッ ピ ングステー

シ ョ ンから出さ ないで く だ さ
い。 キャ リ ッ ジは [ ステーシ ョ

ン メ ンテナンス ] - [ キャ リ ッ ジ
ア ウ ト ] 機能を選択し て動か し

ます。

ワ イ パー コ ウ カ ン (P. 4-57) 
【ST.MAINT】 キーに よ り 、

ダ イ レ ク ト 選択が可能です

ワ イ パー交換の表示が出た ら、

こ の操作を行い ワ イ パーを交換

し ます。

ノ ズルセン ジ ョ ウ  (P. 4-10) 
【ST.MAINT】 キーに よ り 、

ダ イ レ ク ト 選択が可能です

ノ ズル抜け、 飛行曲が り など解
消するため、 洗浄キ ッ ト で ノ ズ

ルを洗浄し ます。

ハイ ロ セン ジ ョ ウ  (P. 4-14) 
【ST.MAINT】 キーに よ り 、
ダ イ レ ク ト 選択が可能です

イ ン ク排出路 ( ポン プチューブ

) の詰ま り を防止するため、 イ
ン ク排出路を洗浄し ます。

ホカ ンセン ジ ョ ウ  (P. 4-16) 
【ST.MAINT】 キーに よ り 、

ダ イ レ ク ト 選択が可能です

1 週間以上使用し ない場合、
ヘッ ド の ノ ズル と イ ン ク の排路

を洗浄し、 保管状態に し ます。

PUMP チューブセン ジ ョ ウ

 (P. 4-23) 【ST.MAINT】
キーに よ り 、 ダ イ レ ク ト 選

択が可能です

イ ン ク吸引ポン プの洗浄を行い

ます。

ワ イ パーセン ジ ョ ウ

 (P. 4-25) 【ST.MAINT】
キーに よ り 、 ダ イ レ ク ト 選

択が可能です

ワ イ パーの洗浄を行います。

Sub-INK
メ ンテナンス

【昇華転写イ ン

ク をご使用の
場合のみ】

イ ン ク ト レー

ク リ ーニング 
(P. 4-51)

フ ラ ッ シ ング BOX の イ ン ク ト

レーを清掃する際にキャ リ ッ ジ

を移動し ます。

フ ィ ルター
コ ウ カ ン
 (P. 4-49)

フ ラ ッ シ ング BOX 上の フ ィ ル
ターを交換する際にキャ リ ッ ジ

を移動し ます。

キャ リ ッ ジ メ ンテナンス (P. 4-28) ヘッ ド を装置左端まで移動さ

せ、 ヘッ ド 周辺の メ ンテナンス

を行ないます。

ヘッ ド メ ンテナン

ス

イ ン ク ジ ュ ウ テン (P. 3-31) イ ン ク を充填し ます。 ノ ズル詰

ま り が [ ク リ ーニング ]、 [ ノ ズ
ルセン ジ ョ ウ ] では復旧し ない

場合に使用し ます。

ハイ シュ ツ & セン ジ ョ ウ
 (P. 5-6)

ヘッ ド 、 ダ ンパー、 チューブ内

の イ ン ク を排出し て、 専用の洗
浄液カー ト リ ッ ジ  ( 別売 ) にて

洗浄し ます。

メ ンテナンス 
セン ジ ョ ウ エ
キ
 (P. 4-20)

ジ ュ ウ テン ワ イ パー、 ポン プチューブ洗浄

用の洗浄液を充填し ます。

ハイ シュ ツ ワ イ パー、 ポン プチューブ洗浄

用の洗浄液を排出し ます。



2 ご使用の前に

2-30

フ ラ ッ シ ング
BOX

ク リ ーニング カ ン リ ョ ウ
 (P. 4-46)

フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニ

ングを実施し た こ と を、 装置に
認識させる ために行います。

BOX コ ウ カ ン レベル
 (P. 4-43)

5/5 ～ 1/5 フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニ

ングや交換時期を変更し ます。

フ ィ ルターコ ウ カ ン レベ
ル (P. 4-53)

5/5 ～ 1/5 フ ラ ッ シ ング BOX 上の フ ィ ル

ターの交換時期を変更し ます。

ド ッ ト イ チホセ イ
 (P. 3-35)

パ ターン  1 ～ 4 -40.0 ～ 40.0 dot 作図の往路と復路の イ ン ク落下

点の位置を補正し ます。 メ デ ィ

アの厚み、 ヘッ ド の高さ、 イ ン
ク種別を変更し た場合、 ド ッ ト

の位置に微妙にズ レが生じ ま
す。 ド ッ ト 位置を補正し て、 適

正な作図結果を得られる よ う に

し ます。 標準速 / 高速の 2 種類
のテス ト パ ターン を作図し、

「往路」 と 「復路」 の イ ン ク落
下点を比較し て、 ド ッ ト 位置を

補正し ます。

PG チャ ク ダ ン

チ ョ ウ セ イ
 (P. 3-26)

パ ターン  1 ～ 8 -40.0 ～ 40.0 dot ヘッ ド ギャ ッ プ を変更し た際、

双方向作図の ド ッ ト の着弾ズ レ
を補正する ための基準値を設定

し ます。

ス リ ープセ ッ テ イ
 (P. 4-31)

リ フ レ ッ シュ
 (P. 4-31)

リ フ レ ッ シ ュ

カ ン カ ク

OFF、 1 ～ 168 h 電源ス イ ッ チがオフ状態の時、

一定間隔で各動作を行い イ ン ク
詰ま り など の ト ラ ブルを防止し

ます。 ヘッ ド から イ ン ク を吐出

する リ フ レ ッ シュの動作間隔を
時間で設定を し ます。

チューブセン
ジ ョ ウ
 (P. 4-32)

セン ジ ョ ウ カ
ン カ ク

OFF、 1 ～ 168 h ポン プチューブ洗浄の動作間隔
を時間で設定を し ます。

ク リ ーニング
 (P. 4-33)

ク リ ーニング

カ ン カ ク

OFF、 1 ～ 168 h ク リ ーニングの動作間隔を時間

で設定を し ます。

ク リ ーニング

タ イ プ

ノ ーマル、 ソ フ ト 、 ハー ド ク リ ーニングの タ イ プ を設定し

ます。

機能名称 サブ機能 設定値 機能概要
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テ イ キセ ッ テ イ
 (P. 4-34)

テ イ キワ イ ピ

ング
 (P. 4-34)

【ソルベン ト イ
ン ク をご使用

の場合のみ】

スキャ ン カ イ

ス ウ

0 ～ 9990 回 装置起動中、 一定間隔で各種動

作を行い、 ノ ズル詰ま り 、 抜
け、 ボ タ落ち、 しぶきなど の ト

ラ ブルを防止し ます。 結露を取
り 除 く ために ノ ズル面の ワ イ ピ

ングの動作間隔をスキャ ン回数

で設定し ます。

オン ド サ 1 ～ 60 ℃
( マシ ンセ ッ テ イ機能の設定

単位 )

ワ イ ピ ングの動作間隔をプ リ ン
ト ヒ ーター と外気温度の差で設

定し ます。

リ フ レ ッ シュ
 (P. 4-36)

リ フ レ ッ シ ュ

カ ン カ ク

OFF、 1 ～ 168 h リ フ レ ッ シ ュ動作間隔を時間で

設定し ます。

チューブセン

ジ ョ ウ
 (P. 4-37)

セン ジ ョ ウ カ

ン カ ク

OFF、 1 ～ 168 h ポン プチューブ洗浄の動作間隔

を時間で設定を し ます。

ク リ ーニング
 (P. 4-39)

ク リ ーニング
カ ン カ ク

OFF、 1 ～ 168 h ク リ ーニングの動作間隔を時間
で設定を し ます。

ク リ ーニング
タ イ プ

ノ ーマル、 ソ フ ト 、 ハー ド ク リ ーニングの タ イ プ を設定し
ます。

Sub-INK ワーニング
 (P. 4-56)
【昇華転写イ ン ク をご使用の場
合のみ】

OFF、 12 ～ 120 h 本機放置によ る色材沈降で生じ
る色味変化予防のためのお手入

れを行 う 間隔を設定し ます。

ワ イ パーレベル (P. 4-41) 10/10 ～ 1/10 ワ イ パーは消耗品です。 ホ コ リ
の多い環境など では、 ヘッ ド が

汚れやす く な り ます。 また、 曲

がっ た り 摩耗し た ワ イ パーでは
ク リ ーニング効果が得られませ

ん。 環境によ り 、 ワ イ パー交換
時期の警告を標準よ り 早期に促

し ます。 (10/10 = 初期値 )

ヘッ ド セン タ ク  (P. 5-10) [1234]
[123-], [-234]
[12--], [-23-], [--34]
[1---], [-2--], [--3-], [---4]

作図に使用するヘッ ド を選択し

ます。 選択は左表の組み合わせ
にな り ます。

メ デ ィ アザン リ ョ ウ  (P. 6-14) ON、 OFF メ デ ィ ア残量表示機能の ON/
OFF の設定を行います。 メ デ ィ

ア長 ( 残量初期値 ) は ロ ール メ
デ ィ ア検出時に入力し ます。

マシ ン イ ド ウ ジ ュ ン ビ  (P. 6-15) 本装置を輸送する際に、 ステー
シ ョ ン を固定する機能です。

機能名称 サブ機能 設定値 機能概要
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マシ ン  セ ッ テ イ機能

機能名称 サブ機能 設定値 機能概要

カ ン ソ ウ & ハイ

キフ ァ ン
 (P. 6-19)

カ ン ソ ウ フ ァ

ン

テ イ シ タ イ

マー

0 ～ 240 Min, レ ン ゾ ク 乾燥フ ァ ンの動作設定を実施し

ます。 [ テ イ シ タ イ マー ] は、 作
図終了後、 フ ァ ンの回転を停止

する までの時間を設定し ます。 [
キ リ カエ ] は、 現在のフ ァ ンの
動作状態を切 り 替えます。

キ リ カエ ON, OFF

ガ イ ブハイ キ
フ ァ ン

乾燥フ ァ ンに
連動し ている

場合はその旨

が表示されま
す。

【FUNCTION】
キーで独立動

作へ変更で

き、 右の項目
を設定でき ま

す。

テ イ シ タ イ
マー

0 ～ 240 Min, レ ン ゾ ク 外部排気フ ァ ンの動作設定を実
施し ます。

［テ イ シ タ イ マー］ は、 作図を
終了し てから フ ァ ンの回転を停

止する までの時間を設定し ま

す。
［キ リ カエ］ は、 現在の フ ァ ン

の動作状態を切 り 替えます。
［レ ン ド ウ セ ッ テ イ］ は、 動作

を乾燥フ ァ ンに連動させたい場

合の切 り 替えを行ないます。

キ リ カエ ON, OFF

レ ン ド ウ セ ッ
テ イ

ナ イ ゾ ウハ イ

キフ ァ ン
乾燥フ ァ ンに

連動し ている
場合はその旨

が表示され

ます。 
【FUNCTION】

キーで独立動
作へ変更で

き、 右の項目

を設定でき ま
す。

テ イ シ タ イ

マー

0 ～ 240 Min, レ ン ゾ ク 内蔵排気フ ァ ンの動作設定を実

施し ます。
［テ イ シ タ イ マー］ は、 作図を

終了し てから フ ァ ンの回転を停
止する までの時間を設定し ま

す。

［キ リ カエ］ は、 現在の フ ァ ン
の動作状態を切 り 替えます。

［レ ン ド ウ セ ッ テ イ］ は、 動作
を乾燥フ ァ ンに連動させたい場

合の切 り 替えを行ないます。

キ リ カエ ON, OFF

レ ン ド ウ セ ッ

テ イ

カ ン ソ ウ フ ィ ー ド  (P. 6-20) ON, OFF 作図後の フ ィ ー ド 動作を切 り 替

えます。

カ ク ニン フ ィ ー ド  
(P. 6-20)

ON
【FUNCTION】

キーを押すこ
と に よ って、

さ ら に右の項
目を設定で き

ます

メ デ ィ ア 
モ ド シ 
フ ィ ー ド

ON, OFF テス ト サク ズ後、 作図結果を確

認するための フ ィ ー ド を行 う か

設定し ます。

OFF

プ リ フ ィ ー ド ホウ

シキ (P. 6-20)

【専用昇華転写イ ン

ク をご使用の場合
のみ】

FORE (**mm)
【FUNCTION】
キーを押すこ

と に よ って、

さ ら に右の項
目を設定で き

ます

フ ィ ー ド 長さ 10mm ～ 1000mm プ リ フ ィ ー ド の動作を切 り 替え

ます。

FORE&BACK
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ヒ ーターセ ッ テ イ  (P. 6-21) ヒ ョ ウ ジ ュ ン、

セ ッ テ イ -5 ℃、
セ ッ テ イ -10 ℃、

セ ッ テ イ -15 ℃、
セ ッ テ イ -20 ℃

ア フ ター ヒ ーターの温度到達判

定範囲を変更し ます。

カ ッ ト セ ッ テ イ  
(P. 6-21)

カ ッ ト キーワ リ アテ ON, OFF [] キーを メ デ ィ アカ ッ ト のダ
イ レ ク ト カ ッ ト キーに割 り 当て

ます。

メ デ ィ アオ ト シ ド ウサ ON, OFF メ デ ィ ア カ ッ ト 後の、 メ デ ィ ア

を落と す動作を切 り 替えます。

ジ コ ク セ ッ テ イ  (P. 6-21) 装置の日付、 時刻を設定し ます。

タ ン イ セ ッ テ イ
 (P. 6-21)

オン ド 温度の単位 : °C or °F 装置で使用する、 温度、 長さ、

面積についての表示単位を変更

し ます。
ナガサ 長さ の単位 : mm or inch

ス タ ン プセ ッ テ イ  (P. 6-22) ON, OFF 作図終了後に、 出力日時 ・ 作図条
件を出力する設定を行います。

イ ン ク キ ョ ウキュ ウユウ セン (P. 3-55) ザン リ ョ ウ、
ユウ コ ウキゲン

ダブルカー ト リ ッ ジ自動切替機能
で、 優先し て使用する カー ト リ ッ

ジの状態を設定し ます。

テス ト サク ズハイ チ (P. 6-23) FEED ホウ コ ウ、

SCAN ホウ コ ウ

テス ト 作図を繰 り 返し実行する と

きの、 作図されるテス ト パターン
の配置方向を設定し ます。

メ デ ィ アケン シ ュ
ツ
 (P. 6-23)

アツサケン シュ ツ AUTO, MANUAL メ デ ィ ア幅の検出前に行 う 厚さ
検出の方法を設定し ます。

FEED エラーケン シュ ツ ON， OFF ロ ール メ デ ィ アを使用し ている
場合に、 メ デ ィ アの終了検出を

設定し ます。

マシ ン メ イ シ ョ ウ  (P. 6-23) 01 ～ 99 USB2.0 イ ン ターフ ェ イ スを使用し

た複数台接続時に、 装置を認識さ
せる為の名称を設定し ます。

カ ンキ ョ ウオン ド  (P. 3-51) ト ウ タ ツ ヲ マ タナ イ、

ト ウ タ ツ ヲ マツ

本機の設置場所の温度が使用可能

温度から外れている状態で作図を

開始し よ う と し た と きの動作を設
定し ます。

機能名称 サブ機能 設定値 機能概要
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ジ ョ ウホウ エラー リ レキ (P. 6-24)
【INFORMATION】 キーに よ
り 、 ダ イ レ ク ト 選択が可能

です

現在までに発生し たエラー

履歴情報を [ スベテ ]、 [ エ
ラー ノ ミ ]、 [ ワーニング ノ

ミ ] か ら選択し て表示し ま
す。

複数発生時は上下キーに よ

り 順次表示し ます。

[ ジ ョ ウホウ ] では、 各種情報の

表示を行います。
【INFORMATION】 キーを押すこ

と で、 [ ジ ョ ウホウ ] 内の項目を
個別に設定する こ と ができ ま

す。

メ ンテナンス リ レキ
 (P. 6-24)
【INFORMATION】 キーに よ

り 、 ダ イ レ ク ト 選択が可能
です

現在までに行った メ ンテナ
ンス機能の履歴を表示し ま

す。

複数の履歴がある場合は、
上下キーに よ り 順次表示し

ます。

サク ズモー ド リ レキ
 (P. 6-24)
【INFORMATION】 キーに よ

り 、 ダ イ レ ク ト 選択が可能

です

現在までに行った、 オン ラ

イ ン作図情報 ( 作図条件 ) の
履歴を表示し ます。

複数の履歴がある場合は、

上下キーに よ り 、 順次表示
し ます。 

リ ス ト  (P. 6-25)
【INFORMATION】 キーに よ

り 、 ダ イ レ ク ト 選択が可能
です

イ ン ク コ ウ カ ン レポー ト
 (P. 6-25)
【INFORMATION】 キーに よ
り 、 ダ イ レ ク ト 選択が可能

です

バージ ョ ン (P. 6-25)
【INFORMATION】 キーに よ
り 、 ダ イ レ ク ト 選択が可能

です

シ リ アル & デ ィ ーラー No 
(P. 6-25)
【INFORMATION】 キーに よ
り 、 ダ イ レ ク ト 選択が可能

です

機能名称 サブ機能 設定値 機能概要
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NCU 機能

機能名称 サブ機能 設定値 機能概要

ノ ズルチ ェ ッ ク  (P. 6-27) ON、 OFF ノ ズル抜け検出を行 う か設定し

ます。

NG ド ウサ

[ サク ズ チュ ウ ]
 (P. 6-27)

ケ イ ゾ ク ノ ズル抜けを検出し て NG 判定

し た場合の、 作図中の動作を設
定し ます。

ク リ ーニング

& ケ イ ゾ ク

ク リ ーニング

タ イ プ

ノ ーマル、 ソ フ ト 、 ハー ド

ク リ ーニング

& テ イ シ

ク リ ーニング

タ イ プ

ノ ーマル、 ソ フ ト 、 ハー ド

リ ト ラ イ カ イ

ス ウ

0 ～ 3

テ イ シ

NG ド ウサ

[ サク ズ シュ ウ

リ ョ ウ  ゴ ]
 (P. 6-28)

ケ イ ゾ ク ノ ズル抜けを検出し て NG 判定

し た場合の、 1 フ ァ イル作図終

了後の動作を設定し ます。
ク リ ーニング
& ケ イ ゾ ク

ク リ ーニング
タ イ プ

ノ ーマル、 ソ フ ト 、 ハー ド

ク リ ーニング
& テ イ シ

ク リ ーニング
タ イ プ

ノ ーマル、 ソ フ ト 、 ハー ド

リ ト ラ イ カ イ
ス ウ

0 ～ 3

テ イ シ

NG ハンテ イ
 (P. 6-28)

ヌケ ノ ズル / ラ イ ン 1 ～ 180 ノ ズルチェ ッ ク NG と する、 1 
列あた り の ノ ズル抜けの数の基

準を設定し ます。

ヌケ ノ ズル / スベテ 1 ～ 180 ノ ズルチェ ッ ク NG と する、 全

体の ノ ズル抜けの数の基準を設
定し ます。

ジ ョ ウ タ イ  ヒ ョ ウ ジ (P. 6-28) NCU の状態を表示し ます。
【FUNCTION】 キーを押すこ と

で、 NCU で起きているエラー
や、 NCU ⇔メ イ ン間で発生し

てい るエラーを全て表示し ま

す。
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作業の流れ

電源のオンから作図が終了する までの作業の流れです。
各項目の詳細説明は、 参照ページ を ご覧 く だ さ い。

電源をオンにする  P. 3-3

ヘッ ド ギャ ッ プを調整する  P. 3-5

メ デ ィ アのセ ッ ト  P. 3-7

ヒ ーターを設定する  P. 3-21

ノ ズル詰ま り を確認 / 解消する  P. 3-28

画像データ を作図する  P. 3-39

メ デ ィ ア送 り 量の補正 [ メ デ ィ アホセ イ ]  P. 3-33

電源をオフ にする  P. 3-57
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電源をオン にする

本装置の電源を入れます。

操作手順

1本装置の電源を入れます。

本装置前面にある電源ス イ ッ チを 1 回押し ます。
電源をオンにする と  [BOOT] を表示し、 続けて フ ァームウ ェ アのバージ ョ ン を表示し ます。

2 [ シバラ ク  オマチ ク ダサイ ] の表示が点滅し ます。

初期動作を実行し ます。

3 ロ ーカルモー ド にな り ます。

すでに メ デ ィ アがセ ッ ト されている場合は、 メ デ ィ ア選択画面が表示されます。

4以下の画面が表示された こ と を確認し、 接続し てあ る コ ン ピ ュータ の電源をオン
に し ます。

フ ロ ン ト カバー、 メ ンテナンスカバーが閉じ てい る こ と を確認し て く だ さ

い。 カバーが開いてい る と初期動作を行いません。

BOOT

＊ シ ョ キカ チュ ウ  ＊

NOT POW-OFF  !!

JV5-160S(S) V ＊ . ＊＊

シバラ ク  オマチク ダサイ

L. ＊ > [JV5-01]

メ デ ィ ア セン タ ク

ロール <                             > リ ーフ
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電源ス イ ッ チについて

本装置には、 2 つの電源ス イ ッ チがあ り ます。

主電源ス イ ッ チ

本装置の背面にあ り ます。 通常はオンに し ておき ます。
主電源をオフ に し たまま放置する と、 ヘッ ド の ノ ズルが目詰ま り を起こす原因にな り
ます。 症状に よ っては、 復旧が困難になる場合があ り ます。

電源ス イ ッ チ

本装置の前面にあ り ます。 通常は こ のス イ ッ チを使用し て く だ さ い。
1 回押す と本装置の電源がオン にな り ます。 も う 一度押す と、 電源がオフ にな り ます。

電源ス イ ッ チがオフ になっ ていて も、 定期的に電源がオン にな り ノ ズル詰ま り 防止機
能が動作し ます。

電源ス イ ッ チがオフ の状態で、 主電源ス イ ッ チをオン に し た際、 本装置の電

源がオンにな り ます。

本体背面

主電源ス イ ッ チ電源ス イ ッ チ

本体前面
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ヘッ ド ギャ ッ プを調整する

ヘッ ド ギャ ッ プ ( メ デ ィ アからヘッ ド ノ ズル面までの高さ ) を設定し ます。

作図、 メ ンテナンス機能など でヘッ ド がプ ラテン上へ移動する動作が行われる際に、 設定
されてい るヘッ ド ギャ ッ プ位置に移動し ます。
ヘッ ド ギャ ッ プの上限は、 メ デ ィ ア厚に よ り 変化し ます。
設定値 : [1.5 ㎜～ 7.0 ㎜ ] (0.1 ㎜単位 / Default : 1.5 ㎜ )

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【FUNCTION】 キーで [ セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを 2 回押し ます。

3 【】 キーで [ ヘッ ド  ギャ ッ プ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

4 【】 【】 キーでヘッ ド  ギャ ッ プ を入力し、 【ENTER】 キーを押し ます。

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

本機能ではヘッ ド ギャ ッ プ を設定するのみで、 ヘッ ド 上下移動は行いませ

ん。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

セッテイ <ENT>

2 回

[1]

ヘッ ド  ギャ ッ プ <ent>

14 回[1]

メ デ ィ ア ホセイ <ent>

[1] ヘッ ド  ギャ ッ プ

ギャ ッ プ :2.0mm

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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ヘッ ド ギャ ッ プを確認する

ヘッ ド ギャ ッ プは、 次の操作で確認でき ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は、 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【ENTER】 キーを 2 回押し ます。

現在のヘッ ド の状態を表示し ます。

3 【END】 キーを押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ヘッ ド  ギャ ッ プ 2.0mm

メ デ ィ ア アツサ 0.3mm
2 回

メ デ ィ ア ハバ 1000mm

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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メ デ ィ アのセ ッ ト

本装置では、 ロ ール メ デ ィ ア と リ ーフ メ デ ィ アが使用で き ます。 メ デ ィ アは、 弊社推奨の
メ デ ィ アをお使い く だ さ い。 (使用可能メ デ ィ ア (1-16 ページ ) 参照 )

透明な メ デ ィ アをセ ッ ト する と、 デ ィ スプ レ イ に [ERROR 50 メ デ ィ アケン

シ ュ ツ ] の メ ッ セージ を表示し、 メ デ ィ アを検出で きない場合があ り ます。

 メ デ ィ アに直射日光が当た っ てい る と、 正し く メ デ ィ ア幅を検出で きない場

合があ り ます。

作図済みの メ デ ィ アは使用し ないで く だ さ い。 イ ン ク が ピ ンチ ロ ーラーに付

着し、 メ デ ィ アが汚れた り 、 メ デ ィ ア検出で きない場合があ り ます。

カールがきつい メ デ ィ アや内巻きの メ デ ィ アは、 メ デ ィ アがプ ラテンに沿 う

よ う に、 巻き く せをなお し てから ご使用 く だ さ い。

 メ デ ィ アをセ ッ ト し たまま放置する と、 ア フ ター ヒ ーターの熱で メ デ ィ アに

凹凸が発生し ます。 こ の状態で作図する と、 ヘッ ド が メ デ ィ アを こする原因
にな り ます。
メ デ ィ アに凹凸が発生し た ら、 凹凸部分に作図し ないよ う 【】 キーで メ

デ ィ アを フ ィ ー ド し て、 原点を設定し直し て く だ さ い。
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乾燥フ ァ ンの角度を変え る

乾燥フ ァ ンの角度は、 メ デ ィ アの乾燥状態によ っ て 2 段階に調整で き ます。

必要に応じ て調整し て く だ さ い。

操作手順

1乾燥フ ァ ン両端の、 上側のツマ ミ ネジ を緩めます。

2変更し たい角度に合わせます。

3 ツマ ミ ネジ を、 し っか り 締めます。

 メ デ ィ アをセ ッ ト する際は、 本体と フ ロ ン ト 排気ユニ ッ ト のカバーを、 両方

と も開けた状態でセ ッ ト し て く だ さ い。
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ロ ール メ デ ィ アのセ ッ ト

本装置に、 ロ ール メ デ ィ アを取 り 付けます。

取付け手順

1本装置前面の ク ラ ン プ レバーを上げます。

2左側の ロ ールホルダー固定ネジ を緩め、 ロ ールホルダーの位置を決めます。

 メ デ ィ アは重いので、 足など に落と さ ないよ う に注意し て く だ さ い。

また、 腰を痛める可能性があ り ますので、 注意し て く だ さ い。

 ク ラ ン プ レバーの操作は、 慎重に行っ て く だ さ い。

ク ラ ン プ レバーが下がる時の衝撃で、 思わぬケガをする可能性があ り ます。

 ロ ール メ デ ィ アの紙管の内径は、 2 イ ンチ と 3 イ ンチの 2 種類の大き さ があ

り ます。

ク ラ ン プ レバー

ロ ールホルダー固定ネジ
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3左側のホルダーに ロ ール メ デ ィ アの紙管を差し込みます。

紙管が動かな く なる まで、 奥に差し込んで く だ さ い。

4右側の ロ ールホルダー固定ネジ を緩め、 ロ ール メ デ ィ アの紙管に、 右側の ロ ール
ホルダーを入れます。

ロ ールホルダーの位置を決め、 ロ ールホルダー固定ネジを締めます。

5 ロ ール メ デ ィ アを本装置の背面から、 プ ラテンの先端まで届 く 長さ まで引き出し
ます。

 ロ ール メ デ ィ アを メ デ ィ ア置きバーの上に置きなが ら セ ッ ト する と、 メ デ ィ

アの扱いが容易にな り ます。

メ デ ィ ア置きバー
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6引き出し た ロ ール メ デ ィ アを プ ラテン と ピ ンチ ロ ーラーの間に差し込み、 メ デ ィ
アを本装置の前面に引き出し ます。

7背面の ク ラ ン プ レバーを押し ます。

前面の ク ラ ン プ レバーが下が り 、 メ デ ィ アを保持し ます。 ( 仮セ ッ ト し ます。 ) 

8 フ ロ ン ト カバーを開けて、 本装置の前面の ク ラ ン プ レバーを引き上げます。

プ ラテン

ピ ンチ ロ ーラー

ク ラ ン プ レバー
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9 ロ ール メ デ ィ アを静かに引き出し、 軽 く ロ ッ ク がかかる位置で止めます。

10ロ ール メ デ ィ アを均等に引っ張 り 、 ク ラ ン プ レバーを下げます。
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11メ デ ィ ア押えで メ デ ィ アを軽 く は さみます。

12巻取装置に空の紙管をセ ッ ト し ます。

13巻取装置の レベルアジ ャス タ を、 床に接し た状態で、 ツマ ミ ネジ を回し て固定し
ます。

 メ デ ィ ア押えで指を切ら ないよ う 、 注意し て く だ さ い。

 メ デ ィ アの右端が、 プ ラテン右端の吸着穴を隠すよ う にセ ッ ト し、 ロ ールホ

ルダーの位置を調整し て く だ さ い。

厚みのあ る メ デ ィ アを使用する場合は、 メ デ ィ ア押えを メ デ ィ アから外し て

作図し て く だ さ い。

吸着穴

右端の ピ ンチ ロ ーラー

メ デ ィ ア押え

メ デ ィ ア端
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14フ ロ ン ト カバーを閉じ、 【ENTER】 キーを押し ます。

初期動作を行い、 メ デ ィ ア選択の画面を表示し ます。

15【】 キーを押し、 [ ロ ール ] を選択し ます。

メ デ ィ ア検出後、 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。 ( ロ ーカルモー ド  (2-20 ページ ) 参照 )

16ジ ョ グキー 【】 を押し て、 メ デ ィ アを巻取装置の紙管の位置まで フ ィ ー ド し ま
す。

17メ デ ィ アを空の紙管に粘着テープで固定し ます。
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メ デ ィ ア厚さ検出に失敗し た場合

お使いの メ デ ィ アに よ っては、 厚さ が正し く 検出できない場合があ り ます。
その際は、 マニュアルで メ デ ィ アの厚さ を入力する必要があ り ます。

操作手順

1 エラーが表示され、 キャ リ ッ ジがステーシ ョ ン に戻 り ます。

2 【】 【】 キーで メ デ ィ アの厚さ を入力し、 【ENTER】 キーを押し ます。

初期値 0.1 mm、 入力範囲 0.1 mm ～ 1.0 mm まで

3再度 【】 キーを押し、 ロ ールを選択し ます。 （再度 【】 キーを押し、 リ ーフ
を選択し ます。）

キャ リ ッ ジが動いて、 メ デ ィ ア幅を検出し ます。
手順 2 で 【END】 キーを押し た場合は、 厚さ検出も行われます。

[ マシンセ ッテイ ] 機能の [ メ デ ィ ア ケンシュツセッテイ ] を MANUAL に し ていた場合

メ デ ィ アの厚さ検出を常にマニュアルで入力し ます。
同じ メ デ ィ アを使用し て も検出する厚みが異なる場合 “MANUAL” に設定し てお く と便

利です。

操作手順

1 【ロ ール】 を選択し ます。

2 【】 【】 キーで メ デ ィ アの厚さ を入力し、 【ENTER】 キーを押し ます。

初期値 ： 0.1mm 　入力範囲 ： 0.1 ～ 1.0mm まで

3 キャ リ ッ ジが動いて、 メ デ ィ ア幅を検出し ます。

＊＊＊＊＊ ERROR 50 ＊＊＊＊＊

メ デ ィ ア アツサ ケンシュツ

メ デ ィ ア ノ  アツサ ヲ

マニュアル デ ニュウリョク スル
( ハンイ : 0.1 - 1.0mm)

メ デ ィ ア アツサ = 0.1mm

メ デ ィ ア セン タ ク

ロール <                             > リ ーフ

メ デ ィ ア ノ  アツサ ヲ

マニュアル デ ニュウリョク スル
( ハンイ : 0.1 - 1.0mm)

メ デ ィ ア アツサ = 0.1mm
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[ メ ンテナンス ] 機能の [ メ デ ィ ア ザン リ ョ ウ ] を ON に し ていた場合

操作手順

1検出が完了し、 キャ リ ッ ジがステーシ ョ ンに戻 り ます。

2 【】 【】 キーで メ デ ィ アの長さ を入力し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3前回設定し た値を変更し ない場合は、 [END] キーを押し ます。

初期値 50 m、 入力範囲 1 m ～ 500 m まで (1 m 単位 )

4 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

メ デ ィ ア ナガサ ニュ ウ リ ョ ク

メ デ ィ ア ナガサ = 50m
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巻取装置の使いかた

巻取装置には、 メ デ ィ アの巻き取 り 方向や巻き取 り のオフ を設定するス イ ッ チがあ り
ます。

ト ルク リ ミ ッ タ を調節する

巻取装置には、 ト ルク リ ミ ッ タ が付いています。
ト ルク リ ミ ッ タ を調整し て、 巻き取 り の強さ を変更でき ます。
( 工場出荷時は、 ト ルク リ ミ ッ タ を最大 ト ルク の 50% に設定し てあ り ます。 )
薄い メ デ ィ アを使用し てテン シ ョ ンが強すぎ る場合は、 調節を弱めて く だ さ い。

レバー上 (REVERSE) 作図面を内側に し て巻き取 り ます

レバー中 (OFF) 巻き取 り を行いません

レバー下 (FORWARD) 作図面を外側に し て巻き取 り ます

 ト ルク リ ミ ッ タ の調節が弱すぎ る と、 メ デ ィ アを確実に巻き取る こ と がで き

ません。
また ト ルク リ ミ ッ タ の調節が強すぎ る と、 メ デ ィ アに よ っ てはた るんで し ま
い、 画質に影響する場合があ り ます。

時計回 り
テン シ ョ ンが強 く なる
( 重量のある厚い メ デ ィ アに適し ています。 )

反時計回 り
テン シ ョ ンが弱 く なる
( 軽い メ デ ィ アに適し ています。 )

ス イ ッ チ ト ルク リ ミ ッ タ

調整ナ ッ ト

最大 ト ルク の 100%ト ルク目盛 最大 ト ルク の 50%
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リ ーフ メ デ ィ アのセ ッ ト

リ ーフ メ デ ィ アは、 メ デ ィ アを ロ ールホルダーに固定する必要はあ り ません。

操作手順

1 フ ロ ン ト カバーを開け、 ク ラ ン プ レ バーを上げます。

2 リ ーフ メ デ ィ アを、 ピ ンチ ロ ーラー と プ ラテンの間に差し込みます。

3 メ デ ィ ア押さ えで メ デ ィ アを軽 く 挟みます。

 リ ーフ メ デ ィ アが曲が ら ないよ う に注意し てセ ッ ト し て く だ さ い。

 メ デ ィ アの右端が、 プ ラテン右端の吸着穴を隠すよ う にセ ッ ト し、 ロ ールホ

ルダーの位置を調整し て く だ さ い。

ピ ンチ ロ ーラー

プ ラテン

吸着穴

右端の ピ ンチ ロ ーラー

メ デ ィ ア押え

メ デ ィ ア端
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4 ク ラ ン プ レバーを下げます。

5 フ ロ ン ト カバーを閉じ、 【ENTER】 キーを押し ます。

初期動作を行い、 メ デ ィ ア選択の画面を表示し ます。

6 【】 キーを押し、 [ リ ーフ ] を選択し ます。

メ デ ィ ア検出後、 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。 ( ロ ーカルモー ド  (2-20 ページ ) 参照 )

ク ラ ン プ レバー
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作図条件の選択と確認

すでに タ イ プ  1 から  4 の各作図条件を登録し てあ る場合は、 タ イ プ を選択する だけで、 作

図に合わせた設定を切 り 替えて使用でき ます。

ユーザータ イ プを選択する

操作手順 ( 【FUNCTION】 キーによ る設定 )

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【FUNCTION】 キーで [ セ ッ テ イ ] を
選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 【】 キーで、 タ イ プ 1 から  4 を選び、 【ENTER】 キーを押し ます。

操作手順 ( 【USER TYPE】 キーに よ る設定 )

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【USER TYPE】 キーを押し ます。

【USER TYPE】 キーを押す毎に、 2 → 3 → 4 → 2... と変更でき ます。 上下キーで も変更可
能です。
【ENTER】 キーで、 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

ユーザータ イ プを確認する

現在、 作図に使用し てい るユーザータ イ プは、 ロ ーカルモー ド 時や リ モー ト モー ド 時
に画面に表示される、 [L.1] , [R.1] と し てご確認いただけます。

 タ イ プの後の ( ) 内は、 現タ イ プ を表し ます。

L. 1> [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

セッテイ <ENT>

セッテイ

セン タ ク : タ イ プ 1

セッテイ

セン タ ク : タ イ プ 1

L. 1> [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ユーザー タ イ プ ヘン コ ウ

タ イ プ (1) -> <2> :ent

L. 1> [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

R. 1> [JV5-01]

＊＊ . ＊＊ m

[ ロ ーカルモー ド 時 ] [ リ モー ト モー ド 時 ]
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ヒ ーターを設定する

出荷時、 ヒ ーターはすべて OFF に設定されています。

必要に応じ て、 ON に し て温度設定を し て く だ さ い。

ヒ ーターの電源を  ON にする

操作パネルの 【HEAT SW】 キーを押し、 ヒ ーターの電源を  ON に し ます。

ヒ ーターの加熱中は、 HEAT ラ ン プが点灯し ます。 ( オレ ン ジ色 )
ヒ ーターの温度が設定し た温度に達し てい る場合は、 CONSTANT ラ ン プが緑色に点灯

し ます。
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設定温度の確認と作図中の温度設定

こ こ では、 あ らか じ め FUNCTION モー ド で設定し ておいた温度 ( ヒ ーターの温度と ス
タ ンバ イ時間を設定する  (6-32 ページ ) 参照 ) を調整する方法について説明し ます。

操作手順

1 ヒ ーターのス イ ッ チがオン になっ ている こ と を確認し ます。

ヒ ーターの加熱中は、 HEAT ラ ン プが点灯し ます。
ヒ ーターの温度が設定し た温度に達し ている場合は、 CONSTANT ラ ン プが点灯し ます。

2 【HEATER】 キーを押し ます。

【】 【】 キーで、 Pre / Print / After の各ヒ ーターを選択し、 【】 【】 キーで、 温度を
設定し ます。
設定範囲は、 OFF または、 20 ～ 60 ℃の間です。 (AFT は、 20 ～ 70 ℃の間 )
再度 【HEATER】 キーを押す と、 元の表示に戻 り 、 30 秒間何も キーを押さ ない場合、 ロ ー
カルモー ド または リ モー ト モー ド にな り ます。

3 【END】 キーを押し、 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

ヒ ーターの温度が設定温度に到達し ていない場合は、 以下の表示にな り ます。
ヒ ーターが設定し た温度に達する と、 ブザーが鳴 り プ リ ヒ ーター / プ リ ン ト ヒ ーター / ア
フ ター ヒ ーターの各 CONSTANT ラ ン プが点灯し、 リ モー ト モー ド に変わ り ます。

設定し た温度に到達する前に作図を開始する場合は、 【ENTER】 キーを押し

て く だ さ い。 リ モー ト モー ド に変わ り ます。

P R E P R T A F T
2 5 ℃ 2 5 ℃ 3 5 ℃
O F F O F F 5 0 ℃ )

( O F F O F F 3 5 ℃ )

設定されてい る温度

設定する温度

現在の温度

P R E P R T A F T
2 5 ℃ 2 5 ℃ 3 5 ℃
O F F O F F 5 0 ℃ )

( O F F O F F 3 5 ℃ )

P R E P R T A F T
2 5 ℃ 2 5 ℃ 5 0 ℃

R. ＊ > [JV5-01]

＊＊ . ＊＊ m

P R E P R T A F T
2 5 ℃ 2 5 ℃ 5 0 ℃

オン ド  セイギ ョ  チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ
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ビーデ ィ ング と は ( ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 )

ビーデ ィ ング と は、 隣 り 合っ た ド ッ ト が引き合っ て く っつ く こ と です。 ビーデ ィ ング
が発生する と ブツブツ状のムラ になっ た り 、 パスの間隔で帯状の横ムラ  ( バンデ ィ ング

) になっ た り し ます。

ビーデ ィ ングの例

単色のマゼン タ  100 パーセン ト 付近は、 綺麗にプ リ ン ト されています。 単色の 70 ～

100 パーセン ト 付近は メ デ ィ ア送 り ムラの影響を非常に受けやすい部分です。 こ の部

分にムラが無い こ と から、 メ デ ィ アの送 り 補正は適正に調整されている こ と がわか り
ます。

綺麗にプ リ ン ト された状態

と こ ろが、 M100% ＋ C100% のブルー部分にはブツブツのムラ と、 バンデ ィ ングが発

生し ています。 これが ビーデ ィ ングによ るバンデ ィ ングです。 ヒ ーターの温度が低
かっ た り 、 メ デ ィ アの イ ン ク受容量 ( イ ン ク リ ミ ッ ト ) が低い と、 先に着弾し た イ ン ク

粒が定着する前に、 次の イ ン ク粒が着弾し、 ド ッ ト が く っついた り 分布が均一でな く
な り 、 ムラやバンデ ィ ングが発生し ます。 
ビーデ ィ ングを防ぐ には、 ヒ ーターの温度を上げて メ デ ィ アの イ ン ク受容量 ( イ ン ク リ

ミ ッ ト ) を上げた り 、 イ ン ク量を メ デ ィ アに合わせて調整し た り 、 パス数を増や し て少

し ずつ イ ン ク を打ち込む、 スキャ ン ウ ェ イ ト で時間をかせ ぐ など の対策を と る必要が
あ り ます。
上記対策を行っ て も ビーデ ィ ングが解消されない場合は メ デ ィ アを変更し て く だ さ い。

バンデ ィ ングが発生し た状態
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適温調整 ( ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 )

ヒ ーター温度を調整する際の適温設定について説明し ます。
ヒ ーターの温度は メ デ ィ アの種類、 環境温度など によ り 異な り ます。 各メ デ ィ アに適
し た温度に設定し ます。 非コ ー ト メ デ ィ アや イ ン ク乾燥の遅い メ デ ィ アは、 イ ン ク の
定着性、 乾燥性をア ッ プ させます。
以下の方法で、 確認し なが ら適温に設定し て く だ さ い。

CONSTANT ラ ン プが点灯する まで放置する

ヒ ーター温度を設定する  (P. 6-31)

メ デ ィ ア補正を行 う  (P. 3-33)

Yes

No

メ デ ィ アにシ ワがよ っているか ?

試し書き と し て実際に作図する

プ ラテンへの張 り 付きがあるか ?

ビーデ ィ ングが発生し ているか ?

終了

ヒ ーター温度を
下げ る

ヒ ーター温度を
上げ る

【】 【】 キーで

メ デ ィ アを前後に
動か し てみる

最初は温度を
高 く 設定する

No

No

Yes

Yes
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ヒ ーターに異常がある場合

ヒ ーターの電源ス イ ッ チがオフ の場合、 または ヒ ーターに異常が発生し た場合は、 下
記の表示にな り ます。

エラーの対処方法は 「第 5 章 困っ た と きは」 の、 「ワーニングエラー」 を ご

覧 く だ さ い。 ( ワーニングエラー (5-15 ページ ) 参照 )

ヒ ーター ノ  デンゲン ガ

ハイ ッテ イ マセン

P R E P R T A F TP R E P R T A F T
タ゛ンセン ＊ ＊ ℃＊ ＊ ℃

*1

*1 : 水性イ ン ク をお使いの場合、 ヒ ーター温度がすべて “OFF” に設定されている と表示されません。
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ド ッ ト ズ レ補正用の基準値の設定 [PG チャ ク ダンチ ョ ウ セ イ ]

作図の往路と復路の イ ン ク落下点の位置を補正し ます。
ヘッ ド ギャ ッ プ を変更し た場合、 ド ッ ト 位置を自動的に調整する ための基準値を設定し ま
す。
8 種類のテス ト パ ターン を作図し、 「往路」 と 「復路」 の イ ン ク落下点を比較し て、 ド ッ

ト 位置を調整し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【FUNCTION】 キーで、 [ メ ンテナンス ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 [PG チャ ク ダンチ ョ ウ セ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ま
す。

 ロ ール メ デ ィ アを ご使用の場合、 [PG チャ ク ダ ンチ ョ ウ セ イ ] を終了する と、

作図原点位置まで メ デ ィ アが戻 り 、 本装置背面の ロ ール メ デ ィ アにたわみが
生じ ます。
作図を開始する前に ロ ール メ デ ィ アを手で巻き戻し、 たわみのない状態に
セ ッ ト し て く だ さ い。 たわみは画質不良の原因にな り ます。

 [PG チャ ク ダ ンチ ョ ウ セ イ ] を行っ て も、 微妙な ド ッ ト のズ レ が生じ る場合

があ り ます。
こ の場合、 [ メ ンテナンス ] の [ ド ッ ト イ チホセ イ ] を行っ て く だ さ い。

補正方法は、 [PG チャ ク ダ ンチ ョ ウ セ イ ] と同じ ですが、 テス ト パ ターンは 
[ パ ターン 1] から  [ パ ターン 4] までの 4 パ ターンです。 (3-35 参照 )

 [PG チャ ク ダ ンチ ョ ウ セ イ ] を行 う と、選択し ているユーザータ イ プの [ ド ッ

ト イ チホセ イ ] の補正値は ク リ アーされます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

4 回 メ ンテナンス

PG チャ ク ダン  チ ョ ウセイ <ent>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>
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4 [ サク ズカ イ シ ] を表示し ますので、 【ENTER】 キーを押し ます。

調整用のテス ト パ ターン作図を開始し ます。 テス ト パ ターンは 8 種類作図し ます。
作図し た 8 パ ターンは、 作図し た順にパ ターン 1 から  パ ターン 8 と呼びます。

5 【】 【】 キーで、 パ ターン 1 の ド ッ ト 位置を補正し ます。

パ ターン 1 の適正な ド ッ ト 位置をジ ョ グキーで選択し ます。
テス ト パ ターンの往路と復路が、 1 本の直線になっている位置を選びます。

6 【ENTER】 キーを押し ます。

7手順 5 , 6 の操作を引き続き 7 回実行し、パ ターン 8 までの PG 着弾調整を し ます。

各パ ターンの適正 ド ッ ト 位置を選択し ます。
パ ターン 8 まで調整値を入力し、 PG 着弾調整を終了し ます。

8 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

PG チャ ク ダンチ ョ ウセイ

サクズカ イ シ :ent

サクズ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

ホセイチ ヲ ニュ ウ リ ョ ク  シマス

- 40.0  -  + 40.0

PG チャ ク ダンチ ョ ウセイ

パターン 1 = 0.0

入力範囲 :

パ ターン 1 ～ 8
-40.0 ～ 40.0

プ ラス方向に 0 位置から 4 本目が、

直線で表示されています。
こ の場合の調整値は 4.0 です。

作図方向

ホセイチ ヲ ニュ ウ リ ョ ク  シマス

- 40.0  -  + 40.0

PG チャ ク ダンチ ョ ウセイ

パターン 2 = 0.0

入力範囲 :

パ ターン 1 ～ 8
-40.0 ～ 40.0

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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ノ ズル詰ま り を確認 / 解消する

テス ト パ ターン を作図し て、 ノ ズル詰ま り など の作図不良がないか確認し ます。 異常があ
る場合は、 ク リ ーニング機能を実行し ます。

テス ト パ ターン を作図する  ( テス ト 作図 )

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【TEST DRAW】 キーを押し、 【ENTER】 キーを押し ます。

テス ト 作図を開始し ます。
作図終了後、 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

3作図結果を確認し ます。

異常がある場合は、 『異常なパ ターンの場合は』 を参照し て く だ さ い。 (3-29 参照 )
正常な場合は、 操作を終了し ます。

テス ト パ ターン を リ ーフ メ デ ィ アに作図する場合、幅 350mm x 長さ  ( 送 り 方

向 ) 600mm 以上のサイ ズの メ デ ィ アを使用し て く だ さ い。

 ロ ール メ デ ィ アを ご使用の場合、 テス ト 作図終了後、 【REMOTE】 キーまた

は 【FUNCTION】 キーを押す と、 メ デ ィ アが作図原点位置まで戻 り 、 本装置

背面の ロ ール メ デ ィ アにたわみが生じ ます。
作図を開始する前に ロ ール メ デ ィ アを手で巻き戻し、 たわみのない状態に
セ ッ ト し て く だ さ い。 画質不良の原因にな り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

テス ト  サクズ

<ENT>

＊＊ テス ト  サクズ ＊＊

異常なパターン

イ ン クが

詰ま っている

正常なパターン

ノ ズルが

汚れてい る
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ヘッ ド の配列と テス ト パ ターンの関係

ヘッ ド の配列と作図し たテス ト パ ターンの作図位置は、 下記の通 り です。

異常なパ ターンの場合は ( ク リ ーニング )

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【CLEANING】 キーを押し ます。

3 【】 【】 または 【】 【】 キーで、 ク リ ーニングするヘッ ド を選択し、
【ENTER】 キーを押し ます。

[ ヘッ ド 1, 2 ] と、 [ ヘッ ド 3, 4 ] のセ ッ ト で選択し ます。

メ デ ィ ア送 り 方向

ヘッ ド 1

ヘッ ド 2

ヘッ ド 3

ヘッ ド 4

ヘッ ド １ のパ ターン

ヘッ ド ２ のパ ターン

ヘッ ド ３ のパ ターン

ヘッ ド ４ のパ ターン

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ク リ ーニング

ヘッ ド  セン タ ク :12. 34

ク リ ーニング

ヘッ ド  セン タ ク :12. 34
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4 【】 【】 キーで、 ク リ ーニング方法を選択し ます。

5 【ENTER】 キーを押し ます。

ク リ ーニング動作を開始し ます。
動作の進行状況を下段 LCD の 2 行目に＊表示で知らせます。
ク リ ーニング終了後、 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

6再度テス ト パ ターン を作図し、 作図結果を確認し ます。 (3-28 参照 )
作図結果が正常になる まで、 手順 1 ～ 5 を繰 り 返し て く だ さ い。

ノ ーマル 線の抜けがある場合に使用し ます

ソ フ ト 線の曲が り がある場合に使用し ます

ハー ド
ノ ーマル、 ソ フ ト の ク リ ーニングを実行し て も作図不良が直ら ない場合に使用し
ます

廃イ ン ク タ ン ク に異常があ っ た場合は、 以下の メ ッ セージ を表示し ます。

画面の指示に従っ て、 異常復旧し て く だ さ い。

 ク リ ーニング動作を繰 り 返し て も作図不良が直ら ない場合は、 ワ イ パー と イ

ン ク キャ ッ プ を清掃し て く だ さ い。 ( ワ イ パー と キャ ッ プの清掃 [ キャ リ ッ ジ

ア ウ ト ] (4-7 ページ ) 参照 )

ク リ ーニング タ イ プ :

ノ ーマル
ソ フ ト
ハー ド

ク リ ーニング

タ イ プ : ノ ーマル

ク リ ーニング チュ ウ

00:40

残 り 時間が 20 秒以上の表示

残 り 時間が 20 秒を切る と

ク リ ーニング チュ ウ

＊＊＊＊＊＊＊ ---------------

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ガ ナイ カ

タ ン ク  FULL デス

タ ン ク  セッ ト  マ タハ コ ウ カ ン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ヲ

コ ク カ ン シテク ダサイ

タ ン ク  コ ウ カン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ

テス ト  サクズ

<ENT>

＊＊ テス ト  サクズ ＊＊
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ノ ズル詰ま り が復旧し ない場合 [ イ ン ク  ジ ュ ウ テン ]

ヘッ ド ク リ ーニング (3-29 参照 ) 、 ノ ズルセン ジ ョ ウ  ( ノ ズルの洗浄 [ ノ ズルセン ジ ョ

ウ ] (4-10 ページ ) 参照 ) を行っ て も ノ ズル詰ま り が改善し ない場合、 [ イ ン ク  ジ ュ ウ

テン ] 機能を実行し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ヘッ ド  メ ンテナンス ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【ENTER】 キーを押し、 【】 【】 【】 【】 キーで、 洗浄するヘッ ド を選択後、
【ENTER】 キーを押し ます。

[ ヘッ ド  1, 2 ] と、 [ ヘッ ド  3, 4 ]  のセ ッ ト で選択し ます。

廃イ ン ク タ ン ク に異常があ っ た場合は、 以下の メ ッ セージ を表示し ます。

画面の指示に従っ て、 異常復旧し て く だ さ い。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

ヘッ ド  メ ンテナンス <ent>

2 回

ヘッ ド  メ ンテナンス

イ ン ク  ジュ ウテン <ent>

イ ン ク  ジュ ウテン

ヘッ ド  セン タ ク :12. 34

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ガ ナイ カ

タ ン ク  FULL デス

タ ン ク  セッ ト  マ タハ コ ウ カ ン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ヲ

コ ク カ ン シテク ダサイ

タ ン ク  コ ウ カン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ
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4 【ENTER】 キーを押し ます。

自動的に イ ン ク充填を開始し ます。 イ ン ク充填を終了する と、 以下の表示に戻 り ます。

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

イ ン ク  ジュ ウテン チュ ウ

00:40

残 り 時間が 20 秒以上の表示

残 り 時間が 20 秒を切る と

イ ン ク  ジュ ウテン チュ ウ

＊＊＊＊＊＊＊ ---------------

ヘッ ド  メ ンテナンス

イ ン ク  ジュ ウテン <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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メ デ ィ ア送 り 量の補正 [ メ デ ィ アホセ イ ]

メ デ ィ アの種類を交換し た り 、 ヒ ーターの温度を変更し た場合、 巻取装置の使用の有無に
よ り 、 メ デ ィ アの送 り 量が変化し ます。 必ず メ デ ィ アの送 り 量を補正し て く だ さ い。
補正値が適切でない と、 作図し た画像に縞が入るなど、 きれいに作図できない場合があ り
ます。

補正パ ターン

2 本の帯を作図し ます。

2 本の帯の境が均等の濃さ になる よ う に調整し て く だ さ い。 ( 設定値 : -255 ～ 255)

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【FEED COMP.】 キーを押し、 【】 【】 キーで タ イ プ を選び、 【ENTER】 キー
を押し ます。

パ ターンの作図を実行し ます。

 ヒ ーターの温度を変更し た場合は、 CONSTANT ラ ン プが点灯し、 設定し た

温度に達し てい る こ と を確認し てから補正し て く だ さ い。

 ロ ール メ デ ィ アを ご使用の場合、 [ メ デ ィ アホセ イ ] を終了する と、 作図原点

位置まで メ デ ィ アが戻 り 、 本装置背面の ロ ール メ デ ィ アにたわみが生じ ま
す。
作図を開始する前に ロ ール メ デ ィ アを手で巻き戻し、 たわみのない状態に
セ ッ ト し て く だ さ い。 たわみは画質不良の原因にな り ます。

巻取装置を使用し ての作図の場合、 あ らか じ め メ デ ィ アをセ ッ ト し た状態で 
[ メ デ ィ アホセ イ ] を行っ て く だ さ い。

2 本目の帯

1 本目の帯

メ デ ィ ア送 り 方向

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

パターン ヲ サクズシテ

ホセイチ ヲ ニュ ウ リ ョ ク  シマス

メ デ ィ ア ホセイ (-> TYPE. ＊ )

サクズ カ イ シ :ent

シバラ ク  オマチク ダサイ

サクズ チュ ウ
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3作図パ ターンの状態によ り 、 補正値を入力し ます。

【】 【】 キーで、 補正値を入力し ます。

4 【ENTER】 キーを押し、 補正値を登録し ます。

正常なパ ターン を作図する まで手順 2 ～ 4 を繰 り 返し ます。

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

補正値を 6 変更する ご と に、 帯が約 0.01mm 移動し ます。

こ の移動量を参考に し て、 補正量を決定し て く だ さ い。

6 デ ヤク 0.01mm ヘンカ .

[1] メ デ ィ ア ホセイ

ホセイチ = 0

補正値 :

-255 ～ 255

補正値が大きい

隙間が空いている

補正値が小さ い

重なっている

6 デ ヤク 0.01mm ヘンカ .

[1] メ デ ィ ア ホセイ

ホセイチ = 0

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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ド ッ ト の位置がずれた ら  [ ド ッ ト イ チホセ イ ]

[PG チャ ク ダ ンチ ョ ウ セ イ ] を行っ て も、 微妙な ド ッ ト のズ レが生じ る場合があ り ます。

その場合、 [ ド ッ ト イ チホセ イ ] を実行し て、 ド ッ ト の位置を補正し て く だ さ い。

[ ド ッ ト イ チホセ イ ] では、 作図の往路と復路の イ ン ク落下点の位置を補正し ます。

ヘッ ド ギャ ッ プ を変更し た場合、 ド ッ ト 位置は自動的に調整されますが、 微妙にズ レ が生
じ る場合があ り ます。 適正な作図結果を得る ため、 ド ッ ト 位置をマニュアルで調整する こ
と が可能です。
4 種類のテス ト パ ターン を作図し、 「往路」 と 「復路」 の イ ン ク落下点を比較し て、 ド ッ

ト 位置を補正し ます。
補正値は選択し ているユーザータ イ プ ご と に保存し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【FUNCTION】 キーで、 [ メ ンテナンス ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 [ ド ッ ト イ チホセ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

 ロ ール メ デ ィ アを ご使用の場合、 [ ド ッ ト イ チホセ イ ] を終了する と、 作図原

点位置まで メ デ ィ アが戻 り 、 本装置背面の ロ ール メ デ ィ アにたわみが生じ ま
す。
作図を開始する前に ロ ール メ デ ィ アを手で巻き戻し、 たわみのない状態に
セ ッ ト し て く だ さ い。 画質不良の原因にな り ます。

ヘッ ド ギャ ッ プ を変更し た場合は、再度 [ ド ッ ト イ チホセ イ ] を行っ て く だ さ

い。

 [PG チャ ク ダンチ ョ ウ セ イ ] を行い調整値を変更し た場合、選択し てい るユー

ザータ イ プの補正値は ク リ アーされます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

3 回 メ ンテナンス

ド ッ ト  イチ ホセイ <ent>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>
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4 [ サク ズカ イ シ ] を表示し ますので、 【ENTER】 キーを押し ます。

ド ッ ト 位置補正のテス ト パ ターン作図を開始し ます。 テス ト パ ターンは 4 種類作図し ます。
作図し た 4 パ ターンは、 作図し た順にパ ターン 1 から  パ ターン 4 と呼びます。

5 【】 【】 キーで、 パ ターン 1 の ド ッ ト 位置を補正し ます。

パ ターン 1 の適正な ド ッ ト 位置をジ ョ グキーで選択し ます。
テス ト パ ターンの往路と復路が、 1 本の直線になっている位置を選びます。

6 【ENTER】 キーを押し ます。

7手順 5 , 6 の操作を引き続き 3 回実行し、 パ ターン 4 までの ド ッ ト 位置補正を し ま
す。

各パ ターンの適正 ド ッ ト 位置を選択し ます。
パ ターン 4 まで ド ッ ト 位置補正値を入力し、 ド ッ ト 位置補正を終了し ます。

8 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

直線のパ ターンの補正値が、 -40 から  +40 の中にない場合は、 ヘッ ド の高さ

を調整し てから、 も う 一度、 ド ッ ト 位置補正を実行し て く だ さ い。

ド ッ ト  イチ ホセイ

サクズカ イ シ :ent

サクズ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

ホセイチ ヲ ニュ ウ リ ョ ク  シマス

- 40.0  -  + 40.0

ド ッ ト  イチ ホセイ

パターン 1 = 0.0

入力範囲 :

パ ターン 1 ～ 4
-40.0 ～ 40.0

プ ラス方向に 0 位置から 4 本目が、

直線で表示されています。
こ の場合の ド ッ ト 位置補正値は 4.0 
です。作図方向

ホセイチ ヲ ニュ ウ リ ョ ク  シマス

- 40.0  -  + 40.0

ド ッ ト  イチ ホセイ

パターン 2 = 0.0

入力範囲 :

パ ターン 1 ～ 4
-40.0 ～ 40.0

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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作図範囲について

本装置は、 使用する メ デ ィ アに関係な く 、 機構上作図で きないエ リ アがあ り ます。
こ の作図不可のエ リ アを 「デ ッ ド スペース」 と呼びます。

*1 フ ィ ー ド 方式で [ ダ イ レ ク ト ] を選択し てい る場合は、 最大で 127 mm 加算されま

す。

マージ ン

メ デ ィ ア左右の余白を調整し ます。
標準設定の 15 mm 以外の余白が必要な場合に設定し ます。

デ ッ ド スペースは、 メ デ ィ アの左右それぞれに設定可能です。 (-10 ～ 85 mm)

 メ デ ィ ア左右のデ ッ ド スペースの初期値は、 左右それぞれ 15mm です。 こ の

デ ッ ド スペースを変更し、 有効作図エ リ アを変更する こ と ができ ます。 デ ッ
ド スペースは、 フ ァ ン ク シ ョ ンモー ド の 「マージ ン」 で設定し ます。

リ ーフ メ デ ィ アロ ール メ デ ィ ア

200 ㎜0 ㎜

150 ㎜150 ㎜ *1

15 ㎜ 15 ㎜ 15 ㎜15 ㎜ 有効作図
エ リ ア

メ デ ィ ア送 り 方向

有効作図
エ リ ア
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作図原点を設定する

セ ッ ト し た メ デ ィ ア上に、 データ の作図原点を設定し ます。
指定された原点以外の場所で作図する場合は、 原点を再設定し ます。

操作手順

1 メ デ ィ ア検出終了後、 ジ ョ グキー 【】 【】 【】 【】 を押し、 作図原点を設
定する位置までキャ リ ッ ジ と メ デ ィ アを動か し ます。

2作図原点を決定し た ら、 【ENTER】 キーを押し ます。

有効作図エ リ アを表示後、 ロ ーカルモー ド にな り ます。 ( ロ ール メ デ ィ アを使用の場合、 X 
は表示し ません。 ) 
次回の作図から、 こ の設定位置を作図原点と し ます。

原点設定位置の目安

作図原点は、 奥行方向 (X’) はカ ッ ト ラ イ ンから奥側約 140 mm の位置にな り ます。

横方向 (Y’) の値は、 メ デ ィ ア右端よ り  15 mm です。 フ ァ ン ク シ ョ ンモー ド の 「マージ

ン」 の設定に よ り 変更でき ます。

ゲンテン セッテイ

0.0           ----

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

原点位置
( 長さ )

原点位置
( 幅 )

ゲンテン セッテイ

＊＊ ゲンテン ＊＊

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

カ ッ ト ラ イ ン
約 140 ㎜

(X’)

15 ㎜ 
(Y’)
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画像データ を作図する

作図を開始する

コ ン ピ ュータから データ を受信するためのモー ド 切 り 換え、 および作図中の表示につ
いて説明し ます。
なお、 各種機能の設定については、 「第 6 章  各機能の操作方法」 を ご覧 く だ さ い。

作図を開始する と、 デ ィ スプ レ イ は下記の情報を表示し ます。

 ロ ール メ デ ィ アを ご使用の際は、 本装置背面の ロ ール メ デ ィ アにたわみがな

いか確認し てから作図を行っ て く だ さ い。
作図を開始する前に ロ ール メ デ ィ アを手で巻き戻し、 たわみのない状態に
セ ッ ト し て く だ さ い。 画質不良の原因にな り ます。

作図に関し て、 弊社サービ ス コ ールを ご利用の際は、 以下の内容表示を ご連

絡 く だ さ い。

 ロ ール メ デ ィ アを ご使用の場合、 ロ ールホルダー側の紙管から メ デ ィ アが外

れた後は、 作図し ないで く だ さ い。 テン シ ョ ンが変わ り 画質に影響が出ま
す。

作図解像度 パス数

R. ＊ +> 720x1080 .12

Bd.  Vd.  x1.  1L: ＊＊ . ＊＊ m

重ね塗 り 回数

スキャ ン速度 : x1= 標準速

x2= 倍速

作図中の メ デ ィ ア送 り 補正に
数値有 り

∗ 通常表示と交互表示する こ と で、 受信中を表し ます

データ タ イ プ : Vd= バ リ アブルデータ

Nd= ノ ーマルデータ

スキャ ン方向 : Ud= 単方向

Bd= 双方向
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操作手順

1 ヒ ーターの温度を確認し ます。

ヒ ーターパネルの CONSTANT ラ ン プが点灯し ている こ と を確認し ます。 (3-22 参照 )

2 【REMOTE】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド に変わ り ます。
現在選択し ている タ イ プ ( 作図条件 ) を確認でき ます。 (作図条件をま と めて登録する  ( タ
イ プ登録 ) (6-2 ページ ) 参照 )

3 コ ン ピ ュータから データ を送信し ます。

データ の作図条件を表示し ます。
データ の送信方法については、 出力ソ フ ト ウ ェ アの取扱説明書をお読み く だ さ い。

4作図を開始し ます。

作図し た部分の長さ を表示し ます。

作図を中止する

作図を中止する場合、 作図動作を止めて受信し たデータ を本装置から消去し ます。
データ を消去し ない と、 リ モー ト モー ド に し た際、 中止し たデータから プ リ ン ト を開
始し て し まいます。

操作手順

1 【REMOTE】 キーを押し て、 作図を中止し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。
コ ン ピ ュータから データ を送信し ている場合、 データ送信を止めます。

2 【DATA CLEAR】 キーを押し ます。

受信し たデータ を消去し ます。

R. ＊ > [JV5-01]

＊＊ . ＊＊ m

R. ＊ +> 720x1080 .12

Bd.  Vd.  x1.  1L: ＊＊ . ＊＊ m

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

データー ク リ ア

<ENT>

＊＊ データー ク リ ア ＊＊
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作図終了後の メ デ ィ アカ ッ ト

作図終了後に、 [ オー ト カ ッ ト ] 機能を使用せず、 任意の位置での メ デ ィ ア カ ッ ト を実

行し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 ジ ョ グキーを押し て以下の画面が表示された ら、 【FUNCTION】 キーを押し ます。

ジ ョ グキーで カ ッ ト する位置を決めます。
ジ ョ グキーは、 いずれのキーも使用可能です。

3 【ENTER】 キーを押し ます。

メ デ ィ アを カ ッ ト し ます。

4 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

作図前の状態に戻 り ます。

作図を終了し て も本装置の主電源ス イ ッ チをオフ に し ないで く だ さ い。 ノ ズ

ル詰ま り の原因にな り ます。

現在のヘッ ド 高さ が 4.1 mm 以上の場合、 メ デ ィ ア カ ッ ト を行 う こ と がで き

ません。 ( 昇華転写イ ン ク以外の イ ン ク を ご使用の場合 )
ヘッ ド 高さ は、 [ ヘッ ド ギャ ッ プ ] + [ メ デ ィ アの厚み ] です。 (3-5 参照 )

 [ オー ト カ ッ ト ] 機能をオンにする と、 データ毎に自動的に カ ッ ト し ます。

(オー ト カ ッ ト  (6-8 ページ ) 参照 )

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ゲンテン  セッテイ

0.0           ----

メ デ ィ ア カ ッ ト

<ENT>

メ デ ィ ア カ ッ ト

<ENT>

メ デ ィ ア カ ッ ト  チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm



3 作図のしかた

3-42

[ マシ ンセ ッ テ イ ] 機能の [ カ ッ ト セ ッ テ イ ] で [] キーをダ イ レ ク ト カ ッ ト キー
に割 り 当てた場合

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーを押し ます。

3 【ENTER】 キーを押し ます。

作図し た画像がカ ッ ト ラ イ ン を超え る まで自動で メ デ ィ アを送 り 、 カ ッ ト し ます。

4 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

作図前の状態に戻 り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

メ デ ィ ア カ ッ ト

<ENT>

メ デ ィ ア カ ッ ト  チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

メ デ ィ ア カ ッ ト

<ENT>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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オー ト ク リ ーニング

作図中、 自動的にヘッ ド を ク リ ーニングするかど う かを設定で き ます。
ヘッ ド を常に清潔に保つ こ と で、 安定し た作図結果が持続し ます。
ク リ ーニングは、 装置起動後の最初の作図前に行い、 以降は、 作図メ ー ト ル単位で行
います。

動作間隔が 1000 ㎜ の場合の例

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【FUNCTION】 キーで [ セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。
【】 【】 キーで タ イ プ 1 ～ 4 を選び、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 [ オー ト  ク リ ーニング ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

[ オー ト  ク リ ーニング ] OFF の場合は、 【】 【】 キーで ON を選択し 【ENTER】 キーで
確定し ます。

作図長 : 1.6m ク リ ーニングする  (3 回目 )

作図長 : 0.0m ク リ ーニングする  (1 回目 )

作図長 : 0.8m ク リ ーニング し ない

作図長 : 1.6m ク リ ーニングする  (2 回目 )

作図長 : 0.8m ク リ ーニング し ない

80cm 長の画像を 5 枚作図する場合は 1、 3、

5 枚目の作図前に ク リ ーニングが行われます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

セッテイ

セン タ ク : タ イ プ 1

FUNCTION

セッテイ <ENT>

ENTER デ ケッテイ

FUNC. デ シ ョ ウサイ  セッテイ

[1] オー ト  ク リ ーニング

セッテイ :ON

{1}

オー ト  ク リ ーニング <ent>

13 回
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4 【FUNCTION】 キーを押し ます。

5 こ こ で 【】 【】 キーを押す と、 [ ク リ ーニング ド ウサ カ ン カ ク ] と  [ ク リ ーニン
グ タ イ プ ] を選択で き ます。

6 【】 【】 キーで、 [ ク リ ーニング ド ウサ カ ン カ ク ] を設定し ます。 【】 【】
キーで画面を切 り 替え、 【】 【】 キーで、 [ ク リ ーニング タ イ プ ] を設定後、
【ENTER】 キーを押し ます。

[ ク リ ーニング ド ウサ カ ン カ ク ] の初期値は、 1000 mm です。

[ ク リ ーニング タ イ プ ] : ソ フ ト 、 ノ ーマル、 ハー ド

7 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

ク リ ーニング ド ウサ カン カ ク

10 - 30000mm

カ ンカ ク : タ イ プ

1000mm : ノ ーマル

ク リ ーニング ド ウサ カン カ ク

10 - 30000mm

カ ンカ ク : タ イ プ

1000mm : ノ ーマル

ク リ ーニング タ イ プ

ソ フ ト  / ノ ーマル / ハー ド

カ ンカ ク : タ イ プ

1000mm : ノ ーマル

ク リ ーニング ド ウサ カン カ ク

10 - 30000mm

カ ンカ ク : タ イ プ

1000mm : ノ ーマル

ク リ ーニング タ イ プ

ソ フ ト  / ノ ーマル / ハー ド

カ ンカ ク : タ イ プ

1000mm : ノ ーマル

2 回
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サク ズチュ ウ 　 メ ンテナンス （昇華転写イ ン ク をご使用の場合 )

作図中のオー ト ク リ ーニングまたはオー ト ワ イ ピ ングを設定し ます。

作図中にヘッ ド の ク リ ーニングまたは ワ イ ピ ングを自動的に実行し、 作図不良を未然
に防ぎます。

ク リ ーニング : 作図中、 自動的にヘッ ド の ク リ ーニングを行います。

ワ イ ピ ング : 作図中、 自動的にヘッ ド の ワ イ ピ ングを行います。

OFF : 作図中にヘッ ド の ク リ ーニングまたは ワ イ ピ ングは行いません。

“ ク リ ーニング ” に設定する と、 ク リ ーニング方法と、 自動的に ク リ ーニングを行 う ま

での間隔を設定でき ます。

ク リ ーニング方法 : ソ フ ト ・ ノ ーマル ・ キ ョ ウ リ ョ ク

実行間隔 : 0.1m ～ 100.0m （0.1m 単位で設定）

“ ワ イ ピ ング ” に設定する と、 自動的に ワ イ ピ ングを行 う までの間隔を設定でき ます。

実行間隔 : 10 ～ 9990 （10 スキャ ン単位で設定）

“ ク リ ーニング ” に設定する場合

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【FUNCTION】 キーで、 [ セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

以下の画面が表示されますので、 【ENTER】 キーで確定し ます。

 イ ン ク ニアエン ド が発生し ている場合は、 ク リ ーニング機能は動作し ませ

ん。

ヘッ ド 等の状態に よ っ ては、 本機能を実行し て も作図不良が復旧し ない場合

があ り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

セッテイ <ENT>

セッテイ

セン タ ク : タ イ プ 1
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3 【】 キーで、 [ サク ズチュ ウ メ ンテナンス ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ま
す。

【】 【】 キーで ク リ ーニング を選択し ます。

ク リ ーニング方法と間隔を変更し ない場合は、 【ENTER】 キーを押し ます。

4 【FUNCTION】 キーを押し ます。

5 こ こ で 【】 【】 キーを押す と、 [ ク リ ーニング ド ウサ カ ン カ ク ] と  [ ク リ ーニン
グ タ イ プ ] を選択で き ます。

6 【】 【】 キーで、 [ ク リ ーニング ド ウサ カ ン カ ク ] を設定し ます。 【】 【】
キーで画面を切 り 替え、 【】 【】 キーで、 [ ク リ ーニング タ イ プ ] を設定後、
【ENTER】 キーを押し ます。

[ ク リ ーニング ド ウサ カ ン カ ク ] の初期値は、 1.0m です。

[ ク リ ーニング タ イ プ ] : ソ フ ト 、 ノ ーマル、 ハー ド

7 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

ENTER デ ケッテイ

FUNC. デ シ ョ ウサイ  セッテイ

[1] サクズチュ ウ  メ ンテナンス

セン タ ク : ク リ ーニング

{1}

サクズチュ ウ  メ ンテナンス <ent>

14 回

ク リ ーニング ド ウサ カン カ ク

0.1 - 100.0m

カ ンカ ク : タ イ プ

0.1m : ノ ーマル

ク リ ーニング ド ウサ カン カ ク

0.1 - 100.0m

カ ンカ ク : タ イ プ

0.1m : ノ ーマル

ク リ ーニング タ イ プ

ソ フ ト  / ノ ーマル / ハー ド

カ ンカ ク : タ イ プ

0.1m : ノ ーマル

ク リ ーニング ド ウサ カン カ ク

0.1 - 100.0m

カ ンカ ク : タ イ プ

0.1m : ノ ーマル

ク リ ーニング タ イ プ

ソ フ ト  / ノ ーマル / ハー ド

カ ンカ ク : タ イ プ

0.1m : ノ ーマル

2 回

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm



画像データを作図する

3-47

“ ワ イ ピ ング ” に設定する場合

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【FUNCTION】 キーで、 [ セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

以下の画面が表示されますので、 【ENTER】 キーで確定し ます。

3 【】 キーで、 [ サク ズチュ ウ メ ンテナンス ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ま
す。

【】 【】 キーで ワ イ ピ ング を選択し ます。

間隔を変更し ない場合は、 【ENTER】 キーを押し ます。

4 【FUNCTION】 キーを押し ます。

5 【】 【】 キーで、 [ ワ イ ピ ング ド ウサ カ ン カ ク ] を設定後、 【ENTER】 キーを押
し ます。

［ワ イ ピ ング ド ウサ カ ン カ ク］ の初期値は 50 回です。

6 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

セッテイ <ENT>

セッテイ

セン タ ク : タ イ プ 1

ENTER デ ケッテイ

FUNC. デ シ ョ ウサイ  セッテイ

[1] サクズチュ ウ  メ ンテナンス

セン タ ク : ワ イ ピ ング

{1}

サクズチュ ウ  メ ンテナンス <ent>

14 回

ワ イ ピ ング ド ウサ カン カ ク

10 - 9990 カ イ

ワ イ ピ ング

スキャン 　 カ イ スウ ＝　 0

ワ イ ピ ング ド ウサ カン カ ク

10 - 9990 カ イ

ワ イ ピ ング

スキャン 　 カ イ スウ ＝　 0

2 回

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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[ ニアエン ド ] , [ イ ン ク エン ド ] の表示

2 本セ ッ ト の イ ン ク カー ト リ ッ ジの一方がエン ド 、 も う 一方がエン ド 間近の場合、 メ ッ

セージ を表示し ます。
なお、 作図は続行で き ますが、 作図中に イ ン ク が無 く なる場合があ り ます。
速やかに新し い イ ン ク カー ト リ ッ ジに交換し て く だ さ い。

カー ト リ ッ ジ毎の残量表示

リ モー ト モー ド および ロ ーカルモー ド 時に 【ENTER】 キーを押す と、 イ ン ク残量を表

示し ます。 イ ン ク関連のエラーが発生し てい る場合、 【INFORMATION】 キーを押すこ

と で、 現在カー ト リ ッ ジに発生し てい る詳細な ワーニングを表示し ます。 (機能フ ロ ー

チャー ト  [ ロ ーカルモー ド ] (6-42 ページ ) 参照 )

ニアエン ド  : イ ン ク残量が少な く なった場合

イ ン ク残量が少ない色を表示し ます。
以下の表示は、 ブ ラ ッ ク イ ン ク の残量が少ない こ と を示し ています。

イ ン ク エン ド  : イ ン ク残量が全 く 無 く なった場合

イ ン ク が無 く なっ た色を表示し ます。
以下の表示は、 マゼン タ イ ン ク が無 く なっ た こ と を示し ています。

カー ト リ ッ ジ LED の赤 LED が点滅、または [ ニアエン ド ] を表示し た ら、早

めに イ ン ク を交換し て く だ さ い。
交換する カー ト リ ッ ジが無い時は、 絶対に カー ト リ ッ ジ を抜かないで く だ さ
い。 抜いたままにする と、 イ ン ク供給路が乾燥し、 装置が故障し ます。 抜か
れた状態が 10 分継続する と、 装置は ワーニングブザーでお知らせ し ます。

また、 連続作図をする場合は、 イ ン ク残量を確認後、 作図を開始し て く だ さ
い。
作図中に イ ン ク が無 く なる と、 作図を停止し ます。 作図を再開する と、 色が
変わっ て し ま う 場合があ り ます。 原因は、 作図を停止する こ と に よ り 、 作図
再開前後の部分の乾燥時間が異なる ためです。

フ ラ ッ シング BOX 12.3%

INFO キーデ 　 エラー 　 シ ョ ウサイ

ES3 イ ン ク MCYKKYCM

ザン リ ョ ウ 23456789

イ ン ク  シュ ウ リ ョ ウ  マヂカ デス

コ ウ カ ン シテク ダサイ

イ ン ク  ニア エン ド

---- --KK ---- ----

イ ン ク  ガ シュ ウ リ ョ ウ  シマシ タ

コ ウ カ ン シテク ダサイ

イ ン ク  エン ド

MM-- ---- ---- ----
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交換手順

1作図中に、 下記の メ ッ セージ を表示し ます。

[ ニアエン ド ] では、 1 データ を作図する ご と に ロ ーカルモー ド にな り 、 動作を停止し ま
す。 作図が終了し た ら、 手順 2 に進んで く だ さ い。
[ イ ン ク エン ド ] では、 作図は続行でき ません。
また、 作図中に交換する場合には、 カー ト リ ッ ジ LED ( 赤 ) が点灯 / 点滅し ている カー ト
リ ッ ジを交換し て く だ さ い。 カー ト リ ッ ジ LED ( 緑 ) が点灯し ている カー ト リ ッ ジを抜 く
と、 作図が停止し て し まいます。

2新し い イ ン ク と交換し ます。

表示し た色の イ ン ク カー ト リ ッ ジを引き抜いて、 新し い イ ン ク カー ト リ ッ ジをセ ッ ト し ま
す。

3 リ モー ト モー ド に し ます。

連続し て作図でき ます。

カー ト リ ッ ジ LED ( 赤 ) が点灯 / 点滅し ている カー ト リ ッ ジは、 速やかに交

換し て く だ さ い。
交換する カー ト リ ッ ジが無い時は、 絶対に カー ト リ ッ ジ を抜かないで く だ さ
い。 抜いたままにする と、 イ ン ク供給路が乾燥し、 装置が故障し ます。 抜か
れた状態が 10 分継続する と、 装置は ワーニングブザーでお知らせ し ます。

以下の交換手順は、 両カー ト リ ッ ジにエラーが発生し た場合に表示されま
す。

ニアエン ド イ ン ク エン ド

R. 1 > [JV5-01]

イ ン ク  エン ド MCYKKYCM

R. 1 > [JV5-01]

イ ン クニア エン ド MCYKKYCM
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イ ン ク情報を表示する

イ ン ク残量を表示し、 確認で き ます。

操作手順

1 リ モー ト モー ド 時に 【ENTER】 キーを押し ます。

イ ン ク残量を 1 から 9 までの数字で表示し ます。 “1” は イ ン ク残量が少な く 、 数字が大き
く なるほど イ ン ク残量が多い こ と を示し ています。 また、 現在充填し ている イ ン ク タ イ プ
も確認でき ます。

2 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド に戻 り ます。

 イ ン ク残量表示に  “1” が表示されて も、作図は続行で き ます。 [ ニアエン ド ] 
を表示し た ら、 イ ン ク を交換し て く だ さ い。 (3-48 参照 )

HS- イ ン ク MCYKKYCM

ザン リ ョ ウ 34567899

R. ＊ > [JV5-01]

＊＊ . ＊＊ m
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環境温度によ る動作条件を変更する

本装置を設置し ている場所の温度 ( 環境温度 ) が、 使用可能温度範囲から外れている状態

で作図を開始する と、 イ ン ク の吐出不良や色味が変わるなど、 作図品質に悪影響を及ぼす
可能性があ り ます。

こ のよ う な悪影響を回避する ため、 本装置では環境温度が使用可能温度外の場合、 エラー
メ ッ セージ を表示し てお知らせ し ます。

初期状態ではエラー メ ッ セージ を表示するのみで作図を続行し ますが、 作図品質に悪影響
を及ぼ さ ないよ う に、 環境温度が使用可能温度範囲内になる まで待っ てから作図を開始す
る よ う に設定でき ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【FUNCTION】 キーで、 [ マシ ンセ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 [ カ ンキ ョ ウオン ド ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

使用可能温度範囲については、「使用可能温度」 (1-19 ページ ) を参照し て く だ

さ い。

使用可能温度範囲外の場合、 以下のエラー メ ッ セージが表示されます。

エラー メ ッ セージは、 次のいずれかの タ イ ミ ングで表示されます。

1. ロ ーカルモー ド から 【REMOTE】 キーを押し て リ モー ト モー ド に移行する と き
2. オン ラ イ ンデータ を受信し、 作図を開始する と き

＊＊＊＊ ERROR 120 ＊＊＊＊

カ ンキ ョ ウオン ド  ヒ ク イ

＊＊＊＊ ERROR 121 ＊＊＊＊

カ ンキ ョ ウオン ド  タ カ イ

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

マシン セッテイ <ENT>

マシン  セッテイ

カ ンキ ョ ウ  オン ド <ent>

12 ～ 14 回
マシン  セッテイ

カン ソ ウ  ＆ ハイキ フ ァ ン <ent>
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4 【】 【】 キーで動作を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

［ ト ウ タ ツ ヲ  マツ］ : エラーを表示するのみで、 作図を続行し ます。

[ ト ウ タ ツ ヲ  マ タ ナイ ] : 環境温度が使用可能温度範囲内に到達するのを待ち ます。

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

 [ ト ウ タ ツ ヲ  マツ ] をセン タ ク し てい る場合の動作

･ エラーを表示し た後、 使用可能温度範囲に到達待ち である こ と をお知らせす
る メ ッ セージ を表示し ます。

･ 到達を待っている途中で作図を開始し たい場合は、 【ENTER】 キーを押し て
く だ さ い。 到達待ち を中断し、 リ モー ト モー ド に移行するか、 作図を開始し
ます。

･ 到達を待っている途中で ロ ーカルモー ド に切 り 替えたい場合は、 【REMOTE】
キーを押し て く だ さ い。

カンキ ョ ウ  オン ド

セン タ ク : ト ウ タ ツ ヲ マ タナイ

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

＊＊＊＊ ERROR 120 ＊＊＊＊

カ ンキ ョ ウオン ド  ヒ ク イ

カンキ ョ ウオン ド  ヒ ク イカンキ ョ ウオン ド  ヒ ク イ

シバラ ク  オマチク ダサイ
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イ ン ク の有効期限を延長する

通常は期限切れ後 2ヶ月で使用不可と なる イ ン ク の有効期限を、 期限切れの月から 6ヶ月

延長で き ます。
以下の設定 ・ 確認画面は、 本装置の電源を ON に し た と きや、 期限切れの イ ン ク カー ト

リ ッ ジ をセ ッ ト し た と き に表示されます。

操作手順

1設定が必要な と き、 下の画面を表示し ます。

2 【<】 【>】 で、 [YES] を選びます。

イ ン ク期限の延長を し ない と きは、 [NO] を選んで く だ さ い。 こ の場合、 イ ン ク期限が切れ
てから 2ヶ月する と、 イ ン ク が使用できな く な り ます。

3 【ENTER】 キーを押し ます。

イ ン ク期限が延長されます。

一度延長 [YES] を設定し たカー ト リ ッ ジは、 設定の変更ができ ません。

複数の期限切れイ ン ク をセ ッ ト し てから、 期限延長を設定する と、 複数の イ

ン ク の有効期限をま と めて延長で き ます。

 イ ン ク の有効期限を延長し て使用する と、 印刷画質が低下し た り 、 色味の変

化やバンデ ィ ングなど印字品質が低下する可能性があ り ます。 こ の こ と を ご
了解の上、 イ ン ク の有効期限を延長し て く だ さ い。

初期充填では、 期限切れ後 2ヶ月以上が過ぎた イ ン ク を使用する こ と はでき

ません。

 イ ン ク の有効期限を延長し た場合、 イ ン ク期限切れから 6ヶ月が経過する と

デ ィ スプ レ イ に [ カ ンゼン 　 キゲンギ レ ] が表示され、 セ ッ ト し てい る イ ン

ク カー ト リ ッ ジは使用で きな く な り ます。 速やかに新し い イ ン ク カー ト リ ッ
ジ と交換し て く だ さ い。

有効期限を延長し た イ ン ク カー ト リ ッ ジから イ ン ク を供給し てい る と きは、

イ ン ク カー ト リ ッ ジの上にあ る カー ト リ ッ ジ ラ ン プが緑色に点滅し てお知ら
せ し ます。

ユウ コ ウキゲン エンチ ョ ウ  ？ ス イ シ ョ ウ  シナイガ ヨ イ カ ?

Ｙ Ｅ Ｓ ＜ ＞ Ｎ ＯＹ Ｅ Ｓ ＜ ＞ Ｎ Ｏ
交互に表示

ユウ コ ウキゲン ヲ  エンチ ョ ウ シ タ

　 　 　 　 　 　 [ Ｅ Ｎ Ｔ ] ヲ オス
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イ ン ク の有効期限を延長し たカー ト リ ッ ジをセ ッ ト する と

本装置に イ ン ク の有効期限を延長し たカー ト リ ッ ジ をセ ッ ト し てい る状態で電源をオ
ン に し た と きや、 有効期限の延長を設定し たカー ト リ ッ ジ を本機にセ ッ ト する と、 次
の画面を表示し ます。

イ ン ク の有効期限を延長し た と きは

( 例 ) 2010 年 2 月が有効期限の イ ン ク カー ト リ ッ ジ をお使いの場合

･ 期限延長を し なかっ た場合

･ 期限延長を実行し た場合 （  で期限延長実行）

上の画面を交互表示し てい る と き に 【FUNCTION】 キーを押す と、 期限切れ

になっ ている イ ン ク の確認がで き ます。

2 月 3 月 4 月 5 月～

連続印刷
可能

連続印刷
可能

連続印刷
不可能

印刷不可能 （使用不可）

ディスプレイに “ キゲンギレ (2 カゲツ )” または “ カンゼンキゲンギレ
” を表示し、 カートリッジランプが赤色点灯

ディスプレイに " キゲンギレ （1 カゲツ） " を表示し、
カートリッジランプが赤色点滅

ディスプレイに " インクキゲンギレ " を表示

2 月 3 月 4 月 5 月～ 9 月

連続印刷
可能

連続印刷
可能

連続印
刷不可

連続印刷可能
印刷不可能
（使用不可）

連続印刷
可能

連続印刷
可能

連続印刷
不可能

印刷不可能
（使用不可）

連続印刷可能
印刷不可能
（使用不可）

ディスプレイに " カンゼンキゲンギレ " を表示

4 月～ 8 月のいずれのタイミングで期限延長しても、
延長される期間は有効期限から 6 か月です。

交互に表示

キゲンギレ  イ ン ク  シ ヨ ウチュ ウ

ガシツテイ カ ノ  カ ノ ウセイ  ア リ

　 　 　 　 　 　 [ Ｅ Ｎ Ｔ ] ヲ オス

　 　 　 　 　 　 [ Ｅ Ｎ Ｔ ] ヲ オス
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イ ン ク供給経路の切替設定

イ ン ク供給について、 ダブルカー ト リ ッ ジ自動切替機能で優先し て使用する カー ト リ ッ ジ
の状態を選択でき ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【FUNCTION】 キーで、 [ マシ ンセ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 [ イ ン ク  キ ョ ウキュ ウ  ユウ セン ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し
ます。

4 【】 【】 キーで、 優先する カー ト リ ッ ジの状態 を選択し、 【ENTER】 キーを押
し ます。

ザンリョウ : 残量が少ない イ ン ク カー ト リ ッ ジから供給する

ユウコウキゲン : 有効期限が短い イ ン ク カー ト リ ッ ジから供給する

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

 こ こ での設定に関わら ず、 有効期限が切れた イ ン ク カー ト リ ッ ジがセ ッ ト さ

れてい る場合は、 期限切れのカー ト リ ッ ジ を優先し て使用し ます。

オプ シ ョ ンのバルク イ ン ク システム (MBIS) をお使いの場合、両方のス ロ ッ ト

でバルク イ ン ク システム （MBIS） をセ ッ ト し ていれば、 こ こ で行 う 設定が

有効にな り ます。

同色の供給経路に イ ン ク カー ト リ ッ ジ と バルク イ ン ク システム(MBIS)が混在

し てい る場合は、 次ページの設定を ご参照 く だ さ い。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

マシン セッテイ <ENT>

マシン セッテイ

カ ン ソ ウ  ＆ ハイキ フ ァ ン <ent>

マシン  セッテイ

イ ン ク  キ ョ ウキュ ウ  ユウセン <ent>

8 ～ 10 回

イ ン ク  キ ョ ウキュ ウ  ユウセン

ユウセン : ザン リ ョ ウ

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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イ ン ク カー ト リ ッ ジ と MBIS を混在し ている場合

同色の供給経路に イ ン ク カー ト リ ッ ジ と オプシ ョ ンのバルク イ ン ク システム (MBIS) を

混在し て使用し てい る場合、 優先し て使用する イ ン ク を選択で き ます。

操作手順

1 ロ ーカルまたは リ モー ト モー ド で、 【ENTER】 キーを押し ます。

2 【REMOTE】 キーを押し ます。

現在、 供給し ている側を表示し ます。

B : バルク イ ン ク システム (MBIS)
C : イ ン ク カー ト リ ッ ジ

－ : 混在し ていない

3 【】 【】 【<】 【>】 キーで、 供給経路と、 ど ち ら を優先するか設定し ます。

経路の選択 : 【<】 【>】 キーで選びます。

優先する側を設定 : 【】 【】 キーで入力し ます。

4 【ENTER】 キーを押し ます。

ロ ーカルまたは リ モー ト モー ド に戻 り ます。

通常、 同色の イ ン ク供給経路に イ ン ク カー ト リ ッ ジ と バルク イ ン ク システム

(MBIS) を混在し て使用する場合、 バルク イ ン ク システム (MBIS) 側の イ ン ク

を優先し て使用し ます。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジ と バルク イ ン ク システム(MBIS)が混在し ている供給経路

がない場合は、 本機能は設定で き ません。

本機能で選択し てい る カー ト リ ッ ジ を引き抜 く か電源を入れ直す と設定は無

効と な り ます。

ES3- イ ン ク

ザン リ ョ ウ

M C Y K K Y C M

5 9 9 5 9 5 9 5

BULK/CART セン タ ク

B - - B - B - C

BULK/CART セン タ ク

C - - B - B - C
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電源をオフ にする

プ リ ン ターの使用が終了し た ら、 前面にあ る電源ス イ ッ チを押し てオフ に し ます。
電源をオフ にする際は、 データ を受信し ていないか、 未出力のデータ が残っ ていないかを
確認し て く だ さ い。
また、 ヘッ ド がキャ ッ ピ ングステーシ ョ ン にある こ と を確認し て く だ さ い。

操作手順

1前面にあ る電源ス イ ッ チを押し ます。

電源ス イ ッ チのラ ン プが消灯し ます。

背面にあ る主電源ス イ ッ チはオフ に し ないで く だ さ い。 定期的に電源がオン

にな り ノ ズル詰ま り 防止機能が動作し ます。 ( フ ラ ッ シ ング機能 ) 

主電源ス イ ッ チがオフ状態で長時間放置する と、 ノ ズルが詰ま り 、 サービ ス

エン ジニアによ る修理が必要にな り ます。

フ ロ ン ト カバー / メ ンテナンスカバーは閉めたままに し て く だ さ い。 カバー

が開いている と ノ ズル詰ま り 防止機能が動作し ません。

電源ス イ ッ チをオフ にする と、 本装置の排気フ ァ ン も停止し ます。 換気のた

め、 作図直後は電源をオフ に し ないで く だ さ い。

キャ ッ ピ ング し ていないまま電源をオフ し た場合は、 再度電源をオンに し て

く だ さ い。 ヘッ ド がキャ ッ ピ ングステーシ ョ ン に戻 り 、 ヘッ ド の乾燥を防ぎ
ます。
作図中に電源をオフする と、 ヘッ ド がキャ ッ ピ ングステーシ ョ ンに格納され
ない場合があ り ます。 キャ ッ ピ ング し ていない状態で長時間放置する と ノ ズ
ル詰ま り の原因にな り ます。

装置の移動等によ り 主電源ス イ ッ チをオフ にする場合で も、 必ず装置前面に

あ る電源ス イ ッ チを押し て電源のオフ を確認し てから主電源ス イ ッ チをオフ
に し て く だ さ い。
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日常のお手入れ

本装置の精度を保ちなが ら末永 く お使いいただけ る よ う 、 使用頻度に応じ て、 または定期
的にお手入れを し て く だ さ い。

お手入れ上のご注意

ア イ コ ン 内容

メ ンテナンス用洗浄液を使用する場合は、 必ず付属の保護メ ガネを使用し て く だ さ い。
( ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 )

イ ン ク は有機溶剤を使用し ています。 皮膚に直接付かないよ う に、 清掃の際は手袋を着
用し て く だ さ い。 ( ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 )

本装置を、 絶対に分解し ないで く だ さ い。 感電および破損する原因にな り ます。
また、 お手入れは主電源ス イ ッ チをオフ に し、 電源ケーブルを抜いてから行って く だ さ
い。 思わぬ事故が発生する原因と な り ます。

本装置の内部に水気が入ら ないよ う に し て く だ さ い。 内部が濡れる と、 感電および破損
する原因にな り ます。

本装置は イ ン ク の吐出安定性を確保するために、 長時間ご使用 ( 作図 ) されない と きに
は、 定期的に微量の イ ン ク を吐出 ( フ ラ ッ シ ング ) させる必要があ り ます。
長時間使用されない と きには、 前面の電源ス イ ッ チのみを  OFF と し、 背面の主電源ス
イ ッ チは ON ( ｜の状態 ) および コ ンセン ト は挿入し た状態に し ておいて く だ さ い。

有機溶剤イ ン ク は、 水やアルコール と混ざ る と凝集物が発生いた し ます。
ヘッ ド の ノ ズル面やワ イ パー、 キャ ッ プ等を水、 アルコールなど で拭かないで く だ さ
い。 ノ ズル詰ま り や故障の原因にな り ます。 ( ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 )

ベン ジ ン、 シ ンナーや研磨剤の入っ た薬品は使用し ないで く だ さ い。 カバーの表面が変
質 ・ 変形する恐れがあ り ます。

本装置の内部に潤滑油など を注油し ないで く だ さ い。 プ ロ ッ タ機構が故障する恐れがあ
り ます。

メ ンテナンス用洗浄液やイ ン ク が、 カバーに付着し ないよ う に注意し て く だ さ い。 カ
バーの表面が変質、 変形し ます。
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メ ンテナンス洗浄液について

メ ンテナンス洗浄液は、 お使いになる イ ン ク に対応し た も のをお使い く だ さ い。

外装のお手入れ

本体の外装が汚れた場合は、 柔らかい布に水、 または水で薄めた中性洗剤を含ませ、
堅 く し ぼってから拭き取っ て く だ さ い。

プ ラテンの清掃

プ ラテン上は、 メ デ ィ アを カ ッ ト する ため、 糸や紙粉等で汚れます。
やわらかい毛のハケや乾いた布、 ペーパータオルなど で汚れを拭き取 り ます。
イ ン ク が付着し てい る場合は、 メ ンテナンス用洗浄液をペーパータオルに含ませ、 拭
き取 り ます。
また、 プ ラテン を清掃する と きには、 メ デ ィ ア押さ え用の溝や、 用紙カ ッ ト 用の溝 (
カ ッ ターラ イ ン ) などは特に汚れがたま り やすい場所ですから、 入念な清掃をお願い し

ます。

ソルベン ト イ ン ク
ソルベン ト イ ン ク用メ ンテナンス洗浄液 200 (SPC-0369)
MILD SOLVENT 洗浄液カー ト リ ッ ジ （SPC-0294）

水性イ ン ク
洗浄液ボ ト ルキ ッ ト A29 （SPC-0137） [ 別売 ]
水性洗浄液カー ト リ ッ ジ （SPC-0259） [ 別売 ]

プ ラテンの清掃は、 プ ラテンの温度が十分下がっ た状態で行って く だ さ い。
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メ デ ィ アセンサーの清掃

綿棒でセンサーの表面にたま っ たホ コ リ 等を取 り 除いて く だ さ い。

メ デ ィ ア押さ えの清掃

メ デ ィ アのカ ッ ト く ずやホ コ リ が メ デ ィ ア押さ え と プ ラテンの間にたま っ て、 メ デ ィ
アの搬送が正常に行えなかっ た り 、 ノ ズルに付着し て正常な作図がで きな く なる恐れ
があ り ます。 こ まめな清掃をお願い し ます。
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メ ンテナンスカバーオープ ン

各清掃の際は、 メ ンテナンスカバーを外し ます。 清掃の内容に よ っ て、 左右ど ち らか
の メ ンテナンスカバーを外す必要があ り ますので、 次の手順で メ ンテナンスカバーを
外し て く だ さ い。

 メ ンテナンスカバーを開けた際、 リ ニアエン コ ーダスケールの読み取 り 面に

は触れないで下さ い。 また、 読み取 り 面に汚れや傷が付かないよ う に注意し
て く だ さ い。

皮脂など の付着に よ り 、 作図品質低下の恐れがあ り ますので、 ワ イ パー部に

は素手で触れないで く だ さ い。

リ ニアエン コ ーダスケール

ワ イ パー
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作業手順

1 メ ンテナンスカバー上部の 2 個のネジ を外し ます。

2 メ ンテナンスカバーの上部が垂直になる よ う 、 フ レームの軸を支点に し て手前に
倒し ます。

3 メ ンテナンスカバーを、 上方へ引き抜き ます。

フ レームの軸
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ワ イ パー と キャ ッ プの清掃 [ キャ リ ッ ジア ウ ト ]

キャ ッ プは、 ヘッ ド の ノ ズルが乾燥によ り 、 目詰ま り するのを防止し ます。
ワ イ パーは、 ヘッ ド の ノ ズル面に付着し た イ ン ク を拭き取 り ます。
本装置を使用し ている と、 イ ン クやホ コ リ 等で ワ イ パーやキャ ッ プが汚れてき ます。
ク リ ーニング機能 (ヘッ ド の配列と テス ト パ ターンの関係 (3-29 ページ ) 参照 ) を実行し て

も ノ ズル抜けが解消されない場合は、 洗浄キ ッ ト と綿棒を使用し て清掃を行います。

画質や本装置の状態を良好に保つため、 こ まめに清掃される こ と をお勧め し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【ST.MAINT】 キーを押し、 【ENTER】 キーを押し ます。

[ キャ リ ッ ジア ウ ト ] を表示後、 【ENTER】 キーを押すこ と で、 キャ リ ッ ジがプ ラテン上に
移動し ます。

清掃に必要な道具

ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 水性イ ン ク / 昇華転写イ ン ク を

ご使用の場合

メ ンテナンス用洗浄液 (SPC-0369) 洗浄液ボ ト ルキ ッ ト A29 (SPC-0137)

綿棒 綿棒

スポイ ト スポ イ ト

手袋 手袋

ゴーグル ゴーグル

必ず付属の手袋 ( ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 ) と ゴーグルを着用し て作

業を行っ て く だ さ い。 イ ン ク が目に入る場合があ り ます。

キャ リ ッ ジ を、 手でキャ ッ ピ ングステーシ ョ ンから出さ ないで く だ さ い。

キャ リ ッ ジは以下の操作手順で動か し て く だ さ い。

清掃には、 ク リ ーンステ ィ ッ ク の使用をお勧め し ます。 綿棒を使用する と、

繊維が残 り 、 作図不良の原因になる こ と があ り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ アウ ト <ent>
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3 メ ンテナンスカバーを開けます。

4 ワ イ パー両端の突起を持っ て ワ イ パーを引き抜き ます。

5 ワ イ パー と ブ ラケ ッ ト に付着し た イ ン ク を、 メ ンテナンス洗浄液を含ませた綿棒
で取 り 除き ます。

汚れ、 曲が り がひど い場合は、 新し い ワ イ パー と交換し ます。 本操作を終了

後、 ワ イ パー交換手順に従っ て、 ワ イ パーを交換し て く だ さ い。
(4-57 参照 )
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6 ワ イ パーの清掃が終わっ た ら、 両端の突起を持って、 元の位置に差し込みます。

ワ イ パーの向き を間違えないよ う に注意し て く だ さ い。

7 キャ ッ プのゴムや、 ワ イ パーカバーに付着し た イ ン ク等を、 メ ンテナンス洗浄液 
を含ませた綿棒で拭き取 り ます。

綿棒の繊維が残ら ないよ う に注意し て く だ さ い。 繊維が残っている と、 作図不良の原因に
な り ます。

8 メ ンテナンスカバーを閉じ、 【ENTER】 キーを押し ます。

初期動作後、 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

イ ン クキャ ッ プ

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

シュ ウ リ ョ ウ :ent

＊ シ ョ キカ チュ ウ  ＊

シバラ ク  オマチク ダサイ
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ノ ズルの洗浄 [ ノ ズルセン ジ ョ ウ ]

イ ン ク の凝固によ る イ ン ク詰ま り が発生するのを防止する ために、 ヘッ ド ノ ズルの洗浄を
実行し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【ST.MAINT】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ノ ズル セン ジ ョ ウ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

キャ リ ッ ジが動いて、 ステーシ ョ ン上から移動し ます。

必ず付属のゴーグル と手袋を着用し て作業を行っ て く だ さ い。

イ ン ク は有機溶剤を使用し ています。 皮膚や目に入っ た場合は、 直ち に水で
十分に洗い流し て く だ さ い。 ( ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 )

 こ の洗浄を何回か実行し て も ノ ズル抜けが解消されない場合は、 [ イ ン ク

ジ ュ ウ テン ] ( ノ ズル詰ま り が復旧し ない場合 [ イ ン ク  ジ ュ ウ テン ] (3-31
ページ ) 参照 ) 、 [ ハイ シ ュ ツ & セン ジ ョ ウ ] ([ ハ イ シ ュ ツ & セン ジ ョ ウ ] 
(5-6 ページ ) 参照 ) 機能を実行し て く だ さ い。 それで も解消されない場合

は、 販売店または弊社営業所に ご連絡 ( サービ ス コ ール ) く だ さ い。

2 本セ ッ ト 共に [ ニアエン ド ]、[ イ ン ク エン ド ] を検出し てい る場合、 ノ ズル

洗浄など の ク リ ーニング ( イ ン ク吸引 ) 動作を行いません。 [ ニアエン ド ] 未
検出のカー ト リ ッ ジに交換し て く だ さ い。

清掃には、 ク リ ーンステ ィ ッ ク の使用をお勧め し ます。 綿棒を使用する と、

繊維が残 り 、 作図不良の原因になる こ と があ り ます。

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ ア ウ ト <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

ノ ズル センジ ョ ウ <ent>

2 回



ノズルの洗浄 [ ノズルセンジョウ ]
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3 メ ンテナンスカバーを開けます。

4 ワ イ パー両端の突起を持っ て ワ イ パーを引き抜き ます。

5 ワ イ パー と ブ ラケ ッ ト 、 および ワ イ パー差し込み口周辺に付着し た イ ン ク を、 メ
ンテナンス洗浄液を含ませた綿棒で取 り 除き ます。

汚れ、 曲が り がひど い場合は、 新し い ワ イ パー と交換し ます。 本操作を終了

後、 ワ イ パー交換手順に従っ て、 ワ イ パーを交換し て く だ さ い。
(4-57 参照 )



4 日常のメンテナンスについて
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6 ワ イ パーの清掃が終わっ た ら、 両端の突起を持って、 元の位置に差し込みます。

ワ イ パーの向き を間違えないよ う に注意し て く だ さ い。

7 【ENTER】 キーを押し ます。

8 スポ イ ト で メ ンテナンス洗浄液を と り 、 キャ ッ プ一杯になる まで垂ら し ます。

9 メ ンテナンスカバーを閉め、 【ENTER】 キーを押し ます。

10【】 【】 キーで、 放置する時間を設定し ます。

通常は 「1 分」 で設定し ます。

ワ イパー ト  ブラケッ ト  ヲ

ク リ ーニング スル

ワ イパー ク リ ーニング

シュ ウ リ ョ ウ  ( ツギヘ ) :ent

イ ン ク キャ ッ プ

キャ ッ プ イ ッパイ  ニ

センジ ョ ウエキ ヲ ミ タ ス

センジ ョ ウエキ ヲ ミ タ ス

シュ ウ リ ョ ウ  ( ツギヘ ) :ent

ホウチ スル ジカ ン ヲ ニュ ウ リ ョ ク

1 - 99min

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

ホウチ ジカ ン :1min

入力範囲 :

1 ～ 99 分

(1 分単位 )



ノズルの洗浄 [ ノズルセンジョウ ]
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11【】 【】 キーで、 ノ ズル洗浄後の自動パ ワーオフ選択を設定し ます。

[ パ ワーオフ ] : シナイ ( デフ ォル ト ) ： パ ワーオフ し ません。
スル : ノ ズル洗浄終了後に自動でパ ワーオフ し ます。

12【ENTER】 キーを押し ます。

キャ リ ッ ジがステーシ ョ ン に戻 り 、 洗浄液吸引 / ク リ ーニング動作のため、 設定し た時間
ノ ズルをキャ ッ プ し、 以下の表示が放置時間のあいだ続き ます。
設定し た放置時間が経過する と、 初期動作を行い、 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

自動パ ワーオフ選択画面で 【FUNCTION】 キーを押す と、 ノ ズル洗浄後の

ク リ ーニング タ イ プが選択可能です。

[ ク リ ーニング タ イ プ ] : ノ ーマル、 ソ フ ト 、 ハー ド

FUNC. デ 　CL タ イ プ 　 セッ ト .

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

パワーオフ : シナイ

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

ク リ ーニング タ イ プ : ノ ーマル

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

＊ シ ョ キカ チュ ウ  ＊

シバラ ク  オマチク ダサイ

  ア ト シ ョ リ  ヲ オコナッテイ マス  .

シバラ ク  オマチク ダサイ .

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

01:00

残 り 時間が 20 秒以上の表示

残 り 時間が 20 秒を切る と

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

＊＊＊＊＊ -------------------------------------

  ア ト シ ョ リ  ヲ オコナッテイ マス  .

シバラ ク  オマチク ダサイ .
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イ ン ク排出路の洗浄 [ ハイ ロ セン ジ ョ ウ ]

[PUMP チューブセン ジ ョ ウ ] 機能が実行で きない場合、 本機能を使います。

イ ン ク の排出路内において、 イ ン ク の凝固によ る イ ン ク詰ま り が発生する場合があ り ま
す。 こ の イ ン ク詰ま り を防止するため定期的に ( ソルベン ト イ ン ク をお使いの場合は、 1
週間に 1 回程度 ) 排出路内を洗浄し て く だ さ い。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【ST.MAINT】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ハイ ロ  セン ジ ョ ウ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

キャ リ ッ ジが動いて、 ステーシ ョ ン上から移動し ます。
空吸引動作が始ま り ます。 吸引動作 -5 秒、 停止時間 -10 秒をそれぞれ交互に動作し続けま
す。

必ず付属のゴーグル と手袋を着用し て作業を行っ て く だ さ い。

イ ン ク は有機溶剤を使用し ています。 皮膚や目に入っ た場合は、 直ち に水で
十分に洗い流し て く だ さ い。 ( ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 )

キャ リ ッ ジ を手でキャ ッ ピ ングステーシ ョ ンから出さ ないで く だ さ い。 キャ

リ ッ ジは、 [ ステーシ ョ ン メ ンテナンス ] 機能を選択し て動か し ます。

ポン プが詰ま っ ていないか確認し ま し ょ う 。 ポン プが詰ま っ てい る と、 ク

リ ーニング機能が正常に働き ません。 [ ハイ ロ セン ジ ョ ウ ] を実行し た と き、

洗浄液がキャ ッ プから流れず溜ま っ たままになって し ま う 場合は、 ポン プが
詰ま っ ている可能性があ り ます。 ポン プが詰ま って し ま っ た と きは、 弊社テ
ク ニカルコ ールセン ターにお問合せ く だ さ い。

廃イ ン ク タ ン ク に異常があ っ た場合は、 以下の メ ッ セージ を表示し ます。

画面の指示に従っ て、 異常復旧し て く だ さ い。

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ ア ウ ト <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

ハイ ロ  センジ ョ ウ <ent>

3 回

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ガ ナイ カ

タ ン ク  FULL デス

タ ン ク  セッ ト  マ タハ コ ウ カ ン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ヲ

コ ウ カ ン シテク ダサイ

タ ン ク  コ ウ カン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ



インク排出路の洗浄 [ ハイロセンジョウ ]
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3 メ ンテナンスカバーを開けます。

4 スポ イ ト で メ ンテナンス洗浄液を と り ます。

空吸引が停止し ている間に、 キャ ッ プから あふれる寸前まで メ ンテナンス洗浄液 を垂ら し
ます。
同様に、 すべてのキャ ッ プに対し て メ ンテナンス洗浄液を垂ら し ます。

5 メ ンテナンスカバーを閉め、 【ENTER】 キーを押し ます。

6 30 秒間、 空吸引を実行し、 初期動作後、 ロ ーカルモー ド にな り ます。

イ ン ク キャ ッ プ

キュ ウ イ ン テイ シチュ ウ  ニ キャ ッ プ

ヲ センジ ョ ウエキ デ ミ タ ス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

シュ ウ リ ョ ウ :ent

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

＊ シ ョ キカ チュ ウ  ＊

シバラ ク  オマチク ダサイ
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長期間使用し ない場合 [ ホカ ンセン ジ ョ ウ ]

1 週間以上使用し ない場合は、 保管洗浄機能を使用し、 ヘッ ド の ノ ズル と イ ン ク の排路を

ク リ ーニング し て く だ さ い。 その後、 本装置を保管し て く だ さ い。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【ST.MAINT】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ホカ ン  セン ジ ョ ウ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

キャ リ ッ ジが動いて、 ステーシ ョ ン上から移動し ます。

3 メ ンテナンスカバーを開けます。

必ず付属のゴーグル と手袋を着用し て作業を行っ て く だ さ い。

イ ン ク は有機溶剤を使用し ています。 皮膚や目に入っ た場合は、 直ち に水で
十分に洗い流し て く だ さ い。 ( ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 )

 [ ニアエン ド ]、 [ イ ン ク エン ド ] を検出し たカー ト リ ッ ジがあ る と、 ノ ズル洗

浄など の ク リ ーニング ( イ ン ク吸引 ) 動作を行いません。 [ ニアエン ド ] 未検

出のカー ト リ ッ ジに交換し て く だ さ い。

清掃には、 ク リ ーンステ ィ ッ ク の使用をお勧め し ます。 綿棒を使用する と、

繊維が残 り 、 作図不良の原因になる こ と があ り ます。

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ ア ウ ト <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

ホカ ン センジ ョ ウ <ent>

4 回



長期間使用しない場合 [ ホカンセンジョウ ]
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4 ワ イ パー両端の突起を持っ て ワ イ パーを引き抜き ます。

5 ワ イ パー と ブ ラケ ッ ト に付着し た イ ン ク を、 メ ンテナンス洗浄液を含ませた綿棒
で取 り 除き ます。

6 ワ イ パーの清掃が終わっ た ら、 両端の突起を持って、 元の位置に差し込みます。

ワ イ パーの向き を間違えないよ う に注意し て く だ さ い。

7 【ENTER】 キーを押し ます。

汚れ、 曲が り がひど い場合は、 新し い ワ イ パー と交換し ます。 本操作を終了

後、 ワ イ パー交換手順に従っ て、 ワ イ パーを交換し て く だ さ い。
(4-57 参照 )

ワ イパー ト  ブラケッ ト  ヲ

ク リ ーニング スル

ワ イパー ク リ ーニング

シュ ウ リ ョ ウ  ( ツギヘ ) :ent
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8 スポ イ ト で メ ンテナンス洗浄液を と り 、 キャ ッ プ一杯になる まで垂ら し ます。

9 メ ンテナンスカバーを閉め、 【ENTER】 キーを押し ます。

10【】 【】 キーで、 放置する時間を設定し ます。

通常は 「1 分」 で設定し ます。

11【ENTER】 キーを押し ます。

ノ ズルの洗浄を実行し ます。
ノ ズルの洗浄が終了する と、 ヘッ ド がプ ラテン上に移動し ます。

イ ン ク キャ ッ プ

キャ ッ プ イ ッパイ  ニ

センジ ョ ウエキ ヲ ミ タ ス

センジ ョ ウエキ ヲ ミ タ ス

シュ ウ リ ョ ウ  ( ツギヘ ) :ent

ホウチ スル ジカ ン ヲ ニュ ウ リ ョ ク

1 - 99min

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

ホウチ ジカ ン :1min

入力範囲 :

1 ～ 99 分

(1 分単位 )

キュ ウ イ ン テイ シチュ ウ  ニ キャ ッ プ

ヲ センジ ョ ウエキ デ ミ タス .

＊ シ ョ キカ チュ ウ  ＊

シバラ ク  オマチク ダサイ

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

01:00

残 り 時間が 20 秒以上の表示

残 り 時間が 20 秒を切る と

ステーシ ョ ン メ ンテナンス
＊＊＊＊＊ -------------------------------------

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

シュ ウ リ ョ ウ :ent

  ア ト シ ョ リ  ヲ オコ ナッテイ マス  

シバラ ク  オマチク ダサイ .

  ア ト シ ョ リ  ヲ オコナッテイ マス  .

シバラ ク  オマチク ダサイ .



長期間使用しない場合 [ ホカンセンジョウ ]
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12メ ンテナンスカバーを開け、 スポ イ ト で メ ンテナンス洗浄液 を と り 、 キャ ッ プ一
杯になる まで垂ら し ます。

空吸引動作は断続的に行っているため、 数回こ の作業を繰 り 返し、 イ ン ク の排路を ク リ ー
ニング し ます。 作業は、 すべてのキャ ッ プに対し て行います。

13メ ンテナンスカバーを閉め、 【ENTER】 キーを押し ます。

30 秒間空吸引を実行し ます。 ヘッ ド がステーシ ョ ンに戻 り 、 初期動作後、 ロ ーカルモー ド
にな り ます。

イ ン ク キャ ッ プ

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

＊ シ ョ キカ チュ ウ  ＊

シバラ ク  オマチク ダサイ
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[PUMP チューブセン ジ ョ ウ ] を行 う 前に

[PUMP チューブセン ジ ョ ウ ] または [ ワ イ パーセン ジ ョ ウ ] を実行する際は、 必ず メ ンテ

ナンス洗浄液がチューブ内に充填されてい る必要があ り ます。

メ ンテナンス洗浄液の充填 [ メ ンテナンス セン ジ ョ ウ エキ ]

ワ イ パー洗浄、 ポン プチューブ洗浄で使用する、 専用洗浄液を充填 ・ 排出し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ヘッ ド  メ ンテナンス ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 [ メ ンテナンス セン ジ ョ ウ エキ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し
ます。

4 こ こ で 【】 【】 キーを押す と、 [ ジ ュ ウ テン ] と  [ ハ イ シ ュ ツ ] を選択でき ます。

廃イ ン ク タ ン ク に異常があ っ た場合は、 以下の メ ッ セージ を表示し ます。

画面の指示に従っ て、 異常復旧し て く だ さ い。

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ガ ナイ カ

タ ン ク  FULL デス

タ ン ク  セッ ト  マ タハ コ ウ カ ン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ヲ

 コ ウ カ ン シテク ダサイ

タ ン ク  コ ウ カン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

ヘッ ド  メ ンテナンス <ent>

2 回

ヘッ ド  メ ンテナンス

メ ンテナンス センジ ョ ウエキ <ent>

ヘッ ド  メ ンテナンス

イ ン ク  ジュ ウテン <ent>

2 回

メ ンテナンス センジ ョ ウエキ

ハイ シュツ <ent>

メ ンテナンス センジ ョ ウエキ

ジュ ウテン <ent>

手順 5 へ 手順 11 へ
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5 【ENTER】 キーで下の階層へ進み、 メ ンテナンス用洗浄液を充填し ます。

カー ト リ ッ ジをセ ッ ト する と、 充填が始ま り ます。
洗浄液を吸引し、 チューブ内を洗浄液で満た し ます。
初めての充填時は手順 6 へ、 排出後の充填時は手順 9 へ進みます。

初めての充填時

6画面の指示に従っ て、 充填液カー ト リ ッ ジ をセ ッ ト し ます。

7 メ ンテナンス用洗浄液を充填し ます。

8 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

充填液カー ト リ ッ ジに異常を検出し た場合は、 以下のいずれかの画面を表示

し ます。

カー ト リ ッ ジ ヲ

ハズシテ ク ダサイ

カー ト リ ッ ジ  :  ア リ

初めての充填時 ( 手順 6 へ ) 排出後の充填時 ( 手順 9 へ )

ジュ ウテン エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

ハズシテ ク ダサイ

カー ト リ ッ ジ  :  ア リ

ジュ ウテン エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

セッ ト シテ ク ダサイ

カー ト リ ッ ジ  :  ナシ

カー ト リ ッ ジ ヲ

ハズシテ ク ダサイ

カー ト リ ッ ジ  :  ア リ

ジュ ウテン エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

セッ ト シテ ク ダサイ

カー ト リ ッ ジ  :  イ ジ ョ ウ

ジュ ウテン エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

セッ ト シテ ク ダサイ

カー ト リ ッ ジ  :  END

または

ジュ ウテン チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊＊＊ ---------------

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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排出後の充填時

9画面の指示に従っ て、 洗浄液カー ト リ ッ ジ をセ ッ ト し ます。

10メ ンテナンス洗浄液を充填し ます。

11メ ンテナンス洗浄液を排出し ます。

12【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

洗浄液カー ト リ ッ ジに異常を検出し た場合は、 以下の画面を表示し ます。

センジ ョ ウエキ カー ト リ ッ ジ ヲ

セット スル .

カー ト リ ッ ジ  :  ナシ

ジュ ウテン エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

ハズシテ ク ダサイ

カー ト リ ッ ジ  :  ア リ

センジ ョ ウエキ カー ト リ ッ ジ ヲ

セット スル .

カー ト リ ッ ジ  :  イ ジ ョ ウ

センジ ョ ウエキ カー ト リ ッ ジ ヲ

セット スル .

カー ト リ ッ ジ  :  END

センジ ョ ウエキ キュ ウ イ ン チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

00:30

センジ ョ ウエキ キュ ウ イ ン チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊＊＊ ---------------

残 り 時間が 20 秒以上の表示 残 り 時間が 20 秒を切る と

残 り 時間が 20 秒以上の表示 残 り 時間が 20 秒を切る と

センジ ョ ウエキ カー ト リ ッ ジ ヲ

ハズス .

カー ト リ ッ ジ  :  ア リ

センジ ョ ウエキ ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

00:30

センジ ョ ウエキ ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊＊＊ ---------------

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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PUMP チューブセン ジ ョ ウ

本装置に搭載されてい る  4 つのポン プの う ち、 イ ン ク吸引用の 2 つのポン プの洗浄を行い

ます。
洗浄液吸引ポン プ を駆動し て、 イ ン ク キャ ッ プ、 イ ン ク排出路、 イ ン ク吸引用ポン プの
チューブ内を洗浄し ます。
洗浄液未充填状態、 洗浄液カー ト リ ッ ジ、 廃イ ン ク タ ン ク に ワーニングが発生し てい る場
合は、 洗浄はでき ません。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【ST.MAINT】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

洗浄液カー ト リ ッ ジス ロ ッ ト には、 専用洗浄液カー ト リ ッ ジ以外は、 挿入し

ないで く だ さ い。

 [PUMP チューブセンジ ョ ウ ] を実行する前に、メ ンテナンス洗浄液がチューブ

内に充填されている必要があ り ます。 メ ンテナンス洗浄液の充填方法につい
ては、 第 4 章 [ [PUMP チューブセン ジ ョ ウ ] を行 う 前に ] を参照し て く だ さ

い。 (4-20 参照 )

廃イ ン ク タ ン ク に異常があ っ た場合は、 以下の メ ッ セージ を表示し ます。

画面の指示に従っ て、 異常復旧し て く だ さ い。

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ガ ナイ カ

タ ン ク  FULL デス

タ ン ク  セッ ト  マ タハ コ ウ カ ン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ヲ

コ ウ カ ン シテク ダサイ

タ ン ク  コ ウ カン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ ア ウ ト <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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2 【】 キーで、 [PUMP チューブセン ジ ョ ウ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ま
す。

3 ポン プチューブ内を洗浄し ます。

洗浄液充填の必要があ る場合は、 以下の画面を表示し ます。

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

PUMP チューブセンジ ョ ウ <ent>

5 回

メ ンテナンス センジ ョ ウエキ ヲ

ジュウテン シテクダサイ .
＊＊＊＊＊ ERROR 30 ＊＊＊＊＊

オペレーシ ョ ン エラー

残 り 時間が 20 秒以上の表示 残 り 時間が 20 秒を切る と

センジ ョ ウ  チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

PUMP チューブセンジ ョ ウ

00:30

センジ ョ ウ  チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

PUMP チューブセンジ ョ ウ

＊＊＊＊＊＊＊ ---------------
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ワ イ パーセン ジ ョ ウ

ワ イ パーを ワ イ パー Box へ収納し、 ワ イ パーの洗浄を行います。

洗浄液未充填、 洗浄液カー ト リ ッ ジナシの ワーニングが発生し ている場合は、 洗浄でき ま
せん。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【ST.MAINT】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ワ イ パーセン ジ ョ ウ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 ワ イ パーに、 メ ンテナンス洗浄液の点滴が行われます。

終了後、 キャ リ ッ ジがプ ラテン上に移動し ます。

 [ ワ イ パーセン ジ ョ ウ ] を実行する前に、 メ ンテナンス洗浄液がチューブ内に

充填されてい る必要があ り ます。 メ ンテナンス洗浄液の充填方法について
は、 次のページ を参照し て く だ さ い。
([PUMP チューブセンジ ョ ウ ] を行う前に (4-20 ページ ) 参照 )

清掃には、 ク リ ーンステ ィ ッ ク の使用をお勧め し ます。 綿棒を使用する と、

繊維が残 り 、 作図不良の原因になる こ と があ り ます。

洗浄液充填の必要があ る場合は、 以下の画面を表示し ます。

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ ア ウ ト <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

ワ イパー センジ ョ ウ <ent>

6 回

メ ンテナンス センジ ョ ウエキ ヲ

ジュウテン シテクダサイ .
＊＊＊＊＊ ERROR 30 ＊＊＊＊＊

オペレーシ ョ ン エラー

センジ ョ ウ  チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

ワ イパー センジ ョ ウ

＊＊＊＊＊＊＊ ---------------
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4 メ ンテナンスカバーを開けます。

5 ワ イ パー両端の突起を持っ て ワ イ パーを引き抜き ます。

6 ワ イ パー と ブ ラケ ッ ト に付着し た イ ン ク を、 メ ンテナンス洗浄液を含ませた綿棒
で取 り 除き ます。

汚れ、 曲が り がひど い場合は、 新し い ワ イ パー と交換し ます。 本操作を終了

後、 ワ イ パー交換手順に従っ て、 ワ イ パーを交換し て く だ さ い。
(4-57 参照 )
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7 ワ イ パーの清掃が終わっ た ら、 両端の突起を持って、 元の位置に差し込みます。

ワ イ パーの向き を間違えないよ う に注意し て く だ さ い。

8 ワ イ パーカバーに付着し た イ ン ク等を、 メ ンテナンス洗浄液を含ませた綿棒で拭
き取 り ます。

綿棒の繊維が残ら ないよ う に注意し て く だ さ い。 繊維が残っている と、 作図不良の原因に
な り ます。

9 メ ンテナンスカバーを閉じ、 【ENTER】 キーを押し ます。

初期動作後、 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

＊ シ ョ キカ チュ ウ  ＊

シバラ ク  オマチク ダサイ

ワ イパーヲ フ イテク ダサイ .

ワ イパーセンジ ョ ウ

シュ ウ リ ョ ウ : ent
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ヘッ ド 周辺の清掃 [ キャ リ ッ ジ メ ンテナンス ]

ヘッ ド その も のは非常に微細な メ カニズムを採用し てお り ますので、 お手入れの際には十
分な注意が必要です。
スラ イ ダ下部、 ヘッ ド 周辺にゲル状になっ た イ ン クや、 ホ コ リ が付着する こ と があ り ます
ので、 綿棒など で こす り 落と し て く だ さ い。 その際、 ヘッ ド の ノ ズル部分は絶対に こすら
ないよ う に し て く だ さ い。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ キャ リ ッ ジ メ ンテナンス ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 [ キャ リ ッ ジア ウ ト ] を表示後、 【ENTER】 キーを押し ます。

キャ リ ッ ジが、 本体左端まで移動し ます。

4 メ ンテナンスカバー と フ ロ ン ト カバーを開けます。

必ず付属のゴーグル と手袋を着用し て作業を行っ て く だ さ い。

イ ン ク は有機溶剤を使用し ています。 皮膚や目に入っ た場合は、 直ち に水で
十分に洗い流し て く だ さ い。 ( ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 )

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ メ ンテナンス <ent>

1 回

キャ リ ッ ジ メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ アウ ト :ent
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5 ヘッ ド の側面など に付着し た イ ン ク を綿棒で拭き取 り ます。

6 ヘッ ド メ デ ィ アセンサーを清掃し ます。

ヘッ ド メ デ ィ アセンサーにホ コ リ やイ ン ク が付着する と、 メ デ ィ アの誤検出の原因にな り
ます。 柔らかい布でふき取って く だ さ い。

7全ての清掃が終了し た後、 【ENTER】 キーを押し ます。

8 メ ンテナンスカバー と フ ロ ン ト カバーを閉じ ます。

ヘッ ド の側面を綿棒で清掃し ます

ノ ズル部分は、 絶対に
こすら ないで く だ さ い

ヘッ ド の
メ デ ィ アセンサー

カバーヲ シ メ テク ダサイ .キャ リ ッ ジ メ ンテナンス

シュ ウ リ ョ ウ :ent



4 日常のメンテナンスについて

4-30

9 【ENTER】 キーを押し ます。

初期動作を実行し、 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

＊ シ ョ キカ チュ ウ  ＊

シバラ ク  オマチク ダサイ
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電源オフ時の イ ン ク詰ま り 防止 [ ス リ ープセ ッ テ イ ]

電源ス イ ッ チをオフ に し て も、 定期的に装置が起動し て、 イ ン ク詰ま り を防止するための
各種動作を実行し ます。 [ ス リ ープセ ッ テ イ ] には、 以下の項目があ り ます。

ス リ ープ中の リ フ レ ッ シ ュ間隔 [ リ フ レ ッ シ ュ ]

ノ ズル詰ま り 防止のため、 ノ ズルから若干の イ ン ク を吐出する間隔を設定し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ス リ ープ  セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【ENTER】 キーを押し、 【】 【】 キーで間隔時間を設定し て 【ENTER】 キーを
押し ます。

入力範囲 : OFF、 1 ～ 168

4 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

[ リ フ レ ッ シュ ] リ フ レ ッ シュを実行する までの間隔を設定し ます

[ チューブセン ジ ョ ウ ] ポン プチューブ洗浄を実行する までの間隔を設定し ます

[ ク リ ーニング ] ク リ ーニング タ イ プ と、 実行する までの間隔を設定し ます

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

ス リ ープ セッテイ <ent>

5 回押す

ス リ ープ チュ ウ  ノ  リ フ レ ッ シュ

カン カ ク  ヲ セッテイ  スル

ス リ ープ セッテイ

リ フ レ ッ シュ <ent>

ス リ ープ セッテイ

リ フ レ ッ シュ カ ンカ ク = 1h
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ス リ ープ中のチューブ洗浄間隔 [ チューブ セン ジ ョ ウ ]

ス リ ープ中に、 メ ンテナンス洗浄液を使用し てキャ ッ プ と ポン プチューブ洗浄を実行
する までの間隔を設定し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ス リ ープ  セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 [ チューブセン ジ ョ ウ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

4 【】 【】 キーで、 間隔時間を設定し ます。

入力範囲 : OFF、 1 ～ 168
【ENTER】 キーで確定し ます。

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

洗浄液充填の必要があ る場合は、 以下の画面を表示し ます。

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

ス リ ープ セッテイ <ent>

5 回

ス リ ープ チュ ウ  ノ  リ フ レ ッ シュ

カ ンカ ク  ヲ セッテイ  スル

ス リ ープ セッテイ

リ フ レ ッ シュ <ent>

タ イキ チュ ウ  ノ  センジ ョ ウ

カン カ ク  ヲ セッテイ  スル

ス リ ープ セッテイ

チューブ センジ ョ ウ <ent>

1 回

チューブ センジ ョ ウ

センジ ョ ウ  カ ンカ ク = 4h

＊＊センジ ョ ウエキ ミ ジュ ウテン＊＊



電源オフ時のインク詰まり防止 [ スリープセッテイ ]

4-33

ス リ ープ中の ク リ ーニング間隔 [ ク リ ーニング ]

メ ンテナンス洗浄液が終わっ て し ま っ た時に、 ポン プチューブ洗浄の代わ り に使 う 機
能です。
ス リ ープ中の ク リ ーニング タ イ プ と、 ク リ ーニングを実行する までの間隔を設定し ま
す。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ス リ ープ  セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 [ ク リ ーニング ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

4 【】 【】 キーで、 ク リ ーニング間隔を設定し ます。
【FUNCTION】 キーで [ ク リ ーニング タ イ プ ] を選択し、 【】 【】 キーで、 ク
リ ーニング タ イ プ を設定し ます。 【ENTER】 キーで確定し ます。

[ ク リ ーニング カ ン カ ク ] 入力範囲 : OFF、 1 ～ 168
[ ク リ ーニング タ イ プ ] : ソ フ ト 、 ノ ーマル、 ハー ド

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

ス リ ープ セッテイ <ent>

5 回

ス リ ープ チュ ウ  ノ  リ フ レ ッ シュ

カ ンカ ク  ヲ セッテイ  スル

ス リ ープ セッテイ

リ フ レ ッ シュ <ent>

ク リ ーニング ハ センジ ョ ウ  エキ

シュ ウ リ ョ ウ  ジニ ド ウサ スル

ス リ ープ セッテイ

ク リ ーニング <ent>

2 回

ス リ ープ セッテイ

ク リ ーニング タ イ プ : ノ ーマル

ENTER デ ケッテイ

FUNC. デ タ イ プ セン タ ク

ス リ ープ セッテイ

ク リ ーニング カ ンカ ク = 1 h
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装置待機中の定期動作設定 [ テ イ キセ ッ テ イ ]

作図はせずに装置を待機させている状態で、 定期的な各種動作を実施する こ と で、 イ ン ク
詰ま り など の ト ラ ブルを防止し ます。
また、 昇華転写イ ン ク を ご使用の場合、 色味変化予防のお手入れ時期をお知らせする表示
の間隔が設定でき ます。

 [ テ イ キセ ッ テ イ ] には、 以下の項目があ り ます。

ノ ズル面で イ ン クが結露するのを防ぐ  [ テ イ キ ワ イ ピ ング ] 
( ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合 )

プ リ ン ト ヒ ーターを高温に設定し た と き、 または打ち込みイ ン ク量を多めに設定に し
た と き  ( 高濃度、 2 度塗 り 等 ) に、 作図途中で しぶき、 ボ タ落ち、 または ノ ズル抜けが

発生する場合があ り ます。
これは、 作図直後の イ ン ク がプ リ ン ト ヒ ーターで加熱され、 揮発し た溶剤成分が ノ ズ
ル面に結露し て し ま う こ と が原因です。
またプ リ ン ト ヒ ーターの設定温度と外気温度と の差が大きいほど結露し やす く な り ま
す。
こ の機能は作図中、 一定間隔で ノ ズル面を ワ イ ピ ング し結露を取 り 除き ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ テ イ キ セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

[ テ イ キワ イ ピ ング ]
作図中、 一定間隔で ノ ズル面を ワ イ ピ ング し結露を取 り 除き ます
[ スキャ ン カ イ ス ウ ]、 [ オン ド サ ] が設定可能です

（ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合）

[ リ フ レ ッ シュ ] リ フ レ ッ シ ュを実行する までの間隔を設定し ます

[ チューブセン ジ ョ ウ ] ポン プチューブ洗浄を実行する までの間隔を設定し ます

[ ク リ ーニング ] ク リ ーニング タ イ プ と、 実行する までの間隔を設定し ます

[Sub-INK ワーニング ]
色味変化予防ワーニングを表示する間隔を設定し ます
(4-56 参照 )

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

テイキ セッテイ <ent>

6 回



装置待機中の定期動作設定 [ テイキセッテイ ]

4-35

3 【ENTER】 キーを押し ます。

[ スキャ ン  カ イ ス ウ ] を表示し ますので、 【ENTER】 キーを押し ます。

4 【】 【】 キーで、 スキャ ン回数を入力し ます。

【ENTER】 キーで確定し ます。

5 【】 キーで下の階層へ進み、 [ オン ド サ ] を設定し ます。

【】 【】 キーで温度差を入力し、 【ENTER】 キーで確定し ます。

6 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

スキャ ン回数の初期値は 0 ( 実行し ない ) です。使用状況に応じ て設定値を変

更し て く だ さ い。
ヒ ーターを高温 (50 ℃ 以上 ) に設定し た場合や、 2 度塗 り 等打ち込みイ ン ク

量が多い場合は、 30 ～ 50 回が目安です。

プ リ ン ト ヒ ーターの温度設定が外気温度よ り も高 く 、 その差が設定し た温度

差以上になっ た場合に、 定期ワ イ ピ ング機能が有効にな り ます。

サクズチュ ウ  ノ  ワ イ ピ ング ニ

ツイテ セッテイ スル
テイキ セッテイ

テイキ ワ イ ピ ング <ent>

ワ イ ピ ング ノ  カ ンカ ク  ヲ

セッテイ  スル

テイキ ワ イ ピ ング

スキャン カ イスウ <ent>

0 - 9990 カ イ  (0 = OFF)

テイキ ワ イ ピ ング

スキャン カ イスウ =50

1  -  60 ℃

テイキ ワ イ ピ ング

オン ド サ = 20℃

プ リ ン ト  ヒ ーター ト  シュ ウヘン

ト ノ  オン ド サ ヲ セッテイ  スル

テイキ ワ イ ピ ング

オン ド サ <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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待機中の リ フ レ ッ シ ュ間隔 [ リ フ レ ッ シ ュ ]

リ フ レ ッ シ ュ を実行する までの間隔を設定し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ テ イ キ セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

水性イ ン ク をお使いの場合は、 再度 【ENTER】 キーを押し、 手順 4 へ進みます。

3 【】 キーで、 [ リ フ レ ッ シ ュ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

4 【】 【】 キーで、 リ フ レ ッ シ ュ間隔を入力し ます。

入力範囲 : OFF、 1 ～ 168
【ENTER】 キーで確定し ます。

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

テイキ セッテイ <ent>

6 回

タ イキ チュ ウ  ノ  リ フ レ ッ シュ

カン カ ク  ヲ セッテイ  スル

テイキ セッテイ

リ フ レ ッ シュ <ent>

サクズチュ ウ  ノ  ワ イ ピ ング

ド ウサ ニ ツ イテ セッテイ  スル

テイキ セッテイ

テイキ ワ イ ピ ング <ent>

1 回

テイキ セッテイ

リ フ レ ッ シュ カン カ ク = 1h

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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待機中のチューブ洗浄の間隔 [ チューブセン ジ ョ ウ ]

チューブ内において、 イ ン ク の凝固によ る イ ン ク詰ま り が発生する場合があ り ます。
こ の イ ン ク詰ま り を防止するために、 定期的にチューブ内洗浄を実行し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ テ イ キ セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで [ チューブ セン ジ ョ ウ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

4 【】 【】 キーで、 洗浄間隔を入力し ます。

入力範囲 : OFF、 1 ～ 168
【ENTER】 キーで確定し ます。

本装置では、フ ラ ッ シ ング BOX の詰ま り を防止する ために PUMP チューブ洗

浄機能を使用し て洗浄液を フ ラ ッ シ ング BOX に流し ます。

フ ラ ッ シ ング BOX に流し た イ ン ク の量に よ り 、 自動的に PUMP チューブ洗

浄機能を実行し ます。

洗浄液充填の必要があ る場合は、 以下の画面を表示し ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

テイキ セッテイ <ent>

6 回

2 回 タ イキ チュ ウ  ノ  センジ ョ ウ

カン カ ク  ヲ セッテイ  スル

テイキ セッテイ

チューブ センジ ョ ウ <ent>

テイキ セッテイ

センジ ョ ウ  カン カ ク = 4h

＊＊センジ ョ ウエキ ミ ジュ ウテン＊＊
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5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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待機中の ク リ ーニング間隔 [ ク リ ーニング ]

メ ンテナンス洗浄液が終わっ て し ま っ た時に、 ポン プチューブ洗浄の代わ り に使 う 機
能です。
ク リ ーニング タ イ プ と、 ク リ ーニングを実行する までの間隔を設定し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ テ イ キ セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 [ ク リ ーニング ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

「ニアエン ド 」 「イ ン ク エン ド 」 等、 イ ン ク に関係するエラーが発生し てい る

場合は、 動作し ません。

動作中は 「ク リ ーニング」 動作と同じ進行状況を示す表示と な り 、 キー操作

はで き ません。 (異常なパ ターンの場合は ( ク リ ーニング ) (3-29 ページ ) 参
照 )

本機能は、 以下の表示のまま放置されてい る と きのみ動作し ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

R. ＊ > [JV5-01]

＊＊ . ＊＊ m

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

テイキ セッテイ <ent>

6 回

ク リ ーニング ハ センジ ョ ウ  エキ

シュ ウ リ ョ ウ  ジニ ド ウサ スル

テイキ セッテイ

ク リ ーニング <ent>

3 回



4 日常のメンテナンスについて

4-40

4 【】 【】 キーで、 ク リ ーニング間隔を設定し ます。
【FUNCTION】 キーで [ ク リ ーニング タ イ プ ] を選択し、 【】 【】 キーで、 ク
リ ーニング タ イ プ を設定し ます。

[ ク リ ーニング カ ン カ ク ] 入力範囲 : OFF、 1 ～ 168
[ ク リ ーニング タ イ プ ] : ソ フ ト 、 ノ ーマル、 ハー ド
【ENTER】 キーで確定し ます。

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

テイキ セッテイ

ク リ ーニング タ イ プ : ノ ーマル

ENTER デ ケッテイ

FUNC. デ タ イ プ セン タ ク

テイキ セッテイ

ク リ ーニング カ ンカ ク = 1 h
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その他の メ ンテナンス機能

ワ イ パー交換の警告時期を変更する  [ ワ イ パーレベル ]

ワ イ パーは消耗品です。 ホ コ リ の多い環境など では、 ヘッ ド が汚れやす く な り ます。
また、 曲がっ た り 摩耗し た ワ イ パーでは ク リ ーニング効果が得られません。 環境に よ
り 、 ワ イ パー交換時期の警告を標準よ り 早期に促し ます。

ワ イ パー不良の例

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ワ イ パー レベル ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

10 / 10 標準の ワ イ ピ ング回数で ワ イ パー交換の警告を表示し ます。 ( 初期値 )

9 / 10 標準の 9/10 回の ワ イ ピ ング回数で ワ イ パー交換の警告を表示し ます。

8 / 10 標準の 8/10 回の ワ イ ピ ング回数で ワ イ パー交換の警告を表示し ます。

1 / 10 標準の 1/10 回の ワ イ ピ ング回数で ワ イ パー交換の警告を表示し ます。

表 4-1 ： ワ イ パー交換警告の設定値

汚れた状態の ワ イ パー 変形し た ワ イ パー

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

ワ イパー レベル <ent>

7 回
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3 【】 【】 キーで、 ワ イ パーレベルを入力し ます。

【ENTER】 キーで確定し ます。

4 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

10/10 - 1/10

ワ イパー レベル

レベル :10/10
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フ ラ ッ シ ング BOX ク リ ーニングおよび交換の警告時期を変更する

[BOX コ ウ カ ン  レベル ]

フ ラ ッ シ ング BOX は、 使用環境や動作条件、 ご使用になる イ ン ク の種類など に よ っ ては、

ク リ ーニングや交換の標準の時期よ り も早 く 汚れる こ と があ り ます。 本機能で フ ラ ッ シ ン
グ BOX の ク リ ーニングや交換の時期を標準よ り 早める こ と ができ ます。

レベルは 5 段階 (5/5 ～ 1/5) で設定で き ます。

レベル 5/5 では標準の時期で警告し ます。 レベル 1/5 では標準の 2 倍近 く 早 く 警告し ま

す。 ステーシ ョ ン周辺の汚れ具合を見て変更し て く だ さ い。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】 キーで [ メ ンテナンス ]
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ フ ラ ッ シ ング BOX] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 [BOX コ ウ カ ン  レベル ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

4 【】 【】 キーで、 BOX コ ウ カ ン レベルを入力し ます。

【ENTER】 キーで確定し ます。

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

フ ラ ッ シング BOX <ent>

3 回

フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニング ワーニングまたはエラーが発生し ていない場合

フ ラ ッ シング BOX

BOX コ ウ カン レベル <ent>

フ ラ ッ シング BOX

ク リ ーニング カン リ ョ ウ <ent>

フ ラ ッ シング BOX

BOX コ ウ カ ン レベル <ent>

1 回

フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニング ワーニングまたはエラーが発生し ている場合

ステーシ ョ ン ノ  ヨ ゴ レ  グア イ  ヲ

BOX コ ウ カン レベル

レベル :5/5

ミテ ヘンコウスル .
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廃イ ン ク が溜ま った ら

ヘッ ド ク リ ーニングなど で使用し た イ ン ク は、 本装置の右下にあ る廃イ ン ク タ ン ク にたま
り ます。
下記のエラー メ ッ セージが表示された ら、 速やかに廃イ ン ク タ ン ク を交換し て く だ さ い。

操作手順

1廃イ ン ク タ ン ク ガー ド のネジ をはず し、 廃イ ン ク タ ン ク ガー ド を開けます。

2廃イ ン ク タ ン ク の大きい取手を持ち、 上に持ち上げたまま 90 度回し、 下方手前に
引き出し ます。

3廃イ ン ク タ ン ク を交換し ます。

イ ン ク タ ン ク の取手を持って差し込みます。 イ ン ク が溜ま っている廃イ ン ク タ ン ク には、
キャ ッ プをはめます。

廃イ ン ク タ ン ク は、 JV5 専用 (SPC-0128) の も のを使用し て く だ さ い。

これ以外の タ ン ク を使用し た場合、 廃イ ン ク の残量検出が正確に行われず、
廃イ ン ク が タ ン クから漏れる場合があ り ます。

廃イ ン ク タ ン ク を引き出す際に、 廃イ ン ク を飛ば さ ないよ う に、 廃イ ン ク タ

ン ク口をペーパータオルなど で押さ えなが ら、 ゆっ く り 引き出し て く だ さ
い。

 イ ン ク で床を汚さ ないよ う に、 予め下に紙を敷いてから交換し て く だ さ い。

L .1 > [ JV5-01 ]

! ハイ  イ ン ク  タ ン ク FULL マヂカ

L .1 > [ JV5-01 ]

！ハイ  イ ン ク タ ン ク FULL/NONE
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4廃イ ン ク タ ン ク の大きい取手を持っ て､右側から ブ ラケ ッ ト に入れます。

5差し込んだ廃イ ン ク タ ン ク を上に持ち上げて､奥側に 90 度回し ます。

小さ い取手は､前側に来ます。

6廃イ ン ク タ ン ク ガー ド を閉じ、 ネジ を締めて、 廃イ ン ク タ ン ク を固定し ます。
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フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニング

下記の ワーニング メ ッ セージが表示された ら、 速やかに吸出し フ ァ ン BOX フ タ を清掃し

て く だ さ い。

上記の ワーニング メ ッ セージの 6 回 ( 昇華転写イ ン ク を除 く 水性イ ン ク をお使いの場合は

8 回） 目を表示する時期がきた ら、 フ ラ ッ シ ング BOX の交換が必要にな り ます。 フ ラ ッ

シ ング BOX 交換のお知らせは 3 段階で行われます。

交換時期が近づ く と、 以下の メ ッ セージが表示されます。

交換時期になる と、 以下の メ ッ セージが表示され、 1 データ作図する ご と に ロ ーカ

ルモー ド にな り 動作を停止し ます。
フ ラ ッ シ ング BOX の交換が必要です。 弊社サービ スおよび販売店へサービ ス コ ー

ル し て く だ さ い。

交換時期を過ぎて も交換せずに使い続け る と、 以下の メ ッ セージが表示され、 作図

がで きな く な り ます。
フ ラ ッ シ ング BOX の交換が必要です。 弊社サービ スおよび販売店へサービ ス コ ー

ル し て く だ さ い。

 イ ン ク が皮膚に付着し た り 目に入っ た場合は、 直ち に水で十分に洗い流し て

く だ さ い。

必ず付属の手袋 ( ソルベン ト イ ン ク を ご利用の場合 ) と ゴーグルを着用し て作

業を行っ て く だ さ い。

フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニングをせずに使い続けた場合、 下記のエラー

メ ッ セージが表示され、 １ データ を作図する ご と に ロ ーカルモー ド にな り 動
作を停止し ます。 ご使用を中止し て、 速やかに吸出し フ ァ ン BOX フ タ の清

掃を し て く だ さ い。

L .1 > [ JV5-01 ]

！フ ラ ッ シング BOX ク リ ーニング

L . ＊ > [ JV5-01 ]

！フ ラ ッ シング BOX コ ウ カ ン マヂカ

L . ＊ > [ JV5-01 ]

！フ ラ ッ シング BOX コ ウ カ ン

**** ERROR 145 ****

フラッシング BOX コウカン

**** ERROR 145 ****

フラッシング BOX コウカン

カクニン ：ent

L * > [JV5-01]

ハバ : **** mm

**** ERROR 145 ****

フラッシング BOX クリーニング

**** ERROR 145 ****

フラッシング BOX クリーニング

カクニン ：ent

L * > [JV5-01]

ハバ : **** mm
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作業手順

1前面にあ る電源ス イ ッ チを押し て、 電
源のオフ を確認し ます。

2本体背面の主電源ス イ ッ チを切 り ます。

3 ポン プ カバー T を開けます。

4吸出し フ ァ ン BOX フ タ を引き出し ます。

吸出し フ ァ ン BOX を と めている ツマ ミ を外し てから、 フ ァ ン BOX フ タ を引き出し ます。

5吸出し フ ァ ン BOX フ タ に付着し た汚れを取 り 除き、 元のよ う に取 り 付けます。

ポン プ カバー T 内には制御基板や ヒ ーター供給ハーネス等があ り ますので、

必ず主電源ス イ ッ チを切っ て く だ さ い。

ポン プ カバー T

引き出す
ツマ ミ
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6 ポン プ カバー T を閉め、 電源を入れます。

7 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

8 【】 キーで、 [ フ ラ ッ シ ング BOX] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

9 [ ク リ ーニング カ ン リ ョ ウ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

10【ENTER】 キーを押し ます。

11【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

 ロ ーカルモー ド 時に 【ENTER】 キーを押す と、 フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ー

ニングまたは交換が間近になっ てい るか確認で き ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

フ ラ ッ シング BOX <ent>

3 回

フ ラ ッ シング BOX

ク リ ーニング 　 カ ン リ ョ ウ <ent>

フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニング

が不要な と きは表示されません。

フ ラ ッ シング BOX 　 ヲ 　 ク リ ーニング

シテカ ラ 　 オコナッテク ダサイ

フ ラ ッ シング BOX

ク リ ーニング 　OK? ： ent

L * > [JV5-01]

ハバ : **** mm

フラッシングBOX 12.3%

HS- インク MCYKKYCM

ザンリョウ 23456789

100.0％になる と、 ワーニ

ングまたはエラー メ ッ セー

ジが表示されます。
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昇華転写イ ン ク使用時の メ ンテナンス

昇華転写イ ン ク をお使いの場合、 通常の メ ンテナンスに加えて次の メ ンテナンスが必要に
な り ます。

F-BOX フ ィ ルターの交換 (4-49 参照 )

フ ラ ッ シ ング ト レーの ク リ ーニング (4-51 参照 )

フ ラ ッ シ ング BOX フ ィ ルター交換の警告時期の変更 (4-53 参照 )

色材沈降に よ る色味変化予防ワーニング表示と間隔変更 (4-56 参照 )

F-BOX フ ィ ルターを交換する

昇華転写イ ン ク をお使いの場合、 下記の ワーニング メ ッ セージが表示された ら、 速や
かに吸出し フ ァ ン Ｂ Ｏ Ｘ 上の フ ィ ルターを交換し て く だ さ い。

上記の メ ッ セージ を表示し てから し ば ら く 使い続け フ ィ ルター交換の時期が く る と、
下記の メ ッ セージが表示され 1 データ を作図する ご と に ロ ーカルモー ド にな り 動作を

停止し ます。 ご使用を中止し て、 速やかに吸出し フ ァ ン BOX 上の フ ィ ルターを交換し

て く だ さ い。

作業手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【ST.MAINT】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [Sub-INK メ ンテナンス ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

 イ ン ク が皮膚に付着し た り 目に入っ た場合は、 直ち に水で十分に洗い流し て

く だ さ い。

L. ＊ > [JV5-01]

!Fbox フ ィ ルター 　 コ ウ カン 　 マヂカ

**** ERROR 145 ****

フラッシング フィルター コウカン

**** ERROR 145 ****

F.BOX　フィルター　コウカン

カクニン ：ent

L * > [JV5-01]

ハバ : **** mm

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ ア ウ ト <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

Sub-INK 　 メ ンテナンス <ent>

7 回
Sub-INK 　 メ ンテナンス

イ ン ク 　 ト レー 　 ク リ ーニング <ent>



4 日常のメンテナンスについて

4-50

3 【】 キーで、 [ フ ィ ルター コ ウ カ ン ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

キャ リ ッ ジが動いて、 ステーシ ョ ン上から移動し ます。

4 メ ンテナンスカバーを開けて、 F-BOX
フ ィ ルターベースから F-BOX フ ィ ル
ターを取 り 外し ます。

5新し い F-BOX フ ィ ルターを、 F-BOX
フ ィ ルターベースに取付けます。

6 メ ンテナンスカバーを閉じ、 【ENTER】 キーを押し ます。

7 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

Sub-INK 　 メ ンテナンス

フ ィ ルター コ ウ カ ン <ent>

1 回

F-BOX
フ ィ ルター

F-BOX フ ィ ルター

ベース

フ ラ ッ シング 　BOX 　 ジ ョ ウ 　 ノ

フ ィ ルター 　 ヲ 　 コ ウ カン 　 スル

フ ィ ルター 　 コ ウ カン

シュ ウ リ ョ ウ ： ent

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ ： ＊＊＊＊ mm

＊シ ョ キカ 　 チュ ウ＊

シバラ ク 　 オマチク ダサイ
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フ ラ ッ シ ング ト レーの ク リ ーニング

昇華転写イ ン ク をお使いの場合、 電源をオンする ご と に以下の メ ッ セージが表示され
ますので、 イ ン ク ト レーの ク リ ーニングを し て く だ さ い。

作業手順

1 【】 キーを押し ます。

キャ リ ッ ジが動いて、 ステーシ ョ ン上から移動し ます。

2 【】 キーで、 [Sub-INK メ ンテナンス ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 メ ンテナンスカバーを開けて、 F-BOX
フ ィ ルター と F-BOX フ ィ ルターベース
を取 り 外し ます。

4 フ ラ ッ シ ング ト レーを取 り 外し、 ト
レー内に溜ま っ た イ ン ク を清掃し ます。

5 フ ラ ッ シ ング ト レーを取 リ 付けます。 また、 F-BOX フ ィ ルター と F-BOX フ ィ ル
ターベース も同様に取 リ 付けます。

 イ ン ク が皮膚に付着し た り 目に入っ た場合は、 直ち に水で十分に洗い流し て

く だ さ い。

フ ラ ッ シング BOX 　 イ ン ク 　 ト レー 　 ヲ

ク リ ーニング 　 シテク ダサイ .

イ ン ク 　 ト レー 　 ク リ ーニング

キャンセル　＜ ＞　 ジ ッ コ ウ

イ ン ク 　 ト レー 　 ク リ ーニング

キャンセル　＜ ＞　 ジ ッ コ ウ

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

Sub-INK 　 メ ンテナンス <ent>

7 回
Sub-INK 　 メ ンテナンス

イ ン ク 　 ト レー 　 ク リ ーニング <ent>

フ ラ ッ シ ング
ト レー
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6 メ ンテナンスカバーを閉じ、 【ENTER】 キーを押し ます。

7 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

フ ラ ッ シ ング ト レーに溜ま る イ ン ク は、 毎日清掃し て く だ さ い。

清掃を行わず使用し続けた場合、 汚れに よ る機能低下から、 機械に重大な不

具合が発生する恐れがあ り ます。

イ ン ク 　 ト レー 　 ヲ 　 ハズシテ

ク リ ーニング 　 スル .

イ ン ク 　 ト レー 　 ク リ ーニング

シュ ウ リ ョ ウ ： ent

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ ： ＊＊＊＊ mm

＊シ ョ キカ 　 チュ ウ＊

シバラ ク 　 オマチク ダサイ
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フ ラ ッ シ ング BOX フ ィ ルター交換の警告時期を変更する ［フ ィ ルター コ

ウ カ ン  レベル］

昇華転写イ ン ク をお使いの場合に、 使用環境や動作条件など に よ っ ては、 フ ラ ッ シ ン
グ BOX 上の フ ィ ルターが交換の時期よ り も早 く 汚れる こ と があ り ます。 本機能で フ ィ

ルター交換の時期を標準よ り 早める こ と ができ ます。

レベルは 5 段階 （5/5 ～ 1/5） で設定で き ます。

レベル 5 / 5 では標準の時期で警告し ます。

レベル 1 / 5 では、 標準の ２ 倍近 く 早 く 警告し ます。

フ ィ ルターの汚れ具合を見て変更し て く だ さ い。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【FUNCTION】 キーで ［メ ンテナン
ス］ を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 ［フ ラ ッ シ ング BOX］ を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

昇華転写イ ン ク をお使いの と き、フ ラ ッ シ ング BOX フ ィ ルターの交換を メ ッ

セージでお知らせ し ます。

フ ィ ルターの交換が近 く なる と

 早めに フ ィ ルターを交換する
こ と をお勧め し ます。

L. ＊ > [JV5-01]

!Fbox フ ィ ルター 　 コ ウ カン 　 マヂカ

フ ィ ルターの交換時期になる と

 速やかに フ ィ ルターを交換し
て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 145 ＊＊＊＊

F.BOX 　 フ ィ ルター 　 コ ウ カン

FUNCTION

メ ンテナンス <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

メ ンテナンス

フ ラ ッ シング 　BOX <ent>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン 　 メ ンテナンス <ent>

3 回
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3 【】 キーで、 ［フ ィ ルター コ ウ カ ン  レベル］ を選択し、 【ENTER】 キーを押し ま
す。

（フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニング ワーニングまたはエラーが発生し ていない場合）

（フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニング ワーニングまたはエラーが発生し ている場合）

4 【】 【】 キーで、 BOX コ ウ カ ン レベルを入力し ます。

【ENTER】 キーで確定し ます。

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

フ ラ ッ シング 　BOX

フ ィルター 　 コ ウ カ ン 　 レベル <ent>

フ ラ ッ シング 　BOX

BOX 　 コ ウ カ ン 　 レベル <ent>

1 回

フ ラ ッ シング 　BOX

フ ィルター 　 コ ウ カ ン 　 レベル <ent>

フ ラ ッ シング 　BOX

ク リ ーニング 　 カ ン リ ョ ウ <ent>

2 回

フ ィ ルター 　 ノ 　 ヨ ゴ レ 　 グア イ 　 ヲ

ミ テ 　 ヘン コ ウスル .

フ ィ ルター 　 コ ウ カン 　 レベル

レベル : 5/5
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昇華転写イ ン ク を よ り 安定し た品質でお使いいただ く ために

昇華転写イ ン ク をお使いの と き、 装置を放置し た後に印刷を行 う と色材の沈降が原因で色
味の変化が生じ る こ と があ り ます。
定期的に イ ン ク カー ト リ ッ ジ を振る または イ ン ク充填を行 う こ と に よ り 、 状況が緩和され
ます。 ( イ ン ク充填を行 う 前に も、 イ ン ク カー ト リ ッ ジ を振る必要があ り ます。 )

フ ァームウ ェ アバージ ョ ン 6.40 以降では、 イ ン ク カー ト リ ッ ジ を振る または イ ン ク充填

を行 う 時期になる と、 デ ィ スプ レ イ に メ ッ セージ ( 色材沈降予防ワーニング ) を表示し て

お知らせ し ます。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジ を振る時期がきた場合

 イ ン ク充填を行 う 時期がきた場合

 こ の表示は、 ロ ーカルモー ド になっ てい る と き または、 リ モー ト モー ド から

ロ ーカルモー ド に切 り 替えた と き に表示されます。
印刷を中断し た り 、 連続印刷を妨げ る こ と はあ り ませんが、 リ モー ト モー ド
中には表示されないので、 印刷の合間に 【REMOTE】 キーを押し て ロ ーカ

ルモー ド に切 り 替え る こ と をお勧め し ます。

 イ ン ク カー ト リ ッ ジの振 り 方

イ ン ク カー ト リ ッ ジの長手方向を両手で持ち、 イ ン ク を流すよ う に左右交互に傾け、

20 回ほど繰 り 返し ます。

イ ン ク カー ト リ ッ ジを強 く 振 り すぎ る と、 内部のパ ッ ク を傷つけ、 イ ン ク漏れの原
因と なる恐れがあ り ますのでお気をつけ く だ さ い。
新品カー ト リ ッ ジの場合は、 袋から出す前に振って く だ さ い。
使用中のカー ト リ ッ ジの場合は、 必ず手袋を着用の上、 差し込み口側に ウ ェ スなど

を押し当てて振って く だ さ い。
イ ン ク残量が少ない場合は、 十分に撹拌できない可能性があるため、 カー ト リ ッ ジ

が縦になる く ら いまで傾けて く だ さ い。

カートリッジ　ヲ　フッテ　クダサイ

：ent

L * > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊mm

カートリッジ　ヲ　フッテ　クダサイ

：ent

[ インク　ジュウテン ]　ヲ

ジッコウ　シテクダサイ ：ent

L * > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊mm

ウ ェ ス
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ワーニング メ ッ セージの表示時期を設定する

本装置を設定し てい る環境に合わせて、 色材沈降予防ワーニングを表示させる時期を
設定し て く だ さ い。

設定時間 ： OFF( 無効 )、 12 ～ 120h

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【FUNCTION】 キーで ［メ ンテナン
ス］ を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 ［テ イ キセ ッ テ イ］ を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 ［Sub-INK ワーニング］ を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

4 【】 【】 キーで、 動作時間を設定し、 【ENTER】 キーを押し ます。

5 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

昇華転写イ ン ク Sb52 をお使いの場合、 初期状態で メ ッ セージの表示時期が

72 時間に設定されています。

昇華転写イ ン ク Sb51、 Sb53 または Sb60 をお使いの場合、 初期状態で本機

能が無効 (OFF) になっ ています。

FUNCTION

メ ンテナンス <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

メ ンテナンス

テイキ 　 セッテイ <ent>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン 　 メ ンテナンス <ent>

7 回

テイキ 　 セッテイ

Sub-INK 　 ワーニング <ent>

テイキ 　 セッテイ

テイキ 　 ワ イ ピ ング <ent>

4 回

テイキ 　 セッテイ

Sub-INK 　 ワーニング : 84 h
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ワ イ パーの交換 [ ワ イ パー コ ウ カ ン ]

ワ イ パーは消耗品です。 交換を促す メ ッ セージが表示された ら、 速やかに ワ イ パーを交換
し て く だ さ い。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【ST.MAINT】 キーを押し ます。

[ キャ リ ッ ジア ウ ト ] を表示し ます。

2 【】 キーで、 [ ワ イ パー コ ウ カ ン ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

キャ リ ッ ジが動いて、 ステーシ ョ ン上から移動し ます。

3 メ ンテナンスカバーを開けて、 ワ イ パーを交換し ます。

両端の突起を持って ワ イ パーを引き抜き ます。 ク リ ーニングセ ッ ト の手袋を使用する と、
手が汚れません。

 ワ イ パー交換時以外は、 [ ワ イ パー コ ウ カ ン ] を選択し ないで く だ さ い。

本装置内部で管理し ている ワ イ パー使用回数が リ セ ッ ト し て し まいます。

 ク リ ーニング ワ イ パーは別売品です。

お近 く の販売店、 または弊社営業所でお求め く だ さ い。

清掃には、 ク リ ーンステ ィ ッ ク の使用をお勧め し ます。 綿棒を使用する と、

繊維が残 り 、 作図不良の原因になる こ と があ り ます。

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ ア ウ ト <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

ワ イパーコ ウ カ ン <ent>

1 回
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4 ワ イ パーのガ イ ド 軸を綿棒、 または布等で清掃し ます。

汚れが落ちに く い場合は、 綿棒に メ ンテナンス洗浄液 を湿らせて清掃し ます。

5両端の突起を持っ て新し い ワ イ パーを差し込みます。

ワ イ パーの向き を間違えないよ う に注意し て く だ さ い。

6 メ ンテナンスカバーを閉じ、 【ENTER】 キーを押し ます。

7 ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

シュ ウ リ ョ ウ :ent

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

＊ シ ョ キカ チュ ウ  ＊

シバラ ク  オマチク ダサイ
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カ ッ ター刃の交換

カ ッ ター刃は消耗品です。
切れ味が悪 く なっ てきた ら、 新し いカ ッ ター刃 (SPA-0126) に交換し て く だ さ い。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【ST.MAINT】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【ENTER】 キーを押し ます。

キャ リ ッ ジが動いて、 ステーシ ョ ン上から移動し ます。

3 フ ロ ン ト カバーを開けます。

刃先は鋭利です。 ケガを し ないよ う ご注意 く だ さ い。

カ ッ ター刃は、 子供の手の届かない と こ ろ に保管し て く だ さ い。

また、 使用済みのカ ッ ター刃は、 地域の条例に従い廃棄し て く だ さ い。

カ ッ ター刃の交換の際、 下に用紙を敷いてお く と、 刃先が落ち た時に拾いや

す く な り ます。

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ ア ウ ト <ent>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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4 カ ッ ターユニ ッ ト のネジ を緩め、 カ ッ ターユニ ッ ト を取 り 外し ます。

5 ロ ーラーを取 り 外し、 新し いカ ッ ター刃ホルダ Assy に取 り 付けます。

6新し いカ ッ ターユニ ッ ト を取 り 付けます。

カ ッ ターユニ ッ ト のネジを締めて、 カ ッ ターユニ ッ ト を固定し ます。

7 フ ロ ン ト カバーを閉じ、 【ENTER】 キーを押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

カ ッ ターユニ ッ ト の ロ ーラー

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

＊ シ ョ キカ チュ ウ  ＊

シバラ ク  オマチク ダサイ



この章では ...

故障 ? と思 う 前に ..................................................................5-2

画質不良が発生し た場合は ....................................................5-4

カー ト リ ッ ジ異常が発生し た ら  ...........................................5-12

メ ッ セージ を表示する ト ラ ブル ...........................................5-14

本装置になん らかの異常が発生し た場合の ト ラ ブル解消方法に
ついて説明し ます。

第 5 章

困ったときは



5 困ったときは

5-2

故障 ? と思 う 前に

デ ィ スプ レ イ にエラー メ ッ セージが表示されない と きの ト ラ ブルの対処方法について説明
し ます。 故障？と思 う 前に も う 一度確認し て く だ さ い。
対処し て も正常に戻ら ない場合は、 販売店または弊社営業所に ご連絡 く だ さ い。

電源が入ら ない

電源が入ら ない場合の原因の多 く は、 電源や コ ン ピ ュータ のケーブル接続 ミ スによ る
も のです。 接続が適正か、 も う 一度確認し て く だ さ い。

作図できない

作図がで きない場合は、 データ が適正に本装置に送られていない場合があ り ます。
また、 作図機能に不良があ る場合や、 メ デ ィ アのセ ッ ト 方法に問題があ る場合などが
考え られます。

電源ケーブルを本装置に接続し
てあ り ますか？

主電源が入っていますか？

初期動作直後に電源が切れて し
まいますか？

前面にある電源ス イ ッ チを入れ
て く だ さ い。 (P. 3-3)

Yes

Yes

Yes

電源ケーブルを確実に接続し て
く だ さ い。

No

主電源を入れて く だ さ い。
 (P. 3-3)

No

ご使用の イ ン ターフ ェ イ スケー
ブルが合っていますか？

デ ィ スプ レ イ に イ ン ク切れの メ ッ
セージ を表示し ていますか？

新し い イ ン ク カー ト リ ッ ジに交
換し て く だ さ い。 (P. 3-48)

Yes

Yes

Yes

No

イ ン ターフ ェ イ スケーブルを確
実にセ ッ ト し て く だ さ い。

No
イ ン ターフ ェ イ スケーブルが確
実にセ ッ ト し てあ り ますか？

本装置のケーブルを ご使用 く だ
さ い。
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メ デ ィ ア詰ま り  / メ デ ィ アが汚れる

メ デ ィ ア詰ま り や メ デ ィ アの汚れは、 ご使用の メ デ ィ アやセ ッ ト 方法に問題があ るな
どが考え られます。

[HEAT] ラ ン プ , [CONSTANT] ラ ン プが点灯し ない

基本操作を確認し て く だ さ い。

メ デ ィ アがプ ラテン に沿って垂
れていますか？

Yes

Yes

推奨の メ デ ィ アをお使い く だ さ
い。 (P. 1-16)

No

No

推奨の メ デ ィ アをお使いですか？

カール し ていない メ デ ィ アや、
先端が折れ曲がっていない メ
デ ィ アをお使いですか？

カールのきつい メ デ ィ アや、 先
端が折れ曲がってい る メ デ ィ ア
は使わないで く だ さ い。

巻取装置を使 う か、 メ デ ィ アを
再セ ッ ト し て く だ さ い。
 (P. 3-7)

No

本装置の電源は ON になってい

ますか？

ヒ ーターの温度設定は有効です
か？

Yes

Yes

本装置の電源を ON に し て く だ

さ い。 (P. 3-3)

No

ヒ ーターの電源を ON に し て く

だ さ い。

No
ヒ ーターの電源は ON になって

いますか？

ヒ ーターの温度を設定し て く だ
さ い。 (P. 6-31)

No
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画質不良が発生し た場合は

こ こ では、 作図品質に問題があ る と きの対処方法を説明し ます。 症状に従っ て対処し て く
だ さ い。 対処し て も改善し ない場合は、 販売店または弊社営業所に ご連絡 ( サービ ス コ ー

ル ) く だ さ い。

白スジ  / カス レ  ( しぶき ) / 色の濃いスジ  ( ヘッ ド 移動方向 )

対処方法

1.  ヘッ ド ク リ ーニングを し て く だ さ い。

(ヘッ ド の配列と テス ト パ ターンの関係 (3-29 ページ ) 参照 )

2. ステーシ ョ ン内部の メ ンテナンスを し て く だ さ い。
( ワ イ パー と キャ ッ プの清掃 [ キャ リ ッ ジア ウ ト ] (4-7 ページ ) 参照 )

3. 「メ デ ィ ア補正」 機能を実行し て く だ さ い。
( メ デ ィ ア送 り 量の補正 [ メ デ ィ アホセ イ ] (3-33 ページ ) 参照 )

4. メ デ ィ ア押さ えの上などヘッ ド が通過する部分に、 紙片など のゴ ミ が付着し てい る
場合は、 ゴ ミ を取 り 除いて く だ さ い。

5. ヘッ ド ギャ ッ プ を下げて、 作図を確認し て く だ さ い。
(ヘッ ド ギャ ッ プ を調整する  (3-5 ページ ) 参照 )

文字が用紙送 り 方向に 2 重、 3 重にブ レ る

対処方法

「メ デ ィ ア補正」 機能を実行し て く だ さ い。
( メ デ ィ ア送 り 量の補正 [ メ デ ィ アホセ イ ] (3-33 ページ ) 参照 )
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往復作図でズ レが発生する  ( 飛行曲が り )

対処方法

「 ド ッ ト 位置補正」 機能を実行し て く だ さ い。
( ド ッ ト の位置がずれた ら  [ ド ッ ト イ チホセ イ ] (3-35 ページ ) 参照 )

作図ズ レや ノ ズル抜けがある

対処方法

ヘッ ド ク リ ーニングを実行し て く だ さ い。

(ヘッ ド の配列と テス ト パ ターンの関係 (3-29 ページ ) 参照 )

作図中に イ ン ク滴が落ち る  ( ボ タ落ち )

対処方法

1. ワ イ パーを ク リ ーニング し て く だ さ い。
( ワ イ パーセン ジ ョ ウ  (4-25 ページ ) 参照 )

2. イ ン ク キャ ッ プの ク リ ーニングを し て く だ さ い。
( ワ イ パー と キャ ッ プの清掃 [ キャ リ ッ ジア ウ ト ] (4-7 ページ ) 参照 )

3. ヘッ ド ク リ ーニングの [ ノ ーマル ] を実行し て く だ さ い。
(ヘッ ド の配列と テス ト パ ターンの関係 (3-29 ページ ) 参照 )

ノ ズル抜け

作図ズ レ
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ヘッ ド ク リ ーニングで も ノ ズル詰ま り が復旧し ない場合

ヘッ ド ク リ ーニング機能 (ヘッ ド の配列と テス ト パ ターンの関係 (3-29 ページ ) 参照 ) 、
ノ ズルセン ジ ョ ウ機能 ( ノ ズルの洗浄 [ ノ ズルセン ジ ョ ウ ] (4-10 ページ ) 参照 ) を行っ

て も ノ ズル詰ま り が改善し ない場合、 以下の 2 機能を実行し ます。

[ ハイ シ ュ ツ & セン ジ ョ ウ ]

ヘッ ド 、 ダ ンパー、 チューブの イ ン ク を排出し て、 洗浄を実行し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ヘッ ド  メ ンテナンス ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで、 [ ハイ シュツ & セン ジ ョ ウ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

[ イ ン ク ジ ュ ウテン ]
イ ン ク の充填動作を行い、 ノ ズル詰ま り を解消し ます
( ノ ズル詰ま り が復旧し ない場合 [ イ ン ク  ジ ュ ウテン ] 
(3-31 ページ ) 参照 )

[ ハイ シュツ & セン ジ ョ ウ ]
専用の洗浄液 ( 別売 ) でヘッ ド 、 チューブ、 ダンパーを

洗浄し ます

廃イ ン ク タ ン ク に異常があ っ た場合は、 以下の メ ッ セージ を表示し ます。

画面の指示に従っ て、 異常復旧し て く だ さ い。

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ガ ナイ カ

タ ン ク  FULL デス

タ ン ク  セッ ト  マ タハ コ ウ カ ン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ

ハイ  イ ン ク タ ン ク  ヲ

コ ウ カ ン シテク ダサイ

タ ン ク  コ ウ カン ゴ

<ENT> キー ヲ オシテ ク ダサイ

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

ヘッ ド  メ ンテナンス <ent>

2 回

ヘッ ド  メ ンテナンス

イ ン ク  ジュ ウテン <ent>

ヘッ ド  メ ンテナンス

ハイ シュツ & センジ ョ ウ <ent>

1 回
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4 イ ン ク カー ト リ ッ ジ を外し ます。

イ ン ク が廃イ ン ク タ ン ク に排出されます。

5以下の表示になっ た ら、 イ ン ク ステーシ ョ ンに洗浄液カー ト リ ッ ジ をセ ッ ト し ま
す。

洗浄液を吸引し ます。

6以下の表示になっ た ら、 イ ン ク ステーシ ョ ンから洗浄液カー ト リ ッ ジ を外し ま
す。

吸引し た洗浄液を、 廃イ ン ク タ ン クへ排出し ます。

イ ン ク  ハイ シュツ

カー ト リ ッ ジ ヲ ハズス

MMCC  YYKK  KKYY  CCMM

イ ン ク  ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

00:40

外す

イ ン ク  ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ ---------------

残 り 時間が 20 秒以上の表示

残 り 時間が 20 秒を切る と

センジ ョ ウ  エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

セッ ト  スル

1234  5678  9ABC  DEFG

セット
センジ ョ ウ  エキ キュ ウ イ ン チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

00:40

センジ ョ ウ  エキ キュ ウ イ ン チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ ---------------

残 り 時間が 20 秒以上の表示

残 り 時間が 20 秒を切る と

センジ ョ ウ  エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

ハズス .

1234  5678  9ABC  DEFG

外す
センジ ョ ウ  エキ ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

00:40

センジ ョ ウ  エキ ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ ---------------

残 り 時間が 20 秒以上の表示

残 り 時間が 20 秒を切る と
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7以下の表示になっ た ら、 イ ン ク ステーシ ョ ンに洗浄液カー ト リ ッ ジ をセ ッ ト し ま
す。

洗浄液を吸引し ます。

8以下の表示になっ た ら、 イ ン ク ステーシ ョ ンから洗浄液カー ト リ ッ ジ を外し ま
す。

吸引し た洗浄液を、 廃イ ン ク タ ン クへ排出し ます。

9 1 回の洗浄行程が終了する と、 以下の表示にな り ます。

再度洗浄する場合は、 【】 キーを押し、 手順 5 に戻 り ます。
終了する場合は、 【】 キーを押し ます。
全行程が終了する と、 以下の表示にな り ます。

センジ ョ ウ  エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

セッ ト  スル

1234  5678  9ABC  DEFG

セット

センジ ョ ウ  エキ キュ ウ イ ン チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

00:40

センジ ョ ウ  エキ キュ ウ イ ン チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ ---------------

残 り 時間が 20 秒以上の表示

残 り 時間が 20 秒を切る と

センジ ョ ウ  エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

ハズス .

1234  5678  9ABC  DEFG

外す
センジ ョ ウ  エキ ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

00:40

センジ ョ ウ  エキ ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ ---------------

残 り 時間が 20 秒以上の表示

残 り 時間が 20 秒を切る と

ジ ョ ウキ ョ ウ  ニ オウ ジテ

セン タ ク  スル

シュ ウ リ ョ ウ   <          >  センジ ョ ウ



画質不良が発生した場合は
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10メ ンテナンス洗浄液を排出せずに終了する場合は 【】 キーを押し ます。
メ ンテナンス洗浄液を排出し て終了する場合は 【】 キーを押し ます。

終了する場合は、 【】 キーを押し、 手順 12 に進みます。

11以下の表示になっ た ら、 イ ン ク ステーシ ョ ンから洗浄液カー ト リ ッ ジ を外し ま
す。

吸引し た洗浄液を、 廃イ ン ク タ ン クへ排出し ます。

12【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

 イ ン ク充填の際に イ ン ク タ イ プ を変更する と、 サービ スエン ジニアの調整が

必要にな り ます。

メ ンテナンス センジ ョ ウエキ ヲ

ハイ シュツ シマスカ .

シュ ウ リ ョ ウ   <          >  ハイ シュツ

メ ンテナンス センジ ョ ウエキ

カー ト リ ッ ジ ヲ ハズス .

カー ト リ ッ ジ  :  ア リ

外す
センジ ョ ウ  エキ ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

00:40

センジ ョ ウ  エキ ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ ---------------

残 り 時間が 20 秒以上の表示

残 り 時間が 20 秒を切る と

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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ノ ズル詰ま り が解決し ない場合 [ ヘッ ド セン タ ク ]

ノ ズル詰ま り が復旧し ない場合、 詰ま っ てい る ノ ズルのヘッ ド を使用し ないよ う に設
定し ます。 適用範囲は作図関係 ( 含テス ト 作図 )、 フ ラ ッ シ ングまでで、 充填等の機能

は全ヘッ ド を対象と し ます。

4 ス タ ガで作図

全ヘッ ド 使用

3 ス タ ガで作図

ヘッ ド 4
使用し ない

2 ス タ ガで作図

ヘッ ド 3, 4
使用し ない

2 ス タ ガで作図

ヘッ ド 1, 4
使用し ない

3 ス タ ガで作図

ヘッ ド 1
使用し ない

2 ス タ ガで作図

ヘッ ド 1, 2
使用し ない

1 ヘッ ド で作図

ヘッ ド 2, 3, 4
使用し ない

1 ヘッ ド で作図

ヘッ ド 1, 2, 4
使用し ない

1 ヘッ ド で作図

ヘッ ド 1, 2, 3
使用し ない

1 ヘッ ド で作図

ヘッ ド 1, 3, 4
使用し ない

初期値は、 4 ス タ ガで作図



画質不良が発生した場合は

5-11

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ ヘッ ド  セン タ ク ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 【】 【】 【】 キーで、 作図に使用するヘッ ド を選択し ます。

【ENTER】 キーで確定し ます。

4 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

ヘッ ド  セン タ ク <ent>

8 回

ヘッ ド  セン タ ク

セン タ ク :1234

選択は以下の組み合わせ
[1234]
[123-],[-234]
[12--],[-23-],[--34]
[1---],[-2--],[--3-],[---4]

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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カー ト リ ッ ジ異常が発生し た ら

イ ン ク カー ト リ ッ ジに異常が発生し た ら、 メ ッ セージ を表示し ます。 作図、 ク リ ーニング
等、 イ ン ク吐出に関する動作は全てできな く な り ます。 速やかに新し い イ ン ク カー ト リ ッ
ジに交換し て く だ さ い。

カー ト リ ッ ジ異常の詳細を表示する

カー ト リ ッ ジ異常の内容を確認で き ます。 (5-15 参照 )

操作手順

1 ロ ーカルモー ド 時に 【ENTER】 キーを押し ます。

2 【INFORMATION】 キーを押し ます。

複数のカー ト リ ッ ジ異常が発生し ている場合、 【】 【】 キーを押す と、 順番に表示し ま
す。
【INFORMATION】 キーまたは 【END】 キーを押す と、 イ ン ク残量表示に戻 り ます。

カー ト リ ッ ジ異常を表示し たまま長時間放置し ないで く だ さ い。 ノ ズル詰ま

り の防止機能が動作し な く な り ます。
ノ ズルが詰ま っ た場合、 サービ スエン ジニアに よ る修理が必要にな り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

Mimaki ジュンセ イ  カー ト リ ッ ジ

ヲ セッ ト  シテク ダサイ

ヒ  ジュンセイ  イ ン ク

Y-C-  ---K  ----  C-Y-

フ ラ ッ シング BOX 12.3%

INFO キー デ エラー シ ョ ウサイ

HS- イ ン ク MCYKKYCM

ザン リ ョ ウ 34567899



カート リ ッジ異常が発生したら
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ERROR 202 ソ ウ チ コ ウ セ イ を表示し た ら

本装置は、 起動のたびに、 装置の構成判定を行います。
構成判定では、 本装置を使用するために必要な資源構成をチ ェ ッ ク し ます。
装置に異常があ っ た場合、 異常箇所を切 り 離し て起動する こ と ができ ます。

1 ～ 4 のチ ェ ッ ク の結果、 異常が発生し てい る場合は、 装置構成エラー (ERROR202) 
の表示と な り 、 起動を中断し ます。
装置構成エラー表示中の 【ENTER】 キー操作で、 チ ェ ッ ク内容の確認、 資源構成を限

定し ての装置起動が可能です。

チ ェ ッ ク内容の確認

1 ～ 3 のチ ェ ッ ク でエラーが発生し てい る場合は、 異常箇所が “X”、 不明箇所が “?” で
表示され、 4 については使用可能な SDRAM のサイ ズが表示されます。

限定構成での起動確認

使用可能な装置構成が表示され、 【ENTER】 キーで装置の起動を再開し ます。

1 ～ 3 で異常が発生し てい る場合は、 使用可能ヘッ ド が限定されます。

4 で異常が発生し てい る場合は、 ロ ーカルモー ド → リ モー ト モー ド 移行時、 作図開始時

にエラー (ERROR203) を表示し ます。

尚、 限定構成の設定内容は保存せず、 起動時は常に構成判定を行います。
限定構成で装置を起動し た場合は、 チ ェ ッ ク内容をガ イ ダ ンス機能にて確認で き ます。

1 HDC チェ ッ ク HDC に異常が発生し ているかチェ ッ ク し ます

2 Head 接続チェ ッ ク Head 1 ～ 4 の接続に異常が発生し ているかチェ ッ ク し ます

3 Head メ モ リ チェ ッ ク Head メ モ リ に正常にア ク セスでき るかチェ ッ ク し ます

4 SDRAM チェ ッ ク SDRAM に異常が発生し ているかチ ェ ッ ク し ます

デ ィ スプ レ イ に、 [ERROR203  SDRAM サイ ズ ] の メ ッ セージが表示された

場合は、 一度、 電源を  OFF に し て、 し ば ら く た っ てから電源を  ON に し て

く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス コ ール し て く だ さ い。
( 使用可能な SDRAM が存在する場合は、 そのまま起動で き ますが、 解像度

によ っては作図ス ピ ー ド が低下し ます。 )

＊＊＊＊ ERROR 202 ＊＊＊＊

ソ ウチ コ ウセイ

ソ ウチ コ ウセイ  ニ イ ジ ョ ウ  ガ

ミ ツカ リ  マシ タ . :ent

＊ ソ ウチ コ ウセイ  シンダン ケ ッ カ  ＊

HDC : 123x     HEAD : 12x?

HEAD-MEM : 12x4

SDRAM : 0.5GB (1GB)

ヘッ ド 12 . .  ハ ツカエマセン .

ヘッ ド   . . 34 ノ  コ ウセイ  デ

ツカ イ  マスカ ? :ent
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メ ッ セージを表示する ト ラ ブル

何らかの異常が発生する と、 ブザーが鳴 り デ ィ スプ レ イ に メ ッ セージ を表示し ます。 メ ッ
セージの内容によ っ て対処し て く だ さ い。

エラー履歴情報を確認する には [ エラー リ レキ ]

現在装置に発生し てい るエラー、 ワーニング情報、 または現在までに発生し たエラー、
ワーニングの履歴は、 [ エラー リ レキ ] で確認する こ と がで き ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【INFORMATION】 キーを押し ます。

[ エラー リ レキ ] を表示し た ら、 【ENTER】 キーを押し ます。

2 【】 【】 キーで、 エラーの履歴を確認で き ます。

3 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

ジ ョ ウホウ

エラー リ レキ <ent>
L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

エラー リ レキ

[01] 05.09.29 08:18

＊＊＊＊＊ ERROR 09 ＊＊＊＊＊

HDC エラー

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm



メ ッセージを表示する ト ラブル
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ワーニングエラー

主に ヒ ーター、 イ ン ク関連に対し て発生し ます。

エラー メ ッ セージ 原  因 対処方法

カバーヲ  シ メ テ ク ダサイ .
カバーオープ ン を検出し ま し
た。 

フ ロ ン ト カバー、 メ ンテカバー
を確認し て く だ さ い。
カバーを閉めて も、 再度表示す
る場合はサービ ス コール し て く
だ さ い。

メ デ ィ ア ガ ア リ マセン メ デ ィ ア無し を検出し ま し た。
メ デ ィ アをセ ッ ト し て く だ さ
い。 (3-7 参照 )

! バ ッ テ リ ー コ ウ カ ン  シテ ク ダサイ
RTC の電池切れを検出し ま し

た。
サービ ス コ ール し て く だ さ い。

L.1>         [JV5-01]
! ワ イ パーヲ  コ ウ カ ン  シテ ク ダサイ

キャ ッ ピ ングステーシ ョ ンの ワ
イ パ交換時期です。
( ワ イ ピ ング回数が規定値に達

し ま し た。 )

ワ イ パーを交換し て く だ さ い。
([ ステーシ ョ ン メ ンテナンス ]-[
ワ イ パーコ ウ カ ン ] を実行し て
く だ さ い。 )(4-49 参照 )

L.1>         [JV5-01]
! テス ト サク ズ ヲ  シテ ク ダサイ

放置時間が長いため、 ノ ズルの
復旧が見込めません。

テス ト サク ズを行い、 ノ ズル抜
けを確認し て く だ さ い。 (3-28
参照 )
ノ ズル抜けがひど い場合は、 [
ステーシ ョ ン メ ンテナンス ]-[ ノ
ズルセン ジ ョ ウ ] を実行し て く
だ さ い。 (4-10 参照 )

ヒ ーター ノ  デンゲン  ガ
ハイ ッ テ イ マセン

メ デ ィ ア ヒ ーターの電源が入っ
ていません。

メ デ ィ ア ヒ ーターの電源を入れ
て く だ さ い。 (3-21 参照 )
メ デ ィ ア ヒ ーターの電源をいれ
て も、 再度表示する場合はサー
ビ ス コ ール し て く だ さ い。

PRE PRT AFT
ダンセン ＊＊ﾟ C ＊＊ﾟ C

メ デ ィ ア ヒ ーターが断線し てい
ます。
( こ の例ではプ リ ヒ ーターが断

線し ています。 )

サービ ス コ ール し て く だ さ い。

PRE PRT AFT
サー ミ ス タ ＊＊ﾟ C ＊＊ﾟ C

メ デ ィ ア ヒ ーターのサー ミ ス タ
異常が発生し ています。
( こ の例ではプ リ ヒ ーターの

サー ミ ス タ異常が発生し ていま
す。 )

サービ ス コ ール し て く だ さ い。

＊＊メ デ ィ ア カ ッ ト  デキマセン＊＊
ヘッ ド 位置が高すぎ るため メ
デ ィ ア カ ッ ト ができ ません。

手動カ ッ ト し て く だ さ い。
(6-11 参照 )

L. ＊ > [JV5-01]
イ ン ク ニアエン ド MCYK----

1 供給経路あた り の イ ン ク が少

な く な り ま し た。

表示し ている カ ラーに対応する
供給経路のカー ト リ ッ ジを交換
し て く だ さ い。 (3-48 参照 )
そのままで も  ( イ ン ク エン ド が
発生する まで ) 作図可能ですが、
1 フ ァ イル作図終了毎に ロ ーカ
ルモー ド へ移行し ます。

R. ＊ > [JV5-01]
イ ン ク ニアエン ド MCYK----
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L. ＊ > [JV5-01]
イ ン ク エン ド ----KYCM

1 供給経路あた り の イ ン ク が終

わ り ま し た。

表示し ている カ ラーに対応する
供給経路のカー ト リ ッ ジを交換
し て く だ さ い。 (3-48 参照 )

L. ＊ > [JV5-01]
カー ト リ ッ ジ ----KYCM

1 供給経路の イ ン ク カー ト リ ッ

ジに問題があ り ます。

ガ イ ダンス機能で ワーニング詳
細を表示し て内容を確認後、
表示し ている カ ラーに対応する
供給経路のカー ト リ ッ ジを交換
し て く だ さ い。 (3-48 参照 )

L. ＊ > !CAR [JV5-01]
装填し た イ ン ク カー ト リ ッ ジに
問題があ り ます。
( 他の ワーニング と重複し た場

合は､ [L. ＊ > !CAR/TNK/WSH/
NC] と な り ､ [JV5- ＊＊ ] は消去

されます｡ )

ガ イ ダンス機能で ワーニング詳
細を表示し て内容を確認し て く
だ さ い。 (5-12 参照 )

R. ＊ > !CAR [JV5-01]

L. ＊ > !TNK [JV5-01]
廃イ ン ク タ ン ク に問題があ り ま
す｡
( 他の ワーニング と重複し た場

合は､ [L. ＊ > !CAR/TNK/WSH/
NC] と な り ､ [JV5- ＊＊ ] は消去

されます｡ )

廃イ ン ク タ ン ク が装着されてい
るか､またはフル状態でないか
確認し て く だ さ い｡

R. ＊ > !TNK [JV5-01]

L. ＊ > !WSH [JV5-01]
装填し た メ ンテナンス洗浄液
カー ト リ ッ ジに問題があ り ます
｡ ( 他の ワーニング と重複し た場

合は､ [L. ＊ > !CAR/TNK/WSH/
NC] と な り ､ [JV5- ＊＊ ] は消去

されます｡ )

メ ンテナンス洗浄液カー ト リ ッ
ジが正し く セ ッ ト されているか
確認し て く だ さ い｡

R. ＊ > !WSH [JV5-01]

L. ＊ > !NC [JV5-01]
NCU に問題があ り ます。

([NCU]-[ ノ ズルチェ ッ ク ] を

OFF に し ていて も、 電源 ON で

異常を検出し た場合には、 表示
されます。 )

[NCU]-[ ジ ョ ウ タ イ ヒ ョ ウ ジ ] 
で、 発生し ているエラーを確認
し て く だ さ い。
ノ ズル抜け検出機能を切 り 離し
て、 継続使用は可能です。

R. ＊ > !NC [JV5-01]

R. ＊ > !DEW [JV5-01] 環境温度が低いため、 ヘッ ド が
結露する恐れがあ り ます。

設置環境の温度を高 く し て く だ
さ い。

イ ン ク  ニア エン ド
MMCC ---- ---- ----

イ ン ク カー ト リ ッ ジの イ ン ク が
少な く な り ま し た。

ワーニングが発生し ている カー
ト リ ッ ジを交換し て く だ さ い。

イ ン ク  エン ド
---- YYKK ---- ----

イ ン ク カー ト リ ッ ジの イ ン ク が
な く な り ま し た。

ワーニングが発生し ている カー
ト リ ッ ジを交換し て く だ さ い。

ヒ ジ ュ ンセ イ  イ ン ク
---- ---- KKYY ----

イ ン ク カー ト リ ッ ジが ミ マキ純
正品ではあ り ません。

ワーニングが発生し ている カー
ト リ ッ ジを ミ マキ純正品に交換
し て く だ さ い。

イ ン ク  IC イ ジ ョ ウ
---- ---- ---- CCMM

イ ン ク カー ト リ ッ ジの IC チ ッ

プが正常に読み込めません。

ワーニングが発生し ている カー
ト リ ッ ジを再挿入し て く だ さ
い。
ワーニング解消し ない場合は
サービ ス コ ール し て く だ さ い。

エラー メ ッ セージ 原  因 対処方法
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イ ン ク  シュルイ
---- ---- ---- ----

イ ン ク カー ト リ ッ ジの イ ン ク種
類が充填し てある イ ン ク と異な
り ます。

ワーニングが発生し ている カー
ト リ ッ ジの イ ン ク種類を確認し
て く だ さ い。

イ ン ク  カ ラー
---- ---- ---- ----

イ ン ク カー ト リ ッ ジの イ ン ク カ
ラーが充填し てある イ ン ク と異
な り ます。

ワーニングが発生し ている カー
ト リ ッ ジの イ ン ク カ ラーを確認
し て く だ さ い。

カー ト リ ッ ジ イ ジ ョ ウ
---- ---- ---- ----

装填し た イ ン ク カー ト リ ッ ジが
異常です。

ワーニングが発生し ている カー
ト リ ッ ジを確認し て く だ さ い。

カー ト リ ッ ジ ナシ
---- ---- ---- ----

イ ン ク カー ト リ ッ ジがス ロ ッ ト
に挿入されていません。

ワーニングが発生し ているス
ロ ッ ト にカー ト リ ッ ジを挿入し
て く だ さ い。

イ ン ク  キゲン  ギレ
---- ---- ---- ----

イ ン ク カー ト リ ッ ジの使用有効
期限が切れています。

ワーニングが発生し ている カー
ト リ ッ ジを交換し て く だ さ い。
そのままで も  ( 使用期限翌月ま
では ) 使用可能です。

キゲン  ギ レ  (1 カゲツ )
---- ---- ---- ----

イ ン ク カー ト リ ッ ジの使用有効
期限が切れています ( 期限切れ

から  1 ヶ月経過 )。

赤 LED が点滅し ます。 ワーニン
グが発生し ている カー ト リ ッ ジ
を交換し て く だ さ い。
そのままで も  ( 使用期限翌々月
までは ) 使用可能です。

キゲン  ギ レ  (2 カゲツ )
---- ---- ---- ----

イ ン ク カー ト リ ッ ジの使用有効
期限が切れています ( 期限切れ

から  2 ヶ月経過 )。

ワーニングが発生し ている カー
ト リ ッ ジを交換し て く だ さ い。

ザン リ ョ ウ  0
---- ---- ---- ----

イ ン ク カー ト リ ッ ジの残量が 0 
です。

ワーニングが発生し ている カー
ト リ ッ ジを交換し て く だ さ い。

! ハイ  イ ン ク タ ン ク 　 　 FULL/NONE 廃イ ン ク タ ン クが装着されていない
か、 廃イ ン ク タ ン クがフル状態です。

廃イ ン ク タ ン ク装着、 または交
換し て く だ さ い。 (4-44 参照 )

! ハイ  イ ン ク タ ン ク  FULL マヂカ
廃イ ン ク タ ン ク がフル間近で
す。

廃イ ン ク タ ン ク を交換し て く だ
さ い。 (4-44 参照 )

! セン ジ ョ ウ  エキ エン ド
洗浄カー ト リ ッ ジエン ド を検出
し ま し た。

メ ンテナンス洗浄カー ト リ ッ ジ
を交換し て く だ さ い。

! セン ジ ョ ウ  カー ト リ ッ ジ  ナシ
洗浄カー ト リ ッ ジが挿入されて
いません。

メ ンテナンス洗浄カー ト リ ッ ジ
を挿入し て く だ さ い。

! セン ジ ョ ウ  カー ト リ ッ ジ イ ジ ョ ウ
洗浄カー ト リ ッ ジに異常があ り
ます。

メ ンテナンス洗浄カー ト リ ッ ジ
を確認し て く だ さ い。

! フ ラ ッ シング BOX ク リ ーニング
フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニ

ング時期です。

フ ラ ッ シ ング BOX ク リ ーニン
グの操作を し て く だ さ い。
(4-46 参照 )

! フ ラ ッ シング BOX コ ウ カ ン  マヂカ
フ ラ ッ シ ング BOX の交換時期

が近づいています。

継続使用は可能ですが、 使い続
け る と交換時期にな り ます。 交
換時期になる と、 1 データ作図
する ご と に ロ ーカルモー ド にな
り 、 動作が停止し ます。

! フ ラ ッ シング BOX コ ウ カ ン
フ ラ ッ シ ング BOX の交換時期

です。

フ ラ ッ シ ング BOX の交換が必
要です。 サービ ス コールを し て
く だ さ い。

エラー メ ッ セージ 原  因 対処方法
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!Fbox フ ィ ルター 　 コ ウ カ ン 　 マヂカ
昇華転写イ ン ク使用時、 フ ラ ッ
シ ング BOX 上の フ ィ ルター交

換時期が近づいています。

フ ィ ルターの交換をお勧め し ま
す。

! NCU キ リ ハナシ チュ ウ

NCU に問題があ り ます。

（[NCU]-[ ノ ズルチェ ッ ク ] を

OFF に し ていて も、 電源 ON で

異常を検出し た場合には、 表示
されます。）

[NCU]-[ ジ ョ ウ タ イ ヒ ョ ウ ジ ]
で、 発生し ているエラーを確認
し て く だ さ い。
ノ ズル抜け検出機能を切 り 離し
て、 継続使用は可能です。

＊＊セン ジ ョ ウ エキ ミ ジ ュ ウ テン＊＊
メ ンテナンス洗浄液が充填され
ていません。

メ ンテナンス洗浄液を充填し て
く だ さ い。
[ メ ンテナンス ]-[ ヘッ ド メ ンテ
ナンス ]-[ メ ンテナンス セン
ジ ョ ウ エキ ] を実行し て く だ さ
い。 (4-20 参照 )

エラー メ ッ セージ 原  因 対処方法
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エラー メ ッ セージ

エラー メ ッ セージは、 エラー番号を表示し ます。
エラー メ ッ セージ を表示し た場合は、 電源をオフ に し て、 し ば ら く た っ てから電源を
オンに し て く だ さ い。
それで も メ ッ セージ を表示する場合は、 販売店または弊社営業所にご連絡 く だ さ い。

エラー メ ッ セージ 原  因 対処方法

＊＊＊＊＊ ERROR 01 ＊＊＊＊＊
MAIN ROM 基板系に異常が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 02 ＊＊＊＊＊
MAIN RAM 基板系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 03 ＊＊＊＊＊
POWER +3.3V 基板系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 03 ＊＊＊＊＊
POWER +5V 基板系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 03 ＊＊＊＊＊
POWER +24V 基板系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 03 ＊＊＊＊＊
POWER +42V 基板系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 04 ＊＊＊＊＊

フ ラ ッ シュ ROM
基板系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 06 ＊＊＊＊＊
SD-RAM 基板系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 07 ＊＊＊＊＊

ヘッ ド  (----)
ヘッ ド に異常を検出し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 07 ＊＊＊＊＊

デンアツ (----)
ヘッ ド に異常を検出し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 07 ＊＊＊＊＊

デンゲン 01 (----)
装置準備中にヘッ ド 電源の異常
を検出し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 07 ＊＊＊＊＊

デンゲン 02 (----)
印刷中にヘッ ド 電源の異常を検
出し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 08 ＊＊＊＊＊

リ ニアエン コーダー : センサー
リ ニアエン コーダーに異常が発
生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 08 ＊＊＊＊＊

リ ニアエン コーダー : ホウ コ ウ
リ ニアエン コーダーに異常が発
生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 08 ＊＊＊＊＊

リ ニアエン コーダー : カ ウ ン ト
リ ニアエン コーダーに異常が発
生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 09 ＊＊＊＊＊

FPGA エラー

制御基板に異常が発生し ま し
た。 (FPGA PDC)

＊＊＊＊＊ ERROR 09 ＊＊＊＊＊

HDC エラー (----)
制御基板に異常が発生し ま し
た。 (FPGA HDC)

＊＊＊＊＊ ERROR 09 ＊＊＊＊＊

ヒ ー ト シ ン ク  (----)
制御基板で異常温度を検出し ま
し た。
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＊＊＊＊＊ ERROR 09 ＊＊＊＊＊

ビ シ ン ド ウ  (----)
制御基板に異常が発生し ま し
た。 (FPGA HDC)

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 10 ＊＊＊＊＊

コ マ ン ド  エラー
コ マン ド データ以外のデータ を
受信し ま し た。

イ ン ターフ ェ イ スケーブルを確
実に接続し て く だ さ い。
規格に適合し た イ ン ターフ ェ イ
スケーブルを使用し て く だ さ
い。

＊＊＊＊＊ ERROR 11 ＊＊＊＊＊

パラ メ ーター エラー
数値範囲外のパラ メ ータ を受信
し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 16 ＊＊＊＊＊

MRL コ マ ン ド

本装置で対応し ていない コ マン
ド 体系のデータ が送信されま し
た。

本装置に対応し た コ マ ン ド 体系
のデータ を送信し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 20 ＊＊＊＊＊

I/F ボー ド  01
制御系に異常が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 20 ＊＊＊＊＊

I/F ボー ド  02
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 20 ＊＊＊＊＊

I/F ボー ド  03
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 20 ＊＊＊＊＊

I/F ボー ド  04
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 21 ＊＊＊＊＊

I/F ナシ
制御系に異常が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 23 ＊＊＊＊＊

ホス ト  I/F

IEEE-1394 接続でホス ト コ ン

ピ ュータ と  I/F ボー ド と の通信

に タ イ ムア ウ ト エラーが発生し
ま し た。

ケーブルが確実に接続し てある
か、 またはホス ト コ ン ピ ュータ
側でエラーが発生し ていないか
確認し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 24 ＊＊＊＊＊

I/F イ ニシャル
制御系に異常が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 25 ＊＊＊＊＊
FULL-SPEED

USB2.0 接続でホス ト コ ン

ピ ュータ と  I/F ボー ド と の通信

にエラーが発生し ま し た。
(Full-Speed モー ド 接続 )

ホス ト  PC が USB2.0 イ ン ター

フ ェ イ スに対応し ているか確認
し て く だ さ い。
( そのまま使用でき ますが、 Hi-
Speed モー ド 接続を推奨し ま

す。 )

エラー メ ッ セージ 原  因 対処方法
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＊＊＊＊＊ ERROR 25 ＊＊＊＊＊

パケ ッ ト サイ ズ オーバー

USB2.0 接続でホス ト コ ン

ピ ュータ と  I/F ボー ド と の通信

にエラーが発生し ま し た。

ケーブルが確実に接続し てある
か、 またはホス ト コ ン ピ ュータ
側でエラーが発生し ていないか
確認し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 25 ＊＊＊＊＊

USB プ ロ ト コル

USB2.0 接続でホス ト コ ン

ピ ュータ と  I/F ボー ド と の通信

にエラーが発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 25 ＊＊＊＊＊

USB カ ンキ ョ ウ

USB2.0 接続でホス ト コ ン

ピ ュータ と  I/F ボー ド と の通信

にエラーが発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 25 ＊＊＊＊＊

USB データー

USB2.0 接続でホス ト コ ン

ピ ュータ と  I/F ボー ド と の通信

にエラーが発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 30 ＊＊＊＊＊

オペレーシ ョ ン  エラー

操作パネルで不当なオペレー
シ ョ ン を し ま し た。 デ ィ スプ レ
イ 1 に、 エラーの原因が表示さ

れます。

原因を解消し て、 正し いオペ
レーシ ョ ン を し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 34 ＊＊＊＊＊

ミ サク ズ データー ア リ

受信済みで未作図のデータ があ
るのに、 フ ァ ン ク シ ョ ン機能の
設定を変更し よ う と し ていま
す。

受信済みのデータ を全て作図す
るか、 データ ク リ アを実行し て
から、 設定機能を変更し て く だ
さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 40 ＊＊＊＊＊

モーターアラーム X
制御系に異常が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 41 ＊＊＊＊＊

モーターアラーム Y
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 42 ＊＊＊＊＊

X オーバー カ レ ン ト
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 43 ＊＊＊＊＊

Y オーバー カ レ ン ト
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 45 ＊＊＊＊＊

キャ ッ ピ ング : センサー
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 45 ＊＊＊＊＊

キャ ッ ピ ング : パラ メ ーター
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 46 ＊＊＊＊＊

ワ イ パー
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 47 ＊＊＊＊＊

ステーシ ョ ン
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 49 ＊＊＊＊＊

カ ッ ター ソ レ ノ イ ド
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 50 ＊＊＊＊＊

メ デ ィ ア ケン シュツ

用紙検出ができ ませんで し た。
メ デ ィ アのセ ッ ト 位置、 使用メ
デ ィ アが不適当です。

メ デ ィ アを正し く セ ッ ト し て
も、 エラーを表示する場合は
サービ ス コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 50 ＊＊＊＊＊

メ デ ィ ア アツサ ケン シュツ
用紙厚さ検出ができ ませんで し
た。

メ デ ィ ア厚を入力するか、 END 
キーを選択し て再度メ デ ィ ア検
出を実行し て く だ さ い。

エラー メ ッ セージ 原  因 対処方法
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＊＊＊＊＊ ERROR 51 ＊＊＊＊＊

Y ゲンテン
Y 原点検出ができ ませんで し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 53 ＊＊＊＊＊

ヘッ ド  タ カサ ゲンテン
ヘッ ド 高さ原点検出ができ ませ
んで し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 54 ＊＊＊＊＊

メ デ ィ ア ジ ャム
紙詰ま り を検出し ま し た。

フ ロ ン ト カバーを開け、 ク ラ ン
プ レバーを引き上げて、 紙詰ま
り を解消し て く だ さ い。
紙詰ま り を解消し て も、 エラー
表示する場合はサービ ス コール
し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 58 ＊＊＊＊＊

ポジシ ョ ンエン コーダー : ホウ コ ウ
制御系に異常が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊＊ ERROR 58 ＊＊＊＊＊

ポジシ ョ ンエン コーダー : カ ウ ン ト
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 59 ＊＊＊＊＊

カ ッ ターエン コーダー
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 64 ＊＊＊＊＊

マキ ト リ  デンアツ
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊＊ ERROR 64 ＊＊＊＊＊

ク リ ダシ デンアツ
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 116 ＊＊＊＊
NCU I/F 00 制御系に異常が発生し ま し た。

ノ ズル抜け検出機能を切 り 離し
て、 継続使用は可能です。
一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
エラーが頻発する場合はサービ
ス コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 116 ＊＊＊＊
NCU I/F 01 制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 120 ＊＊＊＊

カ ンキ ョ ウオン ド  ヒ ク イ

環境温度が使用可能温度範囲外 
( 低い ) です。 設置環境の温度を使用環境温度

範囲内に し て く だ さ い。＊＊＊＊ ERROR 121 ＊＊＊＊

カ ンキ ョ ウオン ド  タ カ イ

環境温度が使用可能温度範囲外 
( 高い ) です。

＊＊＊＊ ERROR 122 ＊＊＊＊

カ ンキ ョ ウオン ド 　 ヒ ク イ （ケツ ロ）

環境温度が低いため、 ヘッ ド が
結露する恐れがあ り ます。

設置環境の温度を高 く し て く だ
さ い。
( そのまま使用する場合は

ENTER キーを選択し ます。 )

＊＊＊＊ ERROR 134 ＊＊＊＊

メ デ ィ アエン コーダー : センサー

メ デ ィ アエン コーダーの検出で
異常が発生し ま し た。
( カ ウ ン ト できない )

[ メ デ ィ アオク リ セ ッ テ イ ]-[ オ

ク リ ホウ シキ ] で ノ ーマルを選

択するか、 一度、 電源を  OFF 
に し て、 し ば ら く たってから電
源を ON に し て く だ さ い。

再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 134 ＊＊＊＊

メ デ ィ アエン コーダー : ホウ コ ウ

メ デ ィ アエン コーダーの検出で
異常が発生し ま し た。
( 取 り 付け方向の異常 )

＊＊＊＊ ERROR 134 ＊＊＊＊

メ デ ィ アエン コーダー : ゲンテン

メ デ ィ アエン コーダーの検出で
異常が発生し ま し た。
( 原点検出ができない )

エラー メ ッ セージ 原  因 対処方法
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＊＊＊＊ ERROR 135 ＊＊＊＊

メ デ ィ ア オク リ  イ ジ ョ ウ
メ デ ィ ア送 り で異常が発生し ま
し た。

メ デ ィ アが正し く セ ッ ト されて
いるか、 または メ デ ィ アの終わ
り ではないかを確認し て く だ さ
い。
[ セ ッ テ イ ]-[ メ デ ィ アオク リ

セ ッ テ イ ]-[ ド ウサテス ト ] でダ

イ レ ク ト 送 り 方式に適し た メ
デ ィ アかテス ト し て く だ さ い。
それで も解消し ない場合は、 [
セ ッ テ イ ]-[ メ デ ィ アオク リ セ ッ

テ イ ]-[ オク リ ホウ シキ ] で "
ノ ーマル " を選択するか、 一度、

電源を OFF に し て し ば ら く

たってから電源を ON に し て く

だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 142 ＊＊＊＊

イ ン ク  モ レ  (--/--)
イ ン ク漏れを検出し ま し た。

一度、 主電源を OFF に し て、

し ば ら く たってから主電源を
ON に し て く だ さ い。

再度、 表示する と きは主電源を
OFF に し て、 電源ケーブルを抜

いてから弊社サービ スまたは販
売店にサービ ス コール し て く だ
さ い。

＊＊＊＊ ERROR 143 ＊＊＊＊

カー ト リ ッ ジ ソ レ ノ イ ド
制御系に異常が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 143 ＊＊＊＊

セン ジ ョ ウ  ソ レ ノ イ ド
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 144 ＊＊＊＊

カー ト リ ッ ジ セ ッ ト !
制御系に異常が発生し ま し た。

カー ト リ ッ ジをセ ッ ト し て く だ
さ い。

＊＊＊＊ ERROR 145 ＊＊＊＊

フ ラ ッ シング BOX コ ウ カ ン

フ ラ ッ シ ング BOX の交換時期

を過ぎています。
サービ ス コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 145 ＊＊＊＊

フ ラ ッ シング BOX ク リ ーニング

フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニ

ング時期です。

フ ラ ッ シ ング BOX を速やかに

ク リ ーニング し て く だ さ い。
(4-46 参照 )

＊＊＊＊ ERROR 145 ＊＊＊＊

F.BOX 　 フ ィ ルター 　 コ ウ カ ン

昇華転写イ ン ク使用時、 フ ラ ッ
シ ング BOX 上の フ ィ ルター交

換時期にな り ま し た。

フ ィ ルターを速やかに交換し て
く だ さ い。 (4-49 参照 )

＊＊＊＊ ERROR 146 ＊＊＊＊

ク リ ーニング 　 デキマセン

1 供給経路あた り の イ ン ク が少

ないか終わったため、 自動ク
リ ーニングが行えません。

ロ ーカルモー ド で供給経路を確
認し て、 カー ト リ ッ ジを交換し
て く だ さ い。 (3-48 参照 )

エラー メ ッ セージ 原  因 対処方法
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＊＊＊＊ ERROR 160 ＊＊＊＊

NCU ケン シュ ツ  00
制御系に異常が発生し ま し た。

ノ ズル抜け検出機能を切 り 離し
て作図継続し ます。 次の作図
フ ァ イルから は、 再度 ノ ズル抜
け検出機能を有効に し ます。
エラーが頻発する場合はサービ
ス コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 160 ＊＊＊＊

NCU ケン シュ ツ  01
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 160 ＊＊＊＊

NCU ケン シュ ツ  02
制御系に異常が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 160 ＊＊＊＊

NCU ケン シュ ツ  03
制御系に異常が発生し ま し た。

ノ ズル抜け検出機能を切 り 離し
て作図継続し ます。 次の作図
フ ァ イルから は、 再度 ノ ズル抜
け検出機能を有効に し ます。
エラーが頻発する場合はサービ
ス コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 160 ＊＊＊＊

NCU ケン シュ ツ  04
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 161 ＊＊＊＊

NCU コ ウ カ ン
制御系に異常が発生し ま し た。

継続使用は可能です。
エラーが頻発する場合はサービ
ス コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 161 ＊＊＊＊

NCU シ ョ ウ ヒ  デン リ ュ ウ
制御系に異常が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。
ノ ズル抜け検出機能を切 り 離し
て、 継続使用は可能です。

＊＊＊＊ ERROR 162 ＊＊＊＊

NCU デンゲン  デンアツ
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 163 ＊＊＊＊

NCU センサー
制御系に異常が発生し ま し た。

継続使用は可能です。
エラーが頻発する場合はサービ
ス コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 163 ＊＊＊＊

NCU センサー ケン シュツ エラー
制御系に異常が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。
ノ ズル抜け検出機能を切 り 離し
て、 継続使用は可能です。

＊＊＊＊ ERROR 164 ＊＊＊＊

NCU FPGA エラー
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 200 ＊＊＊＊

ヘッ ド  メ モ リ ー (----)
ヘッ ド ユニ ッ ト メ モ リ ーに異常
が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 201 ＊＊＊＊

バッ ク ア ッ プ メ モ リ ー
基板系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 201 ＊＊＊＊

バッ ク ア ッ プ データー
バッ ク ア ッ プデーターに異常が
発生し ま し た。

継続使用は可能です。
エラーが頻発する場合は、 サー
ビ ス コ ール し て く だ さ い。

エラー メ ッ セージ 原  因 対処方法
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＊＊＊＊ ERROR 202 ＊＊＊＊

ソ ウ チ コ ウ セ イ
制御系に異常が発生し ま し た。

サービ ス コ ール し て く だ さ い。
【ENTER】 キーを押し てエラー

の詳細を確認でき ます。
更に 【ENTER】 キーを押す と、

動作可能な構成に変更し て起動
する こ と ができ ます。
(5-13 参照 )

＊＊＊＊ ERROR203 ＊＊＊＊

SDRAM サイ ズ
制御系に異常が発生し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。
( 使用可能な SDRAM が存在す

る場合は、 そのまま継続使用で
き ますが、 解像度によ っては作
図ス ピ ー ド が低下し ます。 )

＊＊＊＊ ERROR 207 ＊＊＊＊

スルーレー ト 　 　 (----)

印刷中の波形制御に異常が発生
し ま し た。

一度、 電源を  OFF に し て、 し

ば ら く たってから電源を  ON に
し て く だ さ い。
再度、 表示する と きはサービ ス
コ ール し て く だ さ い。

＊＊＊＊ ERROR 207 ＊＊＊＊

オーバーフ ロ ー 　 　 (----)

＊＊＊＊ ERROR 207 ＊＊＊＊

アンダーフ ロ ー 　 　 (----)

＊＊＊＊ ERROR 207 ＊＊＊＊

ハケ イ  イ ジ ョ ウ 　 　 (----)

＊＊＊＊ ERROR 210 ＊＊＊＊

イ ン ター ロ ッ ク  センサー
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 211 ＊＊＊＊

ヒ ーター オン ド  (--/--/--)
メ デ ィ ア ヒ ーターの温度異常を
検出し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 211 ＊＊＊＊

カオン  ヒ ーター オン ド  (----)
ヘッ ド 加温 ヒ ーターの温度異常
を検出し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 211 ＊＊＊＊

カオン  ヒ ーター ダンセン  (----)
ヘッ ド 加温 ヒ ーターが断線し ま
し た。

＊＊＊＊ ERROR 211 ＊＊＊＊

カオン  ヒ ーター サー ミ ス タ  (----)
ヘッ ド 加温 ヒ ーターのサー ミ ス
タ に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 212 ＊＊＊＊

ハイ  イ ン ク タ ン ク  センサー
制御系に異常が発生し ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 250 ＊＊＊＊

Y ザ ヒ ョ ウ
スキャ ン動作時に異常を検出し
ま し た。

＊＊＊＊ ERROR 251 ＊＊＊＊

システム エラー
システムエラーが発生し ま し
た。

エラー メ ッ セージ 原  因 対処方法



5 困ったときは

5-26



この章では ...

FUNCTION 機能の導入 ..........................................................6-2

セ ッ テ イ機能の導入 ...............................................................6-2

メ ンテナンス機能の導入 ......................................................6-12

マシ ンセ ッ テ イ機能の導入 ..................................................6-17

NCU 機能の導入 ...................................................................6-26

DISPLAY 設定 ......................................................................6-29

機能の応用設定 ....................................................................6-30

機能メ ニューの操作方法について .......................................6-34

カ ッ ターに関する機能 .........................................................6-35

作図品質に関する機能 .........................................................6-37

イ ン ク に関する機能 .............................................................6-38

機能フ ロ ーチャー ト  [BOOT] ................................................6-40

機能フ ロ ーチャー ト  [ ロ ーカルモー ド ] ...............................6-42

機能フ ロ ーチャー ト  [ リ モー ト モー ド ] ...............................6-46

機能フ ロ ーチャー ト  [FUNCTION キー ] ..............................6-48

プ リ ン タ の機能メ ニューでよ く 使われる機能について、 目的別
にその操作方法と デ ィ スプ レ イ の メ ッ セージ例を紹介し ていま
す。

第 6 章

各機能の操作方法



6 各機能の操作方法

6-2

FUNCTION 機能の導入

FUNCTION 機能には、 以下の 5 つの機能があ り ます。

セ ッ テ イ機能の導入

作図条件をま と めて登録する  ( タ イ プ登録 )

フ ァ ン ク シ ョ ンモー ド のセ ッ テ イ機能には 17 項目 （昇華転写イ ン ク をお使いの場合は

18 項目） の機能があ り ます。

セ ッ テ イ リ セ ッ ト 機能を除 く  16 項目 （昇華転写イ ン ク をお使いの場合は 17 項目） の

機能は、 それぞれ 4 タ イ プに登録で き ます。

メ デ ィ アの種類別に タ イ プ を登録し てお く と、 違 う 種類の メ デ ィ アに交換し た場合に
容易に作図条件等を変更で き ます。

タ イ プ登録の例

設定機能一覧

各セ ッ テ イ機能の概要と設定値について説明し ます。

機能名称 概  要 参照先

セ ッ テ イ機能 作図品質に関する、 各種設定を行います  P. 6-2
メ ンテナンス機能 本装置を適正にお使いいただ く ためのお手入れに関する操作です  P. 6-12
マシ ンセ ッ テ イ機能 本装置の各種情報を表示し た り 、 時刻や単位を設定し ます  P. 6-17

NCU 機能 ノ ズル抜け検出機能に関するオペレーシ ョ ン を設定し ます  P. 6-26

DISPLAY 機能 装置で使用する言語を設定し ます  P. 6-29

ソルベン ト イ ン ク を
ご使用の場合

水性イ ン ク を ご使用の場合

タ イ プ 1 ターポ リ ン 1 用 フ ォ ト ペーパー

タ イ プ 2 ターポ リ ン 2 用 PET 用 1

タ イ プ 3 FF (Flexible Face) 用 PET 用 2

タ イ プ 4 塩ビ マ ッ ト 合成紙

機能名称 概  要 参照先

メ デ ィ アホセ イ メ デ ィ アの送 り 量を補正し ます  P. 6-4

メ デ ィ アオク リ セ ッ テ イ メ デ ィ ア送 り に関係する項目を設定し ます  P. 6-4

ヒ ーター ヒ ーターの状態を設定し ます  P. 6-4

サク ズホウ シキ 作図品質、 作図方向を設定し ます  P. 6-5
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セ ッ テ イ機能の設定

セ ッ テ イ機能を実行する場合、 操作パネル上で以下の操作が必要です。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【FUNCTION】 キーで [ セ ッ テ イ ] を
選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 【】 キーで、 タ イ プ 1 から  4 を選び、 【ENTER】 キーを押し ます。

各作図条件を設定し ます。

3各セ ッ テ イ機能を、 選択 ・ 設定し ます。

カサネヌ リ イ ン ク の重ね塗 り を行います  P. 6-7
カ ン ソ ウ ジ カ ン イ ン ク の乾燥時間を設定し ます  P. 6-7
オー ト カ ッ ト 作図後、 自動で メ デ ィ アを カ ッ ト し ます  P. 6-8
プ リ フ ィ ー ド 作図前に メ デ ィ アを前後搬送させます  P. 6-8
マージ ン メ デ ィ ア左右の余白を設定し ます  P. 6-8
カ ラーパ ターン メ デ ィ ア右端にカ ラーパ ターン を作図し ます  P. 6-9
リ フ レ ッ シュ 作図中に、 イ ン クヘッ ド の リ フ レ ッ シュを行います  P. 6-9
キュ ウ チャ ク メ デ ィ アの吸着する力を設定し ます  P. 6-9
ユウ セン ジ ュ ン イ 優先する設定 ( パネル / ホス ト ) を決定し ます  P. 6-10
オー ト ク リ ーニング 作図ご と、 ヘッ ド を自動的に ク リ ーニング し ます  P. 6-10

サクズチュ ウ メ ンテナンス*1 作図中、 ヘッ ド を自動的に定期ク リ ーニングまたは ワ イ ピ
ング し ます

 P. 6-10

ヘッ ド  ギャ ッ プ
ヘッ ド  ギャ ッ プ ( メ デ ィ アから、 ヘッ ド ノ ズル面までの高
さ ) を設定し ます

 P. 6-11

メ デ ィ アケン シュツ メ デ ィ アの検出方法を設定し ます  P. 6-11
セ ッ テ イ リ セ ッ ト *2 設定条件を初期化し ます  P. 6-11

*1. 専用昇華転写イ ン ク をお使いの場合だけ、 [ サク ズチュ ウ メ ンテナンス ] の設定ができ ます。
*2. タ イ プに登録で き るのは、 [ セ ッ テ イ リ セ ッ ト ] を除 く 各項目です。

機能名称 概  要 参照先

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

セッテイ <ENT>

セッテイ

セン タ ク : タ イ プ 1

セッテイ

セン タ ク : タ イ プ 1
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セ ッ テ イ機能の概要

メ デ ィ ア補正 (3-33 参照 )

メ デ ィ アの種類を交換し た場合、 または ヒ ーターの温度を変更し た場合は、 必ず メ
デ ィ アの厚みに よ る送 り 量を補正し ます。 ( 補正値 : -255 ～ 255)

メ デ ィ ア送 り 設定 

メ デ ィ ア送 り に関係する項目を設定し ます。
設定項目は、 下表の通 り です。

オク リ ホウ シキ

メ デ ィ アの送 り 量検出方式を選択し ます。
設定値 : [ ダ イ レ ク ト , ノ ーマル ]

設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

ソ ク ド キ リ カエ

メ デ ィ ア送 り 速度を設定し ます。 ( 標準速度 : 100%)
重い メ デ ィ ア ・ 貼 り 付き易い メ デ ィ ア ・ ロ ール形状がたわんでい る メ デ ィ アなど、 送
り 精度に影響があ る場合、 送 り 速度を遅 く する こ と がで き ます。
設定値 : [200% ～ 10%]
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

ド ウサテス ト

メ デ ィ アエン コ ーダを使用し た、 ダ イ レ ク ト 検出方式に適し た メ デ ィ アかど う かのテ
ス ト を実行し ます。
フ ィ ー ド 誤差が 0.4 % 以上の場合は、 フ ィ ー ド ホウ シキの推奨モー ド が表示されます。

ヒ ーター (6-31 参照 )

プ ラテン内に内蔵されてい る プ リ ヒ ーター ・ プ リ ン ト ヒ ーター ・ ア フ ター ヒ ーターに
ついて設定し ます。

オク リ ホウ シキ メ デ ィ アの送 り 量検出方式を切 り 替えます

ソ ク ド キ リ カエ メ デ ィ アを送る速度を設定し ます

ド ウサテス ト
メ デ ィ アエン コーダを使用し たダ イ レ ク ト 検出方式に適し た メ デ ィ アかど
う か、 テス ト を行います

ダ イ レ ク ト
モーターエン コーダーによ る送 り 量制御 + メ デ ィ アエン コーダーによ る位
置検出 ( 初期値 )

ノ ーマル モーターエン コーダーによ る送 り 量制御
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作図方式

作図に関する各種設定を行います。

DRAFT 品質

DRAFT モー ド  (Y 方向解像度 540dpi) の作図品質を設定し ます。

設定値 : [ ヒ ョ ウ ジ ュ ン , キ レ イ , ハヤイ ]
品質の項目選択中に、 【FUNCTION】 キーを押すこ と に よ り 、 解像度毎のパス数、 高速

作図 ON / OFF の設定が可能にな り ます。

設定可能な要素の組み合わせは下表の通 り です。

DRAFT モー ド

解像度

4 色 6 色
DRAFT 品質

Pass 高速作図 Pass 高速作図

540x720 dpi

4 ON / OFF 8 ON / OFF ハヤイ

8 ON / OFF 16 ON / OFF ヒ ョ ウ ジ ュ ン

16 ON / OFF 32 ON / OFF キレ イ

540x900 dpi

10 ON / OFF 10 ON / OFF ハヤイ

20 ON / OFF 20 ON / OFF ヒ ョ ウ ジ ュ ン

40 ON / OFF 40 ON / OFF キレ イ

540x1080 dpi

6 ON / OFF 12 ON / OFF ハヤイ

12 ON / OFF 24 ON / OFF ヒ ョ ウ ジ ュ ン

24 ON / OFF 48 ON / OFF キレ イ

表 6-1 ： DRAFT 品質で設定可能な要素
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FINE 品質

Fine モー ド  (Y 方向解像度 720dpi) の作図品質を設定し ます。

設定値 : [ ヒ ョ ウ ジ ュ ン , キ レ イ , ハヤイ ]
品質の項目選択中に、 【FUNCTION】 キーを押すこ と に よ り 、 解像度毎のパス数、 高速

作図 ON / OFF の設定が可能にな り ます。

設定可能な要素の組み合わせは下表の通 り です。

尚、 Super fine モー ド  (1440x1440) の作図品質は固定です。

スキャ ン方向

作図方向を設定し ます。
設定値 : [ タ ンホウ コ ウ , ソ ウホウ コ ウ ]

FINE モー ド

解像度

4 色 6 色
FINE 品質

Pass 高速作図 Pass 高速作図

720x540 dpi

6 ON / OFF 6 ON / OFF ハヤイ

12 ON / OFF 12 ON / OFF ヒ ョ ウ ジ ュ ン

24 ON / OFF 24 ON / OFF キレ イ

720x720 dpi

4 ON / OFF 8 ON / OFF ハヤイ

8 ON / OFF 16 ON / OFF ヒ ョ ウ ジ ュ ン

16 ON / OFF 32 ON / OFF キレ イ

720x1080 dpi

6 ON / OFF 12 ON / OFF ハヤイ

12 ON / OFF 24 ON / OFF ヒ ョ ウ ジ ュ ン

24 ON / OFF 48 ON / OFF キレ イ

720x1440 dpi

8 ON / OFF 16 ON / OFF ハヤイ

16 ON / OFF 32 ON / OFF ヒ ョ ウ ジ ュ ン

32 ON / OFF 64 ON / OFF キレ イ

表 6-2 ： FINE 品質で設定可能な要素
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ロ ジ カルシーク

ロ ジ カルシーク  ON / OFF を設定し ます。

設定値 : [ON, OFF]

ロ ジ カルシーク  OFF 時のヘッ ド の動き

ロ ジ カルシーク  ON 時のヘッ ド の動き

重ね塗 り

重ね塗 り 回数を設定し ます。
設定値 : [1 ～ 9 回 ]
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

乾燥時間

イ ン ク の乾燥時間の設定を行います。

スキャ ン

スキャ ン毎の イ ン ク乾燥時間を設定し ます。 双方向作図の場合は、 往路 / 復路のスキャ

ン毎に一時停止し ます。
設定値 : [0.0 ～ 19.9sec] (0.1sec 単位 )

作図エン ド

作図終了後の イ ン ク乾燥時間を設定し ます。
設定値 : [0 ～ 999sec] (1sec 単位 )
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

単方向作図 双方向作図

単方向作図 双方向作図
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オー ト カ ッ ト

作図終了後、 メ デ ィ アを自動で カ ッ ト するか設定し ます。
設定値 : [ON , OFF]
作図エン ド 時間が設定されてい る場合は、 その時間が経過し た後、 メ デ ィ ア カ ッ ト し
ます。
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

プ リ フ ィ ー ド

メ デ ィ アの張 り 付き を防止する ため、 作図前に メ デ ィ アを一定量前後に フ ィ ー ド する
か設定し ます。
設定値 : [ON , OFF]
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

マージ ン

メ デ ィ アの左右の余白を設定し ます。

左マージ ン

メ デ ィ アの左余白を設定し ます。
設定値 : [-10 ～ 85mm] (1 ㎜単位 )

右マージ ン

メ デ ィ アの右余白を設定し ます。
設定値 : [-10 ～ 85mm] (1 ㎜単位 )
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。
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カ ラーパ ターン

メ デ ィ アの右端に、 ノ ズル抜けを確認するパ ターン を作図するか設定し ます。
設定値 : [ON , OFF]
パ ターン を作図する場合は、 画像データ の作図位置が原点から スキャ ン方向に 18 ㎜ 
移動し ます。
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

確認パ ターン

リ フ レ ッ シ ュ

ヘッ ド の リ フ レ ッ シ ュ レベル ( ラ ンニング フ ラ ッ シ ュ間隔 ) を設定し ます。

設定値 : [0 ～ 3] ( レベルを高 く する と間隔が短 く な り ます )
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

吸着

吸着フ ァ ンの強さ を設定し ます。
メ デ ィ ア検出中、 メ デ ィ ア カ ッ ト 、 JOG 動作中は設定に関わら ず [ ヒ ョ ウ ジ ュ ン ] と
な り ます。
設定値 : [ ツ ヨ イ  , ヒ ョ ウ ジ ュ ン  , ヤヤ ヨ ワ イ  , ヨ ワ イ  , OFF]
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

OFF 以外の項目選択中に 【FUNCTION】 キーを押すこ と によ り 、 オン ラ イ ン作図終了後

から吸着フ ァ ン を停止する までの時間設定が可能にな り ます。 （ただ し、 リ モー ト モー ド
中のみ有効です）
設定値 : [0 ～ 60min、 レ ンゾ ク ] （10min 単位）

0min に設定する と、 作図が終了する と きに吸着フ ァ ン も停止し ます。

レ ン ゾ ク に設定する と、 リ モー ト モー ド 中は作図に関わら ず吸着フ ァ ンが回 り 続けます。
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

6 色モー ド の場合4 色モー ド の場合

原点

18 mm

画像
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優先順位

セ ッ テ イ機能の以下の項目について、 装置の設定内容を優先するかホス ト から の指定
を優先するか選択し ます。
[ メ デ ィ アホセ イ ]、 [ ヒ ーター ]、 [ サク ズホウ シキ ]、 [ カサネヌ リ ]、 [ カ ン ソ ウ ジ カ ン

]、 [ オー ト カ ッ ト ]、 [ プ リ フ ィ ー ド ]、 [ マージ ン ]、 [ カ ラーパ ターン ]、 [ リ フ レ ッ

シ ュ ]、 [ キュ ウ チャ ク ]、 [ オク リ ソ ク ド ]、 [ オク リ ホウ シキ ]
設定値 : [ コ ベツセ ッ テ イ , スベテホス ト , スベテパネル ]
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

ホス ト 優先の設定で、 ホス ト から の指定がない項目は、 パネルの設定内容を有効に し
ます。

オー ト ク リ ーニング (3-43 参照 )

作図前に、 自動的にヘッ ド を ク リ ーニングするか設定し ます。
設定値 : [ON , OFF]
ク リ ーニングは、 装置起動後の最初の作図前に行い、 以降は、 作図メ ー ト ル単位で各
作図前に行います。
オー ト ク リ ーニング ON / OFF 選択中の 【FUNCTION】 キーで詳細設定メ ニュー と な

り ます。

ク リ ーニング動作間隔

ク リ ーニングを行 う 作図間隔を設定し ます。
設定値 : [10 ～ 30000 ㎜ ] ( 初期値 : 1000 ㎜ )

ク リ ーニング タ イ プ

オー ト ク リ ーニング タ イ プ を設定し ます。
設定値 : [ ソ フ ト  , ノ ーマル , ハー ド ]
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

作図中メ ンテナンス (3-45 参照 )

作図中、 自動的にヘッ ド を ク リ ーニングまたは ワ イ ピ ングするか設定し ます。
設定値 : [ ク リ ーニング , ワ イ ピ ング , OFF] 
ク リ ーニングは、 各作図を開始し てから動作間隔単位で行います。
ク リ ーニング 選択中の 【FUNCTION】 キーで詳細設定メ ニュー と な り ます。

ワ イ ピ ングは各作図を開始し てから のスキャ ン回数間隔単位で行います。
ワ イ ピ ング選択中の 【FUNCTION】 キーで詳細設定メ ニュー と な り ます。

設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

ク リ ーニング動作間隔

ク リ ーニングを行 う 作図間隔を設定し ます。
設定値 : [0.1 ～ 100.0 m] ( 初期値 : 1.0 ㎜ )

コ ベツセ ッ テ イ 個々にパネル優先 / ホス ト 優先を設定し ます

スベテホス ト 全項目をホス ト 優先に設定し ます

スベテパネル 全項目をパネル優先に設定し ます
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ク リ ーニング タ イ プ

作図中ク リ ーニング タ イ プ を設定し ます。
設定値 : [ ソ フ ト  , ノ ーマル , ハー ド ]

ワ イ ピ ング動作間隔

ワ イ ピ ングを行 う 作図間隔を設定し ます。
設定値 : [10 ～ 9990 回 ] （10 回単位 / 初期値 ： 50 回）

ヘッ ド ギャ ッ プ  (3-5 参照 )

ヘッ ド ギャ ッ プ ( メ デ ィ アからヘッ ド ノ ズル面までの高さ ) を設定し ます。

設定値 : [1.5 ㎜～ 7.0 ㎜ ] (0.1 ㎜単位 / 初期値 : 1.5 ㎜ )
尚、 ヘッ ド ギャ ッ プの上限は メ デ ィ ア厚に よ り 変化し ます。
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

メ デ ィ ア検出

検出方法

メ デ ィ アの検出方法を設定し ます。
設定値 : [ セ レ ク ト , ハバ ] ( 初期値 : セ レ ク ト )

カ ッ ト 時検出

メ デ ィ ア カ ッ ト 時の検出タ イ プ を設定し ます。
設定値 : [ リ ョ ウ エ ッ ジ , ヒ ダ リ エ ッ ジ , ミ ギエ ッ ジ , ナシ ] ( 初期値 : リ ョ ウ エ ッ ジ )
設定値は、 ユーザータ イ プ毎に保存し ます。

セ ッ テ イ リ セ ッ ト

選択されてい るユーザータ イ プ (1 ～ 4) のセ ッ テ イ機能の内容を初期値に し ます。

セ レ ク ト
メ デ ィ ア検出時、 ロ ール メ デ ィ ア ( 幅のみ検出 ) か、 リ ーフ メ デ ィ ア ( 幅、
長さ検出 ) かを選択し ます

ハバ メ デ ィ ア検出時、 キー入力な し で幅のみ検出し ます
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メ ンテナンス機能の導入

メ ンテナンスは、 本装置を適正にお使いいただ く ためのお手入れに関する操作です。
フ ァ ン ク シ ョ ン メ ニューの [ メ ンテナンス ] を選択し、 各詳細を設定し てから実行し ます。

また、 【ST.MAINT】 キーを押すこ と に よ り 、 ステーシ ョ ン部の メ ンテナンスを個別に実行

する こ と がで き ます。

設定機能一覧

各メ ンテナンス機能の概要と設定値について説明し ます。

機能名称 概  要 参照先

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

ステーシ ョ ン内部やイ ン ク排出路の清掃、 ワ イ パー交換な
ど を行います。
( キャ リ ッ ジア ウ ト 、 ワ イ パーコ ウ カ ン、 ノ ズルセン ジ ョ
ウ、 ハイ ロ セン ジ ョ ウ、 ホカ ンセン ジ ョ ウ、 PUMP チュー
ブセン ジ ョ ウ、 ワ イ パーセン ジ ョ ウ )

 P. 4-7

キャ リ ッ ジ メ ンテナンス
ヘッ ド を装置左端まで移動させ、 ヘッ ド 周辺の メ ンテナン
スを行います。

 P. 4-28

ヘッ ド メ ンテナンス
ヘッ ド の各種メ ンテナンスを行います。
( イ ン ク ジ ュ ウ テン、 ハイ シュツ & セン ジ ョ ウ、 メ ンテナ
ンス セン ジ ョ ウ エキ )

 P. 3-31
 P. 4-20
 P. 5-6

フ ラ ッ シ ング BOX
フ ラ ッ シ ング BOX の ク リ ーニングを行った後、 ク リ ーニン
グの実施を装置に認識させるために行います。

 P. 4-46

ド ッ ト イ チホセ イ
ヘッ ド 高さやイ ン ク種別を変更し た場合など、 ド ッ ト 位置
を補正し ます。

 P. 3-35

PG チャ ク ダンチ ョ ウ セ イ

ヘッ ド の高さ を変更し た際、 双方向作図の ド ッ ト の着弾ズ
レ を補正するための基準値を設定し ます。
イ ン ク の種類を変更し た時、 イ ン ク の初期充填を行った際
に、 実行する必要があ り ます。

 P. 3-26

ス リ ープセ ッ テ イ
ノ ズル詰ま り を防止するために、 フ ラ ッ シ ング動作と ヘッ
ド ク リ ーニングを行います。
( リ フ レ ッ シュ、 チューブセン ジ ョ ウ、 ク リ ーニング )

 P. 4-31

テ イ キセ ッ テ イ
装置待機中、 定期的に動作する機能の設定を行います。
( テ イ キ ワ イ ピ ング、 リ フ レ ッ シュ、 チューブセン ジ ョ ウ、
ク リ ーニング、 Sub-INK ワーニング )

 P. 4-34

ワ イ パーレベル
使用環境によ り 、 ワ イ パー交換時期の警告を早めに促し ま
す。

 P. 4-41

ヘッ ド セン タ ク 作図に使用するヘッ ド を選択し ます。  P. 5-10
メ デ ィ アザン リ ョ ウ メ デ ィ ア残量表示機能の設定を行います。  P. 6-14
マシ ン イ ド ウ ジ ュ ン ビ 本装置を輸送する際に、 ステーシ ョ ン を固定する機能です。  P. 6-15
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メ ンテナンス機能の設定

メ ンテナンス機能を実行する場合、 操作パネル上で以下の操作が必要です。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2各メ ンテナンス機能を、 選択 ・ 設定し ます。

【ST.MAINT】 キーを使用し た操作手順 ( ステーシ ョ ン メ ンテナンス )

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【ST.MAINT】 キーを押し ます。

[ ステーシ ョ ン メ ンテナンス ] を表示し ますので、 各メ ンテナンスを実行し ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

ステーシ ョ ン メ ンテナンス

キャ リ ッ ジ アウ ト <ent>
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メ デ ィ ア残量表示機能の設定を行う  [ メ デ ィ アザン リ ョ ウ ]

メ デ ィ ア残量表示機能の ON/OFF を設定し ます。 ( 通常は、 OFF です。 )
メ デ ィ ア残量表示機能を  ON にする と、 リ モー ト モー ド で メ デ ィ ア残量が表示されま

す。 (OFF で リ ーフ メ デ ィ アの場合は、 作図長を表示し ます。 )
作図、 JOG キーに よ る フ ィ ー ド 量が、 メ デ ィ ア残量に反映されます。 メ デ ィ ア長 ( 残

量初期値 ) は ロ ール メ デ ィ ア検出時に入力し ます。

メ デ ィ ア長が入力されていない場合は、 作図長表示と な り ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ メ デ ィ ア ザン リ ョ ウ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 【】 キーで、 残量設定の ON , OFF を選択し ます。

【ENTER】 キーで確定し ます。

4 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

メ デ ィ ア ザン リ ョ ウ <ent>

9 回

メ デ ィ ア ザン リ ョ ウ

セッテイ :OFF

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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装置を安全に移動する  [ マシ ン イ ド ウ ジュ ン ビ ]

本装置を移動する際に、 ステーシ ョ ン を固定する機能です。
同一部屋内で、 振動を伴 う 移動の時に設定し ます。
ただ し、 移動する場合は、 販売店または弊社にお問い合わせ く だ さ い。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、【FUNCTION】キーで [ メ ンテナンス ] 
を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【】 キーで、 [ マシ ン イ ド ウ ジ ュ ン ビ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

3装置を移動させるための準備を し ます。

準備が整った ら、 【ENTER】 キーを押し ます。

4前面にあ る電源を押し ます。

電源ス イ ッ チのラ ン プが消灯し ます。

巻取装置の レベルアジ ャス タ は、 上げた状態で移動し て く だ さ い。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

メ ンテナンス <ENT>

メ ンテナンス

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

メ ンテナンス

マシン イ ド ウ  ジュン ビ <ent>

10 回

マシン ヲ イ ド ウ  スルタ メ ノ

ジュンビ ヲ オコナウ .
マシン イ ド ウ  ジュン ビ

カ イ シ : ent

デンゲン ヲ キッテ ク ダサイ .

マシン イ ド ウ  ジュン ビ

＊＊＊ カン リ ョ ウ  ＊＊＊
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5主電源を  OFF し、 電源ケーブルを抜いて、 本装置を移動させます。

本装置を移動する と きは、 複数人で図のよ う に運んで く だ さ い。
カバーを押す と割れる可能性があ り ます。
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マシ ンセ ッ テ イ機能の導入

設定機能一覧

各マシ ンセ ッ テ イ機能の概要と設定値について説明し ます。

機能名称 概  要 参照先

カ ン ソ ウ & ハイ キフ ァ ン
乾燥フ ァ ン、 外部 ・ 内蔵排気フ ァ ンの動作設定および連
動 ・ 独立動作設定を行います

 P. 6-19

カ ン ソ ウ フ ィ ー ド 作図後のフ ィ ー ド 動作を切 り 替えます  P. 6-20

カ ク ニン フ ィ ー ド
テス ト サク ズ後、 作図結果を確認するためのフ ィ ー ド を行
う か設定し ます

 P. 6-20

プ リ フ ィ ー ド ホウ シキ*1

*1. 専用昇華転写イ ン ク をお使いの場合だけ、 [ プ リ フ ィ ー ド ホウ シキ ] の設定がで き ます。

プ リ フ ィ ー ド の動作方式を切 り 替えます  P. 6-20
ヒ ーターセ ッ テ イ ア フ ター ヒ ータ の温度到達判定範囲を変更し ます  P. 6-21
カ ッ ト セ ッ テ イ 【】 キーをダ イ レ ク ト カ ッ ト キーに割 り 当てます  P. 6-21
ジ コ ク セ ッ テ イ 装置の日付、 時刻を設定し ます  P. 6-21

タ ン イ セ ッ テ イ
装置で使用する、 温度、 長さ、 面積についての表示単位を
変更し ます

 P. 6-21

ス タ ン プセ ッ テ イ
作図終了後に、 出力日時 ・ 作図条件を出力する設定を行い
ます

 P. 6-22

イ ン クキ ョ ウキュ ウユウ セ
ン

ダブルカー ト リ ッ ジ自動切替機能で、 優先し て使用する
カー ト リ ッ ジの状態の設定を行います。

 P. 3-55

テス ト サク ズハイ チ
テス ト 作図を繰 り 返し実行する と きの、 パ ターン配置方向
の設定を行います。

 P. 6-23

メ デ ィ アケン シュツ メ デ ィ ア厚さ検出の自動 / 手動を切 り 替えます  P. 6-23

マシ ン メ イ シ ョ ウ
USB2.0 イ ン ターフ ェ イ スを使用し た複数台接続時に、 装
置を認識させる為の名称を設定し ます

 P. 6-23

カ ンキ ョ ウオン ド
本機設置場所の温度が使用可能温度から外れている状態で
作図を開始し よ う と し た と きの動作の設定を行います

 P. 3-51

ジ ョ ウホウ
[ ジ ョ ウホウ ] では、 各種情報の表示を行います
【INFORMATION】 キーを押すこ と で、 [ ジ ョ ウホウ ] 内の項
目を個別に設定する こ と ができます

 P. 6-24
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[INFORMATION] キー機能一覧

各 [INFORMATION] 機能の概要と設定値について説明し ます。

マシ ンセ ッ テ イ機能の設定

マシ ンセ ッ テ イ機能を実行する場合、 操作パネル上で以下の操作が必要です。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【FUNCTION】 キーで [ マシ ン  セ ッ テ
イ ] を選択後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2各マシ ン  セ ッ テ イ機能を、 選択 ・ 設定し ます。

機能名称 概  要 参照先

エラー リ レキ エラーの履歴を表示し ます  P. 6-24
メ ンテナンス リ レキ メ ンテナンス機能を、 いつ使ったかの履歴を表示し ます  P. 6-24

サク ズモー ド リ レキ
現在までに行ったオン ラ イ ン作図情報 ( 作図条件 ) の履歴
を表示し ます

 P. 6-24

リ ス ト 装置の設定内容を確認するデータ を作図し ます  P. 6-25
イ ン ク コ ウ カ ン レポー ト イ ン ク カー ト リ ッ ジ交換情報を作図し ます。  P. 6-25
バージ ョ ン 装置の各種バージ ョ ン情報を表示し ます  P. 6-25
シ リ アル & デ ィ ーラー No 装置のシ リ アル No. と デ ィ ーラー No. を表示し ます  P. 6-25

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

マシン セッテイ <ENT>
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マシ ンセ ッ テ イ機能の概要

乾燥 & 排気フ ァ ン

乾燥フ ァ ン

乾燥フ ァ ンの動作を設定し ます。

停止タ イ マー

作図終了後から、 フ ァ ンが停止する までの時間を設定し ます。
設定値 : [ レ ン ゾ ク , 0 ～ 240min] ( 初期値 : 120min [1min 単位 ] )
[ レ ン ゾ ク ] は常時動作です。

切 り 替え

フ ァ ン動作を切 り 替えます。 ( 設定に従って フ ァ ンモーターを動作させる。 ) 
設定値 : [ON , OFF]
設定内容は保存し ません。
乾燥フ ァ ンは、 作図中は動作し、 作図終了から は停止タ イ マーの設定に従っ て動作
し ます。

外部排気フ ァ ン

外部排気フ ァ ン を装着し てい る場合に、 動作の設定を し ます。
初期状態では、 外部排気フ ァ ンは乾燥フ ァ ンの設定に連動し て動作し ますが、 独立動
作に切 り 替えれば乾燥フ ァ ン と は異なる設定が可能です。

停止タ イ マー

作図終了後から、 フ ァ ンが停止する までの時間を設定し ます。
設定値 : [ レ ン ゾ ク , 0 ～ 240min] ( 初期値 : 120min [1min 単位 ] )
[ レ ン ゾ ク ] は常時動作です。

切 り 替え

フ ァ ン動作を切 り 替えます。 ( 設定に従って フ ァ ンモーターを動作させる。 ) 
設定値 : [ON , OFF]
設定内容は保存し ません。
外部排気フ ァ ンは、 作図中は動作し、 作図終了から は停止タ イ マーの設定に従って
動作し ます。

連動設定

乾燥フ ァ ンの設定に連動し た動作に切 り 替えます。

内蔵排気フ ァ ン

内蔵排気フ ァ ン を装着し てい る場合に、 動作の設定を し ます。
初期状態では、 内蔵排気フ ァ ンは乾燥フ ァ ンの設定に連動し て動作し ますが、 独立動
作に切 り 替えれば乾燥フ ァ ン と は異なる設定が可能です。
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停止タ イ マー

作図終了後から、 フ ァ ンが停止する までの時間を設定し ます。
設定値 : [ レ ン ゾ ク , 0 ～ 240min] ( 初期値 : 120min [1min 単位 ] )
[ レ ン ゾ ク ] は常時動作です。

切 り 替え

フ ァ ン動作を切 り 替えます。 ( 設定に従って フ ァ ンモーターを動作させる。 ) 
設定値 : [ON , OFF]
設定内容は保存し ません。
内蔵排気フ ァ ンは、 作図中は動作し、 作図終了から は停止タ イ マーの設定に従って
動作し ます。

連動設定

乾燥フ ァ ンの設定に連動し た動作に切 り 替えます。

乾燥フ ィ ー ド

メ デ ィ ア乾燥のための フ ィ ー ド を行 う か設定し ます。
設定値 : [ON , OFF]
乾燥フ ィ ー ド が ON な ら ば、 作図終了後、 メ デ ィ アをア フ ター ヒ ーター位置まで

フ ィ ー ド し て メ デ ィ ア後端の乾燥を行います。
セ ッ テ イ機能 ( 乾燥時間 - 作図エン ド ) で指定された時間を待機後、 次の作図 ( または

メ デ ィ ア カ ッ ト ) を行います。 尚、 バ ッ ク フ ィ ー ド は し ません。 ( フ ィ ー ド し た位置か

ら作図し ます )

確認フ ィ ー ド

テス ト サク ズ後、 作図結果を確認する ための フ ィ ー ド を行 う か設定し ます。
設定値 : [ON , OFF]
確認フ ィ ー ド が ON な ら ば、 作図終了後、 作図結果を プ ラテン上から確認で き る位置

まで フ ィ ー ド させます。
また、 確認フ ィ ー ド 設定中 (ON 設定時 ) の 【FUNCTION】 キーで、 [ メ デ ィ ア戻し

フ ィ ー ド ] を設定する こ と がで き ます。

[ メ デ ィ ア戻し フ ィ ー ド ] は、 [ 確認フ ィ ー ド ] で フ ィ ー ド し た メ デ ィ アを元の位置まで

戻し ます。
設定値 : [ON , OFF]

プ リ フ ィ ー ド 方式

プ リ フ ィ ー ド の動作方式を切 り 替えます。
設定値 ： [FORE (***mm)， FORE&BACK]

プ リ フ ィ ー ド 方式が FORE (***mm) な ら ば、 プ リ フ ィ ー ド は ヒ ータ熱で波打っ た メ

デ ィ アを排除する ため、 メ デ ィ アを指定量送 り 出す動作を し ます。
メ デ ィ アを送 り 出す量は、 FORE 選択中の 【FUNCTION】 キーで変更し ます。

設定値 : [10 ～ 1000mm]
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プ リ フ ィ ー ド 方式が FORE&BACK な ら ば、 プ リ フ ィ ー ド は メ デ ィ アの張 り 付き を防止

する ため、 メ デ ィ アを一定量前後に フ ィ ー ド する よ う に動作し ます。

ヒ ーター設定

ア フ ター ヒ ータ の温度が設定温度に到達し たかの判定について設定し ます。
設定値 : [ ヒ ョ ウ ジ ュ ン， セ ッ テ イ -5 ℃， セ ッ テ イ -10 ℃， セ ッ テ イ -15 ℃， セ ッ テ イ

-20 ℃ ]

ヒ ーター設定が ヒ ョ ウ ジ ュ ンな ら ば、 ア フ ター ヒ ータ の温度が設定温度に達する まで、
温度到達と見な し ません。
セ ッ テ イ -5 ℃， セ ッ テ イ -10 ℃， セ ッ テ イ -15 ℃， セ ッ テ イ -20 ℃の場合、 ア フ ター

ヒ ータ の設定温度よ り 低い温度であ って も、 設定温度から選択温度を引いた温度以上
であれば、 温度到達と見な し ます。
ア フ ター ヒ ータ は作図する こ と で温度が下が り やすい ヒ ータ です。
複数の作図データ を連続で作図し たい場合、 ヒ ョ ウ ジ ュ ン では １ つの作図が終わ り 次
の作図を開始する際に、 温度が到達範囲から外れてい る と、 「温度制御中」 が表示され
到達温度範囲内にな ら ない と作図を開始し ません。
温度が多少低 く て も連続し て作図を行いたい場合は、 ヒ ョ ウ ジ ュ ン以外を設定し ます。

カ ッ ト 設定

メ デ ィ ア カ ッ ト のキー割 り 当て と、 カ ッ ト 後の動作について設定し ます。

カ ッ ト キーワ リ アテ

【】 キーを メ デ ィ ア カ ッ ト のダ イ レ ク ト キーに割 り 当て るかを設定し ます。

設定値 : [ON , OFF]
ダ イ レ ク ト キーに割 り 当てた場合、 ロ ーカルモー ド の 【】 キーで メ デ ィ ア カ ッ ト 選

択と な り 、 実行する と作図し た画像がカ ッ ト ラ イ ン を超え る まで自動的に フ ィ ー ド し
てから カ ッ ト し ます。

メ デ ィ アオ ト シ ド ウサ

メ デ ィ ア カ ッ ト 後にプ ラテン上に残ってい る メ デ ィ アを押し出す動作について設定し
ます。
設定値 : [ON , OFF]
OFF にする と、 カ ッ ト 後に メ デ ィ アを前後する動作は行われません。

時刻設定

装置の日付、 時刻を設定し ます。
過去の日時入力は、 8H まで可能です。

時刻を未来に設定し て し ま っ た場合は、 【FUNCTION】 キーを押すこ と で、 前回の変更

内容に戻すこ と がで き ます。 ただ し、 変更内容を戻せるのは一つ前の変更までです。
また、 一つ前に戻し た時間は、 経過し た時間分進んでいます。

単位設定

装置で使用する単位を設定し ます。
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温度

温度の表示単位を設定し ます。
設定値 : [°C ( 摂氏 ) , °F ( 華氏 ) ]

長さ

長さ、 面積の表示単位を設定し ます。
設定値 :  [mm , inch]

ス タ ン プ設定

作図条件、 作図日時の出力を行 う か設定し ます。
ス タ ン プセ ッ テ イ  ON の場合、 1 フ ァ イル作図終了後に印刷し ます。

設定値 :  [ON , OFF] 
設定 ON の場合、 ページ作図毎に下記内容を出力し ます。

マシ ン名称

F / W Version

解像度

分割数

作図方向

スキャ ンス ピー ド

重ね塗 り 回数

 メ デ ィ ア送 り 補正値

ヘッ ド ギャ ッ プ

 イ ン ク種類 & 色数

 ヒ ーター設定温度 PRE / PRINT / AFTER

作図日時

単位 表示

ミ リ mm m m²

イ ンチ inch , mil ft ft²
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テス ト 作図配置

テス ト 作図を繰 り 返し実行する と きの、 作図されるテス ト パ ターンの配置方向を選択
で き ます。

設定値 :  [FEED ホウ コ ウ  , SCAN ホウ コ ウ ] 

メ デ ィ ア検出

厚さ検出

メ デ ィ ア幅の検出前に行 う 厚さ検出を、 自動で行 う かマニュアル入力するかを設定し
ます。

同じ メ デ ィ アを ご使用の場合で も、 検出誤差から厚さ が変わって し ま う場合があ り ます。
こ のよ う な場合 MANUAL に し てお く と、 常に同じ厚さ を設定する こ と ができます。

設定値 : [AUTO , MANUAL]

FEED エラー検出

メ デ ィ アの送 り 方式を ノ ーマルに設定し、 メ デ ィ アが残っ ている と き にエラー 135 が

表示される場合は、 OFF を設定し て く だ さ い。

設定値 : [ON , OFF]

マシ ン名称

USB2.0 イ ン ターフ ェ イ スを使用し た複数台接続時の装置認識のためのマシ ン名称を設

定し ます。
マシ ン名称は [JV5 - ** ( 装置番号 ) ] の構成で、 装置番号のみ入力し ます。

設定値 : [01 ～ 99] ( 初期値 : 01)

: 設定値が “FEED ホウ コ ウ ” の と き

: 設定値が “SCAN ホウ コ ウ ” の と き
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ジ ョ ウホウ機能

ジ ョ ウホウはマシ ンセ ッ テ イ機能の一部で、 装置情報を確認する メ ニューから構成さ
れます。
[INFORMATION] キーで、 ダ イ レ ク ト に起動でき ます。

エラー履歴

現在までに発生し たエラー、 ワーニング履歴を表示し ます。
【】 【】 キーによ り 、 発生順にエラー、 ワーニング情報を切 り 替える こ と ができます。

表示内容 : 発生日時 ( 年月日時分 )、 エラー、 ワーニング内容

[ スベテ ]、 [ エラー ノ ミ ]、 [ ワーニング ノ ミ ] から選択し て表示できます。

メ ンテナンス履歴

メ ンテナンス機能を、 いつ使っ たかの履歴を表示し ます。
主に、 マニュアルに よ る洗浄機能や、 自動 ( 定期、 ス リ ープ ) での洗浄機能について表

示し ます。
履歴は、 1 つの LCD に 1 件表示されます。

作図モー ド 履歴

電源 ON から現在までに行ったオン ラ イ ン作図情報 ( 作図条件 ) を表示し ます。 (Max50)
【】 【】 キーによ り 作図し た順番で表示が切 り 替 り ます。

表示内容 : 日付、 履歴番号、 解像度、 パス数、 作図方向、 データ形式 (Variable / Normal)、
スキャ ンス ピー ド 、 重ね塗 り 回数、 ( 作図終了時点での ) 作図長

項  目 内  容

エラー履歴 エラー、 ワーニングの履歴表示

メ ンテナンス履歴 メ ンテナンス機能の使用履歴

作図モー ド 履歴 作図履歴の表示

リ ス ト 装置設定情報の作図

イ ン ク交換レポー ト イ ン ク交換履歴の作図

バージ ョ ン 装置バージ ョ ンの確認

シ リ アル & デ ィ ーラー No シ リ アル No. / デ ィ ーラー No. の確認
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リ ス ト

装置の設定内容を作図し ます。
出力フ ォーマ ッ ト を以下に示し ます。 ( 但し、 [DISPLAY]、 [ 単位 ] の設定によ り 変化し

ます )

イ ン ク交換レポー ト

イ ン ク カー ト リ ッ ジの交換履歴を作図し ます。

ノ ズル詰ま り のない イ ン ク色を選択でき ます。

バージ ョ ン

装置のバージ ョ ン情報を表示し ます。

シ リ アル & デ ィ ーラー No

シ リ アル No.、 デ ィ ーラー No. を表示し ます。

項  目 表  示 備  考

機種名 JV5-1x0S(x)

Main F / W Version ＊ . ＊＊

NCU F / W Version ＊ . ＊＊

I / F 種類 USB I / F USB 2.0

I / F   F / W Version ＊ . ＊＊

MRL-III コ マ ン ド  Version ＊ . ＊＊
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NCU 機能の導入

設定機能一覧

各 NCU 機能の概要と設定値について説明し ます。

NCU 機能の設定

NCU 機能を実行する場合、 操作パネル上で以下の操作が必要です。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し、 【FUNCTION】 キーで [ NCU ] を選択
後、 【ENTER】 キーを押し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2各 NCU 機能を、 選択 ・ 設定し ます。

機能名称 概  要 参照先

ノ ズルチェ ッ ク ノ ズル抜け検出を行 う か設定し ます  P. 6-27

NG ド ウサ
一定以上の ノ ズル抜けを検出し、 NG 判定された場合の、
装置の動作を設定し ます

 P. 6-27

NG ハンテ イ NG 判定と する ノ ズル抜け数の設定を し ます  P. 6-28
ジ ョ ウ タ イ  ヒ ョ ウ ジ NCU の状態を表示し ます  P. 6-28

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

FUNCTION

NCU <ENT>
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NCU 機能の概要

NCU 機能は ノ ズル抜け検出機能に関するオペレーシ ョ ン で構成されます。

設定

ノ ズルチ ェ ッ クユニ ッ ト を使用し て ノ ズル抜けを監視する機能の詳細設定を行います。

ノ ズルチ ェ ッ ク

ノ ズル抜け検出を行 う か設定し ます。
設定値 : [ON, OFF]

NG 動作

作図中 NG 動作

一定量以上の ノ ズル抜けを検出し て NG 判定し た場合の [ 作図中 ] の動作を設定し ま

す。

[ ク リ ーニング & ケ イ ゾ ク ]、 [ ク リ ーニング & テ イ シ ] の項目選択中に 【FUNCTION】

キーを選択する こ と で、 ク リ ーニング動作の詳細設定と な り ます。

 ク リ ーニング タ イ プ [ ク リ ーニング & ケ イ ゾ ク ]、 [ ク リ ーニング & テ イ シ ]

ク リ ーニングの種類を設定し ます。
設定値 : [ ノ ーマル , ソ フ ト  , ハー ド ] ( 初期値 : ノ ーマル )

 リ ト ラ イ回数 [ ク リ ーニング & テ イ シ ]

ク リ ーニングの リ ト ラ イ回数を設定し ます。
設定値 : [0 ～ 3] ( 初期値 : 3)
リ ト ラ イ カ イ ス ウ を  3 に設定し た場合は、 ( ノ ズル復旧し なければ ) 最初の ク リ ー

ニング も含めて最大 4 回の ク リ ーニングを行 う こ と にな り ます。

ケ イ ゾ ク 作図を継続し ます ( 初期値 )

ク リ ーニング & ケ イ ゾ ク
ク リ ーニングによ る ノ ズル復旧を行います
ク リ ーニング成功 / 失敗に関わら ず作図再開し ます

ク リ ーニング & テ イ シ
ク リ ーニングによ る ノ ズル復旧を行います
ク リ ーニング失敗し た場合は作図再開し ません

テ イ シ 作図を停止し ます
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作図終了後 NG 動作

一定量以上の ノ ズル抜けを検出し て NG 判定し た場合の [1 フ ァ イル作図終了後 ] の動

作を設定し ます。

[ ク リ ーニング & ケ イ ゾ ク ]、 [ ク リ ーニング & テ イ シ ] の項目選択中に 【FUNCTION】
キーを選択する こ と で、 ク リ ーニング動作の詳細設定と な り ます。

 ク リ ーニング タ イ プ [ ク リ ーニング & ケ イ ゾ ク ]、 [ ク リ ーニング & テ イ シ ]

ク リ ーニングの種類を設定し ます。
設定値 : [ ノ ーマル , ソ フ ト  , ハー ド ] ( 初期値 : ノ ーマル )

 リ ト ラ イ回数 [ ク リ ーニング & テ イ シ ]

ク リ ーニング リ ト ラ イ回数を設定し ます。
設定値 : [0 ～ 3] ( 初期値 : 3)
リ ト ラ イ カ イ ス ウ を  3 に設定し た場合は、 ( ノ ズル復旧し なければ ) 最初の ク リ ー
ニング も含めて最大 4 回の ク リ ーニングを行 う こ と にな り ます。

*1 [ 作図中 NG 動作 ] , [ 作図終了後 NG 動作 ] で ク リ ーニングを行 う 場合は、 外部
ヒ ーター OFF し ます。

NG 判定

ノ ズルチ ェ ッ ク  NG と する ノ ズル抜け数を設定し ます。

抜け ノ ズル / ラ イ ン

ノ ズルチ ェ ッ ク  NG と する  1 列あた り の ノ ズル抜け数の基準を設定し ます。

設定値 : [1 ～ 180] ( 初期値 : 10)

抜け ノ ズル / 全て

ノ ズルチ ェ ッ ク  NG と する全体の ノ ズル抜け数の基準を設定し ます。

設定値 : [1 ～ 180] ( 初期値 : 10)

状態表示

NCU の状態を表示し ます。

【FUNCTION】 キーに よ り 、 NCU で起きてい るエラーや､ NCU ↔ メ イ ン間で発生し て
い るエラーを全て表示し ます。
【】 【】 キーによ り 、 発生順にエラー情報を切 り 替え る こ と がで き ます。

ケ イ ゾ ク 作図を継続し ます ( 初期値 )

ク リ ーニング & ケ イ ゾ ク
ク リ ーニングによ る ノ ズル復旧を行います
ク リ ーニング成功 / 失敗に関わら ず作図再開し ます

ク リ ーニング & テ イ シ
ク リ ーニングによ る ノ ズル復旧を行います
ク リ ーニング失敗し た場合は作図再開し ません

テ イ シ 作図を停止し ます

ゲンザイ  NCU ハ キ ノ ウ  
シテ イ マス .

NCU は使用可能です。

エラー / ワーニング ハッ セ
イ  ニ ヨ リ  NCU ヲ  キ リ ハ
ナシテ イ マス

NCU に問題があ り ます。
ノ ズル抜け検出機能を切 り 離し て、 継続使用は可能です。
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DISPLAY 設定

装置で使用する言語を設定し ます。

表示言語

Japanese

English

German

French

Spanish

 Italian

Portuguese

設定は、 LCD 表示に反映し ます。
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機能の応用設定

必要に応じ て、 イ ニシ ャル設定されている設定項目を変更する こ と ができ ます。

ヒ ーターの設定

ヒ ーターの設定項目

3 ヵ所の各ヒ ーターに設定で き る項目を、 以下に示し ます。

オン ド  セ ッ テ イ

3 ヵ所の各ヒ ーターに対し て、 温度設定を行います。

ジ カ ン  セ ッ テ イ

ス タ ンバ イ時間、 OFF 時間の設定を行います。

プ リ ヒ ー ト
プ リ ヒ ーターの温度を設定し ます。
(OFF, 20 ～ 60 ℃ / 68 ～ 140 ﾟF)

プ リ ン ト ヒ ー ト
プ リ ン ト ヒ ーターの温度を設定し ます。
(OFF, 20 ～ 60 ℃ / 68 ～ 140 ﾟF)

ア フ ター ヒ ー ト
ア フ ター ヒ ーターの温度を設定し ます。
(OFF, 20 ～ 70 ℃ / 68 ～ 158 ﾟF)

ス タ ンバイ

作図終了後から ヒ ーターが予熱温度に下が り 始める時間を設定し ます。
あ らか じ め予熱温度は設定されているので、 変更はでき ません。
温度が下がっ た状態でデータ を受信する と、 自動的に設定温度まで上がって
から作図し ます。
「ナシ」 を設定する と予熱温度にな り ません。
( ナシ , 0 ～ 90 min / 10 min 単位 )

OFF ジ カ ン

以下の場合に ヒ ーターをオフ に し ます。
 ス タ ンバイ時に、 設定時間以上作図し ない場合

 ス タ ンバイ - [ ナシ ] の設定時、 作図終了後に設定時間以上作図し ない場合

ヒ ーターがオフ状態でデータ を受信する と、 自動的に設定温度まで上がって
から プ リ ン ト を開始し ます。
「ナシ」 を設定する と、 ヒ ーターはオフ にな り ません。
( ナシ , 0 ～ 90 min / 10 min 単位 )
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ヒ ーターの詳細設定

プ ラテン内に内蔵されてい る プ リ ヒ ーター ・ プ リ ン ト ヒ ーター ・ ア フ ター ヒ ーターに
ついて設定し ます。
作図中に も温度を変更でき るため、 適切な温度に調整する こ と ができ ます。
ただ し、 周囲の温度に よ り 、 設定し た温度に到達する までには数分から十数分かか り
ます。

こ こ で調整し た温度は、 電源をオフ にする まで継続するか、 下記の条件で新たに温度
を変更する まで継続し ます。

FUNCTION モー ド の タ イ プ を変更する

FUNCTION モー ド の ヒ ーターの温度を変更する

 コ ン ピ ュータから ヒ ーターの温度を指定する

温度の設定値

温度設定の目安 （ソルベン ト イ ン ク を ご使用の場合）

本装置は、 20 ～ 35 ℃の環境で使用し て く だ さ い。 周囲の温度条件に よ り 、

設定値まで温度が上昇し ない場合があ り ます。

お使いの RIP が、 ヒ ーターの温度を コ ン ト ロ ールで き る機能を搭載し てい る

場合は、 RIP 側で コ ン ト ロ ールする こ と がで き ます。

設定方法は、 お使いの RIP の取扱説明書を ご覧 く だ さ い。

°C の場合 OFF, 20 ～ 60 (70)°C (1°C 単位 )

°F の場合
OFF, 68 ～ 140 (158)°F (1°F 単位 )
* ま るめ誤差等によ り 1°F 単位に設定できない場合があ り ます。

ヒ ーター ES3 イ ン ク  ( メ デ ィ ア ) HS イ ン ク エ コ HS1 イ ン ク SS21 イ ン ク

光沢塩ビ ターポ リ ン FF 全メ デ ィ ア 全メ デ ィ ア 全メ デ ィ ア

Pre ヒ ーター 40 40 40 40 35 35

Print ヒ ーター 40 40 40 40 35 35

After ヒ ーター 50 50 50 50 50 50

 メ デ ィ アの状態に よ り 、 適温に調整し て く だ さ い。

水性イ ン ク を ご使用の場合、 温度設定の目安は必要あ り ません。
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ヒ ーターの温度と ス タ ンバイ時間を設定する

ヒ ーターの温度と ス タ ンバ イ時間を設定する ためには、 以下の手順で設定し ます。

操作手順

1 ロ ーカルモー ド になっ てい る こ と を確認し ます。

リ モー ト モー ド 時は 【REMOTE】 キーを押し ます。

2 【FUNCTION】 キーで [ セ ッ テ イ ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。
【】 【】 キーで タ イ プ 1 ～ 4 を選び、 【ENTER】 キーを押し ます。

3 【】 キーで [ ヒ ーター ] を選択し、 【ENTER】 キーを押し ます。

[ オン ド セ ッ テ イ ] に進みます。

4 【ENTER】 キーで下の階層へ進み、 【】 【】 【】 【】 キーで、 温度設定を入
力し ます。

【】 【】 キーで温度を変更、 【】 【】 キーでカーソルを移動、 【ENTER】 キーで確定
し ます。

5 【】キーで [ ジ カ ンセ ッ テ イ ] を選んで 【ENTER】キーを押し、[ ジ カ ンセ ッ テ イ ] 
を設定し ます。

【】 【】 キーで時間を変更、 【】 【】 キーでカーソルを移動、 【ENTER】 キーで確定
し ます。 (0 ～ 90min (10min 刻み ) )

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

セッテイ

セン タ ク : タ イ プ 1

FUNCTION

セッテイ <ENT>

[1]

ヒ ーター <ent>

[1]

メ デ ィ ア ホセイ <ent>

2 回

ニュ ウ リ ョ ク  ハン イ

OFF, 20 - 60 ℃

P R E P R T A F T
O F F O F F 5 0 ℃

入力範囲 :

PRE [OFF, 20 - 60] ℃
PRT [OFF, 20 - 60] ℃
AFT [OFF, 20 - 70] ℃

ス タ ンバイ  ヘ ウ ツル ジカ ン .

ナシ , 0 - 90min

ス タ ンバイ : OFF ジカ ン

10min : ナシ

[1] ヒ ーター

ジカ ン セッテイ <ent>
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6 【END】 キーを数回押し ます。

ロ ーカルモー ド に戻 り ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm
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機能メ ニューの操作方法について

必要な操作やデ ィ スプ レ イ に表示される メ ッ セージ を、 以下の要領で説明し ています。
操作手順の更に詳し い情報は、 各参照先を ご覧 く だ さ い。

ア イ コ ン ア イ コ ンの説明

【FUNCTION】 キーを 1 回押す操作を表し ています。
[ フ ァ ン ク シ ョ ンモー ド ] に入る際や、 下階層への移動に使用し ます。

【】 【】 【】 【】 キーの操作を表し ています。

【】 【】 キーを押すこ と で、 交互表示されるサブ設定画面の切 り 換えや、 設定値 / 
項目を変更する操作を表し ています。

【】 【】 キーを押すこ と で、 設定値 / 項目を切 り 替え る操作を表し ています。

【ENTER】 キーを 1 回押し て、 表示中の設定値 / 項目を実行する操作を表し ていま
す。

各キーを 1 回押す操作を表し ています。
( こ の場合は 【ST.MAINT】 キーを押す操作を表し ています。 )

【END】 キーを 1 回押し て、 実行をキャ ンセルする操作を表し ています。

デ ィ スプ レ イ の内容を表し ています。

キーを操作し た結果、 本装置が実行する動作を表し ています。

メ ニュー項目の設定値を表し ています。

操作し た結果、 デ ィ スプ レ イ に表示される メ ッ セージ を表し ています。

操作パネルの メ ニュー操作以外で、 お客様が本装置に対し て行 う べき作業を表し てい
ます。 こ の、  ア イ コ ンで示し ています。
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カ ッ ターに関する機能

用紙を カ ッ ト し たい と きは

[ オー ト カ ッ ト ] 機能を使用せず、 任意の位置での メ デ ィ ア カ ッ ト を実行し ます。

(作図終了後の メ デ ィ ア カ ッ ト  (3-41 ページ ) 参照 )

 ジ ョ グキーで、 カ ッ ト する位置までキャ リ ッ ジ と メ デ ィ アを移動させます。

メ デ ィ ア カ ッ ト <ENT>

ゲンテン セッテイ

メ デ ィ ア カ ッ ト  チュ ウ  シバラ ク  オマチク ダサイ

メ デ ィ アがカ ッ ト されます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

[ ヘッ ド ギャ ッ プ ] が 4.1 mm 以上の場合は、 カ ッ ト で きません。

( 昇華転写イ ン ク以外の イ ン ク を ご使用の場合のみ )
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【】 キーをダ イ レ ク ト カ ッ ト キーに割 り 当てている場合

メ デ ィ ア カ ッ ト <ENT>

メ デ ィ ア カ ッ ト  チュ ウ  シバラ ク  オマチク ダサイ

メ デ ィ アがカ ッ ト されます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

 メ デ ィ アの移動はでき ません。

[ ヘッ ド ギャ ッ プ ] が 4.1 mm 以上の場合は、 カ ッ ト で きません。

（昇華転写イ ン ク以外の イ ン ク を ご使用の場合のみ )
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作図品質に関する機能

プ リ ン タ の機能メ ニューでは、 作図品質を確認し た り 、 改善する ための設定を変更し た り
する こ と がで き ます。

作図中に メ デ ィ ア送 り を補正し たい と きは [ メ デ ィ アオク リ  ホセ イ ]

[ メ デ ィ アホセ イ ] では、 ロ ーカルモー ド 中に作業を実行し ま し たが、 こ こ では リ モー

ト モー ド 、 または画像データ作図中に メ デ ィ ア送 り 量を補正する方法を説明し ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

メ デ ィ アオク リ  ホセイ

0

メ デ ィ アオク リ  ホセイ

0  1

メ デ ィ アオク リ  ホセイ

ホゾン :ent

-500 ～ 500

R. ＊ + > [JV5-01]

＊＊ . ＊＊ m

変更は無効

R. ＊ > [JV5-01]

＊＊ . ＊＊ m

R. ＊ > [JV5-01]

＊＊ . ＊＊ m

補正値は、 一時有効と な り ます。 再度メ デ ィ ア検出を

行 う か、 電源 OFF で補正値は ク リ ア されます。
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イ ン ク に関する機能

イ ン ク セ ッ ト  (4 色 / 6 色 / 7 色 ) を変更し たい と きは

メ ンテナンス <ENT>

ステーシ ョ ン メ ンテナンス <ent>

ヘッ ド  メ ンテナンス <ENT>

イ ン ク ジュ ウテン <ent>

ハイ シュツ & センジ ョ ウ <ent>

 イ ン ク カー ト リ ッ ジを

外し ます。

L. ＊ > [JV5-01]

ハバ : ＊＊＊＊ mm

イ ン ク  ハイ シュツ

カー ト リ ッ ジ ヲ ハズス

MMCC YYKK KKYY CCMM

イ ン ク  ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ -------------------------------------

状況確認処理終了

センジ ョ ウ  エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

セッ ト  スル

1234 5678 9ABC DEFG

状況確認

洗浄液カー ト リ ッ ジを

セ ッ ト し ます。

センジ ョ ウ  エキ キュ ウ イ ン チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ -------------------------------------

処理終了

洗浄液カー ト リ ッ ジを

外し ます。

センジ ョ ウ  エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

ハズス

1234 5678 9ABC DEFG

センジ ョ ウ  エキ ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ -------------------------------------

状況確認処理終了

センジ ョ ウ  エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

セッ ト  スル

1234 5678 9ABC DEFG

状況確認

洗浄液カー ト リ ッ ジを

セ ッ ト し ます。

センジ ョ ウ  エキ キュ ウ イ ン チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ -------------------------------------

処理終了

( 次のページへ続き ます )

or

or

or
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イ ン ク セ ッ ト  (4 色 / 6 色 / 7 色 ) を変更し たい と きは ( 続き )

ES3 イ ン ク  カー ト リ ッ ジ ヲ

セッ ト シテ ク ダサイ

ES3-4Color

MMCC YYKK KKYY CCMM

ジュ ウテン チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

ES3-4Color

＊＊＊＊＊ -------------------------------------

イ ン クセッ ト  ヲ セン タ ク  スル

ES3 イ ン クセッ ト

  4-Color (MCYKKYCM)

イ ン ク タ イ プ ヲ セン タ ク  スル

イ ン ク タ イ プ

ES3 Sol

4-Color (MCYKKYCM)
6-Color (MCcKYCMm)

洗浄液カー ト リ ッ ジを

外し ます。

センジ ョ ウ  エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

ハズス

1234 5678 9ABC DEFG

センジ ョ ウ  エキ ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ -------------------------------------

状況確認処理終了

ジ ョ ウキ ョ ウ  ニ オウ ジテ

セン タ ク  スル

シュ ウ リ ョ ウ  < > センジ ョ ウ

メ ンテナンス センジ ョ ウエキ ヲ

ハイ シュツ シマスカ .

シュ ウ リ ョ ウ  < > ハイ シュツ

洗浄液カー ト リ ッ ジを

外し ます。

センジ ョ ウ  エキ カー ト リ ッ ジ ヲ

ハズス .

カー ト リ ッ ジ  :  ア リ

状況確認

センジ ョ ウ  エキ ハイ シュツ チュ ウ

シバラ ク  オマチク ダサイ

＊＊＊＊＊ -------------------------------------

処理終了

ヘッ ド  メ ンテナンス

ハイ シュツ & センジ ョ ウ <ent>

 イ ン ク充填の際に イ ン ク タ イ プを

変更する と、 サービ スエン ジニア

の調整が必要にな り ます。
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機能フ ロ ーチャー ト  [BOOT]
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機能フ ロ ーチャー ト  [ ロ ーカルモー ド ]
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機能フ ロ ーチャー ト  [ リ モー ト モー ド ]
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機能フ ロ ーチャー ト  [FUNCTION キー ]
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